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第 1 章 総  則 

1.1 目 的 

本要領は、既存の電気通信施設(電力設備)において、劣化による支障が予測される機

器･部位･部品の診断を適切に行い、劣化状況の把握を目的とする。 

 

解 説 

 (背 景) 

わが国は、台風や集中豪雨、更には地震等の自然災害を受けやすく、尊い人命や

貴重な財産が大きな被害を受けている。 

そのため、国土交通省では、国土の保全と豊かで住み良い国づくりという命題の

もとに河川、道路、ダム、都市等に係わる各種施策の推進や関連する施設整備を行

っている。 

河川、道路、ダム等が社会資本として有効に活用され、効果的な災害対策が行え

るために、電気通信施設は、電気・通信及び電子応用技術を駆使し、施設の中枢神

経として機能している。 

特に最近の情報通信技術を積極的に導入することで多彩な情報通信システムを構

築し、高度情報通信社会推進のために、広範かつ重要な役割を果たしている。 

この重要な電気通信施設のエネルギー供給源として電力設備（受変電設備・発電

設備を指し、以下電力設備という）があり、施設としての機能を効果的及び継続的

に発揮するためには、この電力設備が信頼性高く稼動することが必要不可欠である。 

これらの電力設備は、土木構造物と比べて耐用年数が短く、土木構造物を更新す

るまでには数度の更新が必要となる。また、これらの設備は、機械的、電気的、熱

的に劣化するため、設備の機能を保持するためには、部品交換、修繕等適切に維持

管理を行う必要がある。良好な維持管理のもとでは、設備の寿命も長いが、劣悪な

維持管理のもとでは、寿命も短く長期に亘る良好な機能の維持は期待できない。 

電力設備は、障害が発生すると防災等への影響が大きい重要設備であり、これま

では経過年数を主体に維持管理を実施してきた。 

   しかし、最近の経済情勢から維持管理費の抑制が強く望まれており、これまでの

ように経過年数による維持管理ではなく、設備の劣化状況に応じて延命化策等を行

う状態に基づく維持管理が必要になってきた。 

   そのため、ある時期に設備の劣化診断を行い機器の劣化状況を把握することによ

り、有効な機能維持対策の実施や適切な更新時期の判断をしなければならない。 

適切な時期に個別の機器を診断して劣化状況を把握することが重要であり、この

要領の目的は、電力設備の劣化診断を適切な時期に精度高く実施することである 
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1.2 適用範囲 

 

 

 

解 説 

電力設備のうち表 1.1 の各部位を対象範囲とする。 

 

表 1.1 各部位の対象範囲 

部 位 名 対 象 範 囲 備    考 

受変電設備 

 

高圧及び低圧受変電機器  

発電設備 ディーゼル機関及びガスタービン 

機関発電装置 

 

 

本要領は、国土交通省が所掌する河川、ダム、海岸、砂防、道路及び公園に設置し

た電力設備の劣化診断に適用する。 
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1.3 用語の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本要領で用いる主な用語の定義は次による。 

 

ａ．施設に関する用語 

「設  備」 ：施設の機能を発揮するために備え付ける施設の構成要素で、受変電設

備、発電設備、通信情報設備等、単独で機能を持つものをいう。 

「機  器」 ：装置を構成する機器及び器具の総称で、受変電設備では開閉装置の遮

断器・断路器等、発電設備では発電機・原動機等がある。 

「部  位」 ：機能を有する構成部品群をいう。 

「部  品」 ：機器を構成する組立品で、スイッチ、ヒューズ、電解コンデンサ等が

ある。 

 

ｂ．点検に関する用語 

「定期保全」 ：定期点検及び修繕の総称をいう。 

 

ｃ．劣化に関する用語 

「劣  化」 ：機能や性能が低下することをいう。 

「劣化診断」 ：設備のその時点での劣化状態を把握し、異常あるいは故障に関する原

因の推定及び将来への影響を予測することをいう。 

「物理的劣化」 ：経年変化と共に磨耗、酸化、固化等が進行し、性能･機能の低下、故

障回数(故障率)の増加をきたす劣化をいう。 

 

ｄ．寿命に関する用語 

「期待寿命」 ：機器･部品を標準状態で使用し、劣化又は破損した場合に修繕により

実用上支障のない程度まで回復させ、使用したい期間をいう。 

「余寿命」  ：機器が、今後継続して使用可能な期間をいう。 

 

e．診断に関する用語 

「一次診断」 ：劣化診断の知識を有する専門技術者が、定期保全データの活用と目視･

試験測定等により、機器の劣化状況を把握し、機能維持を目的とする

診断である。 

簡易診断は、小規模設備（低圧受電および５０ｋＶＡ未満の発電設

備）のみに適用し、試験測定を実施せずに行う。 

「二次診断」 ：劣化診断の知識を有する専門技術者が、一次診断のデータをもとに目

視等により、機器の劣化状況を把握し、余寿命の判断を目的とする診

断である。 
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解説 本要領の解説で用いる主な用語の定義は次による。 

a.施設に関する用語 

「施  設」 ：電気通信施設で建築物、機械設備、電気設備、通信情報設備等で構成さ

れる工作物全体をいう。 

「装  置」 ：設備を構成するもので、機能的に機器が組み合わされたものをいう。 

(例えば、発電機と原動機で発電装置等) 

 

b.点検に関する用語 

「点  検」 ：測定器具類を使用又は目視等により電力設備の作動状態及び損耗の程度

を調査し、その時点での設備の良否を判断し、その記録を行う。 

「定期点検」 ：月・年次等に行う点検をいう。 

「保  全」 ：設備を安全な状態に保つことをいい、このために必要な点検・整備･修繕

等の全ての作業をいう。 

「修  繕」  ：劣化又は破損した部位、部品等の性能･機能を初期の水準又は実用上支

障のない状態までに回復させることをいう。 

「予防保全」 ：事故の未然防止を目的として行う保全をいう。 

 

c.劣化に関する用語 

「劣化要因」 ：劣化又は故障の原因となるストレスをいい、このストレスは熱、環境、

振動等をいう。 

 

d.故障に関する用語 

「故  障」 ：劣化や地震、風水害、落雷等の外的要因による異常、不調が生じ、機能

が充分に発揮できないことをいう。 

「交  換」 ：劣化した機器･部品を取り替えることをいう。 

「修 理 系」 ：修理して性能･機能を実用上支障のない状態まで回復させることができる

ものをいう。(例えば、遮断器、断路器等) 

「非修理系」 ：劣化又は破損したら、交換すること以外に元の状態に戻すことができな

いもの、又は修理した場合、著しく不経済となり交換した方が経済的な

ものをいう。(例えば、モールド変圧器、進相コンデンサ、避雷器等) 

 

e.寿命に関する用語 

「寿  命」 ：更新の直近にあり、余寿命は限りなく零に近い状態をいう。 

「物理的寿命」 ：主要部品等が材質的又は性能的･機能的に劣化し、継続して使用が不可

能と判断される状態をいう。  

「社会的寿命」  ：劣化や故障率の増加が原因で寿命に達するのではなく、その設備、機

器の機能や効率が陳腐化し、継続して使用するのが経済的に不利な状態

をいう。 

「耐用年数」 ：設備の経済的な検討における個別又は全体システムの現実的な推定使用

年数をいう。 
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1.4 劣化診断の基本的考え方 

 

 

 

 

 

解 説 

設備の維持管理における劣化診断の位置付けは図 1.1「設備維持管理の基本的考え方」

に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 設備維持管理の基本的考え方 

 

動作ストレス・環境ストレス 

物理的劣化 

定期保全 

一次診断（又は簡易診断注１）

(機能維持) 

二次診断 

(余寿命の判断)

物理的劣化・余寿命の判断 

各種費用算出

劣化診断 

延命化対策 設備の更新 

アセットマネジメント 

による評価 

注１：低圧受電および 

５０ｋＶＡ未満発電設備に適用 

劣化診断は、劣化状況を把握し機能維持を目的とした一次診断と余寿命の判断を

目的とした二次診断で構成し、物理的劣化の確認を行うものとする。 

劣化診断は定期保全が的確に実施されていることが必要であり、定期保全データ

を活用して行うものとする。 
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１．劣化診断の評価範囲 

  設備・機器等の寿命に関するものは、物理的寿命、社会的寿命の２種類であるが、物

理的劣化及び寿命は、診断実施者毎の乖離は大きくなることが想定されるため劣化診断

の評価範囲とし、診断の手法を定め評価を一様になるようにした。 

一方、社会的寿命は、社会的変化(背景)によることから、診断実施者毎の階差は少な

いため、評価する範囲から除く。 

   

２．定期保全と劣化診断の基本的考え方 

（１）定期保全 

定期保全とは、下記の項目を総称していう。 

ア） 点検技術者等により行う定期点検(月１回及び年１回等)とその記録 

イ） 機能維持のための設備の部分更新及び部品交換・修繕とその記録 

ウ） 事故履歴、稼働年数(運転時間、発停回数等) 

（２）劣化診断 

ア）一次診断 

一次診断は、専門技術者が行う主に機能維持を目的とした診断であり、診断によ

る評価で補修すべき機器、部位、部品が修理系か、非修理系かを判断して適切な評

価をする。 

簡易診断は、小規模設備（低圧受変電設備および５０ｋＶＡ未満の発電設備）のみ

に適用し、試験測定を実施せずに行う。低圧受変電設備および５０ｋＶＡ未満の発

電設備とした技術的根拠は、表 1.2「簡易診断の技術的根拠」のとおりである。 

 

  表 1.2 簡易診断の技術的根拠 

設備区分 構 成 理  由 

低圧受変電設備 ・ ＭＣＣＢで構成されている。 
ＭＣＣＢで構成された低圧盤であり、 

高圧機器がない 

・ 無過給 カーボン付着による燃焼部の汚れが少ない 

・ 機関直結ラジエータ冷却方式 
防錆処理が可能なため、冷却水系の腐食が 

少ない 

５０ｋＶＡ未満の 

発電設備 

(ディーゼル機関) 
・ シリンダの冷却が、間接冷却方式

シリンダライナにゴムパッキンを使用して 

いない 

 

簡易診断の範囲を逸脱した場合は、適切な劣化診断が不可能であるため、維持管理

上問題となる。従って、上記範囲を的確に運用した診断を行うことが重要である。 

 

イ）二次診断 

二次診断は、専門技術者が行う設備の余寿命を判断する診断であり、主として一

次診断により機能維持を行った後（概ね５年程度）に劣化状況を確認するものであ

る。 
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３．定期保全データの活用 

設備の劣化診断をする場合には、納入当初の試験データ及び点検データと劣化診断時

のデータを比較することで機器の劣化傾向を評価する。さらに、定期点検記録、故障・

事故履歴・部品交換記録等のデータは、一次・二次診断評価の判断要素となる。 

したがって、劣化診断評価・余寿命予測等を精度高く判断するためには、これらのデ

ータが定期的、定量的、継続的に記録され検索可能な状態で保管されていることが重要

である。 

その具体的な活用例を下記に示す。 

（１） 定期点検記録は、診断時に劣化傾向の判断要素となる。 

    例：絶縁抵抗値、変圧器絶縁油のガス分析データ等 

（２） 運転記録、故障・事故履歴等の保全記録は、機器の劣化状況の判断要素となる。 

（３） 環境（塩害、腐食性ガス、塵埃等）記録は、機器の劣化の進み具合の判断要素

となる。 

図 1.2 定期保全データの活用 

 

４．定期保全データの管理 

現状は、法令(自家用電気工作物保安規程)で定められている定期点検の実施と、その

記録及び事故･故障履歴や修繕・部分更新記録等は、３～５年間の保管が規定されている。

しかし、維持管理上、保管期間後に廃棄される例があり、データの追跡及び収集が困難

なこともある。 

そのため、劣化診断に支障をきたすことも考えられるので、今後は、定期保全データ

を設備の稼動後１５年以降、設備が廃棄されるまで保管する必要がある。 

 

５．劣化診断の運用 

劣化診断に関する施工計画及び報告書の作成方法等に関する運用マニュアル｢電気通

信施設劣化診断要領・同解説（電力設備編）運用マニュアル｣を、巻末に資料として添

付したのでこれに準じて実施する。 

 

定期点検・整備記録  

事故・故障履歴    

修繕・更新記録等  

機器の劣化状況の評価 

一次･二次診断評価の判断要素 

定期保全データ 劣化診断 

データの活用 
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1.5 劣化診断の時期 

 

 

解 説 

１．機器の劣化と診断時期 

（１）バスタブ曲線 

一般的に電力設備の機器は、使用時間の経過と共に、初期故障、偶発故障、磨耗故

障の順に推移して、次第に劣化による故障が増加し、信頼度も低下する。 

故障率は、機器設置の初期が高くその後は急速に減少し、偶発故障期に入る。この

段階では故障率は低く一定であり、ランダムに故障が発生するだけである。その後、

磨耗故障期になると、故障率は急速に増加する。 

磨耗故障期の故障率が高くなる前の段階で一次診断を行い、劣化部品の判断により

健全性を維持するための機能維持対策を行う。 

機能維持対策を行い継続使用するが、劣化は進行しているため二次診断を実施し、

余寿命などを判断する必要がある。 

使用年数と故障率及び劣化診断の関係は、図 1.3「バスタブ曲線と劣化診断の関係」

として表せる。 

 

図 1.3 バスタブ曲線と劣化診断の関係 

摩耗故障期  初期故障期  
故
障
率

使用年数  

 

二
次
診
断
時
期 

 
 

  二次診断  

更新 

機器更新 

期
待
寿
命 

寿命  

偶発故障期 

一
次(

又
は
簡
易) 

診
断
時
期 

 

 

定期保全  

機能維持対策 

一次 (又は簡易 )診断  

一次診断は偶発故障期の末期、二次診断は期待寿命の時期に行うものとする。 
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電力設備はひとたび障害が発生すると防災等への影響が大きい重要施設であり、これまで

は経過年数を主体に更新を実施してきた。 

今後は、適切な時期に劣化診断を行い、設備の劣化状況を把握し、機能維持対策や更

新を判断する状態に基づく維持管理を行う。 

 

２．診断時期 

（１） 一次(又は簡易)診断 

診断時期は、偶発故障期の末期（概ね２０年）又は、定期保全で劣化の兆候が顕著

に現れた時期に行う。 

（２） 二次診断 

診断時期は、期待寿命（概ね２５年）又は、定期保全で劣化の兆候が顕著に現れた

時期に行う。 
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1.6 劣化診断の評価 

 

 

 

解 説 

１．機器の劣化パターンの検討 

劣化診断評価表を作成するには、まず機器毎の劣化パターンを整理・作成し検討す

る必要がある。そのため、機器毎の劣化パターンを文献(注１)等を参考にして、機器

構成の機能部位を相互に関連付けした「機器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時

の確認事項」にまとめた。代表例を表 1.3「配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと

診断時の確認事項」に示す。 

劣化パターンの基本的考え方は、下記の(a)～(d)である。 

(a)どの部位がどの様な劣化形態を伴うのか。 

(b)どの様な形態になったら、どの程度機能低下するのか。 

(c)その機能低下が及ぼす影響は部分的か、それとも機器全体か。 

(d)その部位で障害が発生した時、機器内の部分的障害でとどまるのか、 

それとも機器全体に波及する恐れがあるのか。 

(注１)日本電機工業会(JEMA)平成 11 年 1 月「長期使用受変電設備の信頼性の考察」 

 

２．劣化診断評価表 

物理的劣化の評価は、診断実施者毎の乖離が大きくなることが想定されるため、機

器の部位・部品を基本として評価項目を設定した劣化診断評価表を作成し、これによ

り診断を行うものとした。診断内容は、定期保全データによる診断（環境条件・保全

記録等）と機器の稼働状況、劣化現象、性能試験等より構成されている。 

 

 ３．劣化診断手引き書 

劣化診断手引き書は、劣化診断評価表の評価項目毎に具体的な診断実施方法を示し

たものである。 

 

４．劣化診断評価点基準 

劣化診断評価点基準は、劣化診断評価表の評価項目毎に劣化状況を評価する判断基

準を示したものである。 

劣化診断の評価は、機器の部位・部品を基本として評価項目を設定し、劣化レベ

ルを点数で表現した基準及び実施方法を定めて行うものとする。 



表1.3　配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

基礎部材 鋼板 機器収納・固定 環境 腐食・破損 非修理 2 腐食、腐食層剥離、穿孔

メッキ皮膜 防塵・防水・保護 変形、破損

塗料 結露、雨漏り

外箱・扉・隔壁 非修理 2 塗膜の劣化状況、剥離

扉ハンドル 非鉄金属

ケーブル貫通部 フェノール・塩化ビニール等の樹脂 熱 弾性低下・変質 非修理 2 変形、破損
ゴム、コンパウンド 環境 変形・破損

扉パッキン 合成ゴム・樹脂 修理 1 変質、破損

導体とその接続部 銅・アルミニウム 通電 環境 過熱 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

接触部・断路部 メッキ皮膜 腐食 過熱変色、温度、接触抵抗値

締付け部の緩み 締付け部の緩み
異音、異臭

絶縁支持物とカバー類 フェノール樹脂 絶縁 環境 汚損、吸湿、絶縁低下 非修理 2 配電盤内温度
塩化ビニール樹脂 変色、変質、変形
エポキシ樹脂 亀裂、剥離、破損
ポリアミド樹脂 トラッキング・炭化
ポリエステル樹脂 放電痕跡
合成ゴム 熱 熱分解 異音、異臭

汚損、絶縁抵抗値
碍子・碍管 磁器・エポキシ樹脂 放電音、部分放電

機械的外力 破損

冷却装置 フィルター 徐塵 環境 目詰まり 修理 1 目詰まり、運転時間、

冷却ファン 冷却 運転時間 磨耗 修理 1 運転音
保護継電器 樹脂絶縁物 電気的操作制御 熱 熱分解 非修理 2 亀裂、柔軟性
操作・制御開閉器 ビニル被覆 汚損、変色、損傷
補助継電器・接触器 絶縁抵抗値
リミットスイッチ 環境 汚損・吸湿・絶縁低下

端子台 鉄・銅合金等の動作部品 腐食 3 汚損、消耗、荒れ、腐食

配線 破損・動作不能 過熱変色、温度、接触不良

配線接続部(端子) 経過年 誤差増大・特性不良 動作状況、動作特性不良

銅・銅合金・ 電流開閉 接点の荒れ・消耗
銀・耐弧接点 接触不良
銅・銅合金 振動 断線 2 汚損、腐食、断線

締付け部の緩み 破損、脱落
締付け部の緩み、

環境 腐食 1.3 接触不良
接触不良・混触

保護ヒューズ 鉛 保護 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、やせ
通電熱 断線 3 経過年

表示灯 表示 通電熱 断芯・破損 修理 1 経過年
表示器・警報器 非修理 2 汚損、腐食、破損
指示・記録計器 指示・記録 経過年 誤差増大 非修理 2 動作状況、表示・記録値

通電熱 破損
変換器 信号伝送 環境 腐食・破損 非修理 2
電圧検出装置 検出 環境 腐食・破損 非修理 2

劣化進行速度 1:比較的早く進行 2:緩慢と進行 3:電流・動作回数に依存

表
示
・
記
録
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

筐
体
部

主
回
路
部

補
機

制
御
部

腐食の進行

腐食の進行

熱分解の進行

機械的強度低下

塗膜の劣化

防塵・防水・保護能力低下

破損

運転停止固着

地絡・短絡

接触抵抗増加

熱分解の促進

温度上昇

吸湿性増大
汚損と吸湿の進行

締付け部の緩み

腐食の進行

塵埃のかみ込み

腐食層の剥離・穿孔

盤内への汚損物・水分の侵入

過熱(変色) 溶損 気中放電

電気系統焼損

沿面閃絡

回転軸の磨耗

絶縁性能低下

支持機能不全

熱分解の進行 亀裂の発生

操作・制御機器の異常動作

絶縁抵抗低下 トラッキング発生 部分放電

操作制御回路の混触

保護継電器不要動作断線組織の変質・やせ

雨漏り 据付け機能不全

虫・小動物等の侵入

水分の付着

汚損物付着

造巣 感電

グリースの変質・異物化

締付け部の緩み

接触不安定

汚損の進行
吸湿の進行

吸湿性の増大 炭化物の生成

機械的強度の低下
熱分解の促進

送風量の減少

ビニル硬化 亀裂発生

操作・制御回路の地絡
腐食の進行 動作部の引っかかり
破損・断線

動作不良 動作特性の狂い
接点消耗の進行 溶着 操作制御動作不能
腐食の進行 接触不良
疲労の進行 断線

接触不良腐食の進行
腐食生成物の成長

遮断器開放 全停
表示・警報不能

指示・記録不良
指示・記録不能
信号伝送不能
検出不良・不能

1
－

1
1



 1-12

1.7 関係法令及び基準等 

 

 

 

解 説 

１．関係法令及び基準 

この要領に明記されていない事項については、下記の関係法令及び基準を適用する 

   ①建築基準法 

   ②消防法 

③労働安全衛生法 

④電気事業法 

⑤電気設備技術基準 

   ⑥日本工業規格（ＪＩＳ） 

⑦電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ） 

   ⑧日本電機工業会標準規格 （ＪＥＭ） 

   ⑨(社)陸用内燃機関協会規格（ＬＥＳ） 

   ⑩電気通信施設設計指針(電気編)    （(社)建設電気技術協会） 

   ⑪その他関連基準及び規格 

 

  

本要領に明記されていない事項については、関係法令及び基準等によるものと

する。 
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第２章 受変電設備 

2.1 劣化診断の基本事項 

 

 

解 説 

１．一次（又は簡易）、二次診断の構成 

一次(又は簡易）、二次診断の構成は第１章 図 1.1「設備維持管理の基本的考え方」

による。 

 

２．劣化診断の概要 

（１）機器の診断 

一次診断 ： 劣化診断の知識を有する専門技術者が、定期保全データの活用と目視･

試験測定等により、機器の劣化状況を把握し、機能維持を目的とする

診断である。 

簡易診断は低圧受電の小規模設備に適用し、試験測定を実施せずに行

う。低圧受変電設備とした技術的根拠は、表 1.2「簡易診断の技術的根

拠」のとおりである。 

簡易診断の範囲を逸脱した場合は、適切な劣化診断が不可能であるた

め、維持管理上問題となる。従って、上記範囲を的確に運用した診断

を行うことが重要である。 

 

二次診断 ： 劣化診断の知識を有する専門技術者が、一次診断のデータをもとに目

視等により機器の劣化状況を把握し、余寿命の判断を目的とする診断

である。 

（２）実施時期 

   受変電設備は、正常な稼動を確保する目的で、定期保全が実施されている。 

劣化診断は、定期保全と深く関連するもので、その実施時期は、定期保全が実施され

ていることを前提に、下記を目途に実施する。 

ア．一次(又は簡易)診断は偶発故障期の末期（概ね２０年）又は、定期保全で

劣化の兆候が顕著に現れた時期。 

イ．二次診断は期待寿命（概ね２５年）又は、定期保全で劣化の兆候が顕著に

現れた時期。 

（３）診断内容 

受変電設備を構成している機器の各部材には、長期間の稼動により各種ストレスが

かかっている。そのストレスにより、各部材，部位の機能が低下し、ストレスが許容

範囲を超えると劣化現象として表れ、更に進展し、故障･事故に至しめる。故障、事故

という現象を起こす前に状況を把握し、対策を行うことが重要である。機器別の劣化

劣化診断は、機器の劣化状況を把握し機能維持を目的とした一次診断（低圧受電の

場合は簡易診断）と、余寿命の判断を目的とした二次診断で構成する。 
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メカニズムを表 2.1.1～10「主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項」(注１)

に示す。 

 

表 2.1.1  断路器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.2  高圧油入変圧器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.3  乾式変圧器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.4  真空遮断器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.5  油遮断器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.6  磁気遮断器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.7  ギャップ付避雷器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.8  モールド変成器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.9  コンデンサの主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

表 2.1.10  配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項 

 

診断内容はこれらを参考にして、定期保全データの活用により診断を行う内容と目

視や試験により、劣化状況を判断する内容の構成とした。 

なお、診断における機器別診断項目と測定器についての例を表 2.1.11 に示す。 

 

(注１)日本電機工業会(JEMA)平成 11 年 1 月「長期使用受変電設備の信頼性の考察」 



表2.1.1　断路器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

気中通電接触部 銅・銅合金 通電 電流開閉 汚損・熱溶損 非修理 2 経過年、動作回数
導体接続部 メッキ皮膜 開閉動作 摩耗 閉路状態
外部端子部 環境 汚損・腐食・過熱 異音、異臭、汚損

腐食、摩耗、損傷
振動 緩み 締付け部の緩み、温度

過熱変色、接触抵抗値

接点潤滑剤 グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1 付着量(潤滑状態)
経過年、動作回数

碍子金具 鉄・銅合金 支持固定 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食、亀裂
アルミニウム合金 熱 亀裂・破損
セメント
緩衝材

環境 亀裂・破損 経過年、亀裂、破損
支持碍子・操作碍子 磁器 絶縁 環境 汚損・破損 非修理 2 汚損、亀裂、破損

エポキシ樹脂 環境 吸湿・絶縁低下 トラッキング、炭化
絶縁操作棒・ロッド 強化木 放電痕跡、経過年

フェノール樹脂 開閉動作 亀裂・破損 動作回数、絶縁抵抗値

エポキシ樹脂 部分放電、異音、異臭

緩衝装置 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 変形・破損 非修理 3 開閉回数
ストッパー 樹脂・合成ゴム 汚損、腐食

熱 油密・気密封止部破損 磨耗、変形、損傷
熱 熱分解 締付け部の緩み

締付け部 鉄鋼・非鉄金属 開閉振動 緩み 潤滑状態
リンク・ピン・軸受け 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 摩耗・変形 動作状況、開閉表示状態

等の機械的動作部 ベアリング 開閉操作力
開閉表示部 環境 腐食 無負荷開閉時間
潤滑剤 グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1.3 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)
経過年、動作回数

電磁弁・操作シリンダ ステンレス 空気制御 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食
ピストン等の本体 銅合金 無負荷開閉時間

アルミニウム合金
開閉動作 摩耗・損傷 3 動作回数

磨耗、損傷
動作状況

気密ガスケット ゴム入りコルク 気密 熱 弾性低下・変形 非修理 2 経過年、漏気、変形、損傷

合成ゴム・ナイロン コンプレッサの作動時間間隔

摺動パッキン フッ素樹脂 修理 1 動作回数
空気配管と接続部 銅・銅合金 空気圧制御 環境・振動 腐食・緩み 非修理 2 腐食、損傷、緩み
圧力開閉器・圧力計 銅合金 環境 腐食・金属疲労 非修理 1 経過年、腐食、損傷

ステンレスベロー 圧力計の指示値、動作状況

耐弧接点 電流開閉 消耗・接触不良 3 汚損、腐食、消耗
操作バネ蓄勢用電動機 カーボン・銅 電気的操作制御 動作 消耗・目詰まり 非修理 2 異音、異臭
閉路・引外しコイル 絶縁被覆付電線 通電熱 過熱・焼損 汚損、破損
操作・制御コイル 絶縁抵抗値

環境 腐食・短絡・断線 導通、抵抗値
樹脂・綿テープ 環境 吸湿・絶縁低下
ワニス・ゴム

操作・制御接触器 樹脂 環境 汚損・吸湿・絶縁低下 非修理 2 汚損、破損、絶縁抵抗値

補助継電器 鉄・銅合金 環境 腐食 3 動作状況
リミットスイッチ 樹脂等の動作部品 破損・動作不良 汚損、腐食
補助開閉器 銅・銅合金・銀 環境 腐食・接触不良 消耗、荒れ
端子台 耐弧接点 開閉振動 締付け部の緩み 接触不良
制御回路プラグ 電流開閉 接点の荒れ・消耗
配線・配線接続部 銅 環境 腐食

開閉振動 締付け部の緩み 非修理 2 絶縁、損傷、柔軟性
疲労・断線 絶縁抵抗値

ビニル被覆 熱 熱分解 締付け部の緩み
保護ヒューズ 鉛 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、経過年、やせ

通電熱 断線 3 動作回数
劣化進行速度 1:比較的早く進行 2:緩慢と進行 3:電流・動作回数に依存

制
御
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

開
閉
部

機
構
部

空
気
系
統
部

励磁電流開閉

汚損、腐食の進行

腐食の進行

汚損の進展

接触部の損傷
摩耗の進行
可撓導体の腐食進行

締付け部の緩み

破損

地絡・短絡

炭酸物の生成

接触抵抗増加

腐食の促進

分解の進行 油分の蒸発
腐食生成物の発生

熱伸縮 セメントと碍子金具間に隙間発生 腐食生成物と水分の浸入 隙間拡大

亀裂の進展

オーバーストローク

動作ショック増大
整定値・位置の狂い

摩耗の進展

腐食の進行

グリースの変質・乾燥・固化

腐食の進行

摩耗・損傷の進行

変質の進行

腐食穿孔
腐食と疲労の進行

接触不良
刷子部の消耗

腐食の進行

吸湿の進行

汚損、吸湿の進行

締付け部の緩み

破損・断線

接点損耗の進行
腐食の進行

腐食の進行

締付け部の緩み
疲労の進行
ビニルの変質硬化
腐食の進行
組織の変質

めっき皮膜の消耗
不完全投入 閉路速度の低下

過熱(変色) 溶損 放電通電

接触面へのかみ込み
接触面の溶着

塵埃・異物
グリースの乾燥・固化(変質・異物化)

接触部の開離不能

セメントの変質 亀裂の発生 亀裂の増加・拡大 支持機能不全
絶縁抵抗低下 トラッキングの発生 部分放電の発生 沿面閃絡

吸湿の進行
絶縁寸法の減少

開閉動作不能
動作部破損

動作ストローク不足

不揃い増大 開閉動作不具合

負荷抵抗増加 動作渋滞

負荷抵抗増加 動作渋滞 弁体・ピストンの緩慢動作
弁体動作量の減少 送気量の減少 操作シリンダ

内部圧力低下動作部の固着

復帰動作不能 空気漏れ状態の継続

永久変形 空気漏れ 空気圧力低下 開閉動作ロック

締付け部の緩み
動作設定値の狂い 空気圧力の狂い

コンプレッサの起動不能
アーク短絡 電動機回転不能 操作バネ蓄勢不能

内部短絡(レアーショート) 断線
操作力の低下 長時間通電 過熱 焼損

絶縁性能の低下 操作・制御回路地絡

絶縁性能の低下
動作部の引っかかり

動作不良
機器の異常動作

腐食の進行

接触不良 操作制御動作不能

断線
亀裂の発生 絶縁性能低下

やせの進行
断線 操作回路開放

操作制御回路の混触
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表2.1.2　高圧油入変圧器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

据付け基礎部材 合成ゴム 防振 熱 熱分解 修理 2 亀裂、変形、破損
機会的応力 破損

鉄心と締付け金具類 珪素鋼板・鉄材 磁気回路形成 過負荷 過熱 非修理 2 異常振動音
磁気回路短絡 局部過熱

振動 締付け部の緩み
導体絶縁部 クラフト紙 電気絶縁 熱 熱分解 非修理 2 異常振動音

プレスボード 油中ガス組成
コイル絶縁部・ クレープ紙 (可燃性ガスの量と
リード支え 強化木 分布及び増加傾向)
鉄心絶縁部 フェノール樹脂 磁気絶縁 フルフラール値

ワニスクロス 振動 破損
マニラ紙

タップ切換装置絶縁柱 強化木 電気絶縁 炭化付着物 汚損
フェノール樹脂

ブッシングの油中部 磁器

巻線 胴帯・銅線 通電 過電流 変形 非修理 1 導通、絶縁抵抗値
巻線短絡
断線

過電圧 絶縁破壊

リード等の導体と接続部 銅材 熱 腐食 修理 2 接触抵抗値
タップ切換装置の接触子 過熱

絶縁媒体 絶縁油 絶縁・冷却 熱 熱分解 修理 2 運転温度、油量、色調

窒素ガス圧力
絶縁破壊電圧値、全酸価値

油中水分量

環境 水分の浸入

不純物 汚損

外部吸着剤 活性アルミナ 除水 環境 除水能力低下 修理 1 色調、油中水分量
タンク・碍管フランジ 鋼板 油密 環境 腐食・漏油 非修理 2 腐食・漏油
のシール部と内側

油密・気密ガスケット ゴム入りコルク 油密・気密 熱 弾性低下・変形 非修理 1 経過年
油劣化防止装置の隔膜 ニトリルゴム 機械応力
タンク・放熱器 鋼板・黄銅板 油密・気密 環境 腐食 非修理 1 腐食、腐食層剥離
油劣化防止装置の外部 ステンレス板 漏油
金属ベロー 塗料 防食 分解 塗膜の劣化状況、剥離

碍管フランジ 銅・銅合金 支持固定 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食
碍子金具 アルミニウム合金 熱 隙間の発生 亀裂、漏油

セメント 亀裂
緩衝剤 環境 変質・亀裂

ブッシング・碍管 磁器 絶縁 環境 汚損 修理 2 汚損、亀裂、破損、漏油

破損 放電音、異音、異臭
端子と締付け部 銅・銅合金 通電 環境 汚損・腐食 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

メッキ皮膜 過熱 過熱変色、温度
締付け部の緩み 締付け部の緩み、異音、異臭

劣化進行速度　1:比較的早く進行　2:緩慢と進行　3:電流・動作回数に依存

内
部

外
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

外
部

内
部

締付け部の緩み

熱分解の進行

局部放電

吸水の進行

水分の溶解

地絡・短絡

不純物の溶解

油中水分量の増加

スラッジの生成

油面低下

過熱(変色)

接触面の溶着

吸水能力低下
腐食性不純物の生成

電磁力の作用

過熱

巻線の変形・移動大電流の侵入

熱分解の進行

熱分解促進

重合度の低下

全酸価値増大

放圧・噴油熱分解促進

異常電圧の侵入

断線

絶縁破壊

締付け部の緩み

鉄心の異常振動

化学反応の促進

誘電体損失増大

シール面の腐食進行

汚損・腐食の進行 接触抵抗の増加 放電通電

変質の進行 弾性低下
破損

過負荷運転鉄心の過熱
磁気回路短絡鉄心の局部過熱

放熱悪化 スラッジの付着堆積

ヤセの発生 振動の増加

機械的強度の低下 巻線部支持不完全

絶縁能力低下 鉄心絶縁部の破損

ハンダの溶解

放電通電

接触抵抗増加

硫化物の生成

過熱腐食の進行

腐食の促進

油温上昇

油中絶縁寸法の減少

部分放電

炭化物の生成

電気的特性の変化 巻線間短絡

内部圧力上昇

耐電圧性能の低下

蒸発 油量減少

内面腐食の進行 外気の進入 漏油 封入ガスの漏れ

変質の進行 永久変形

塗膜の劣化

腐食の進行 腐食層の剥離・穿孔 構造部の強度低下

腐食の進行 腐食生成物の発生
熱伸縮 セメントと碍子金具間に隙間発生 腐食生成物と水分の浸入 隙間拡大 漏油

セメントの変質 亀裂の発生 亀裂の増加・拡大 支持機能不全

表面汚損 絶縁抵抗低下 部分放電の発生 気中閃絡・放電
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表2.1.3　乾式変圧器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

据付け基礎部材 合成ゴム 防振 熱 熱分解 修理 2 亀裂、変形、破損

機会的応力 破損

鉄心と締付け部 珪素鋼板・鉄材 磁気回路形成 振動 締付け部の緩み 非修理 2 締付け部の緩み

異常振動音、温度

腐食、塗膜の劣化状況

環境 腐食 剥離

ワニス・塗料 防食 分解

熱

巻線 銅線 通電 過電流 変形 非修理 1 導通、絶縁抵抗値

アルミニウム線 巻線短絡

ホルマール銅線 断線

冷却装置 フィルター 徐塵 環境 目詰まり 修理 1 目詰まり

冷却ファン 冷却 運転時間 磨耗 修理 1 運転時間

運転音

導体絶縁部 ガラスクロステープ 絶縁 熱 熱分解 非修理 2 変色、変質、変形

巻線絶縁部 ガラスエポキシ樹脂 破損 亀裂、剥離、破損

鉄心絶縁部 エポキシ樹脂 トラッキング・炭化

放電痕跡

放電音、部分放電

汚損、絶縁抵抗値

異臭

環境 汚損・吸湿

過電圧 絶縁破壊

支持碍子 磁器 絶縁 環境 汚損 修理 2 汚損、破損

エポキシ樹脂 破損 放電音、異音、異臭

端子・口出線 銅・銅合板 通電 環境 汚損、腐食 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

締付け部 メッキ皮膜 過熱 過熱変色、温度

タップ切換部 締付け部の緩み 締付け部の緩み

異音、異臭
劣化進行速度　1:比較的早く進行　2:緩慢と進行　3:電流・動作回数に依存

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

塗膜の劣化

熱分解の進行

導体の過熱

汚損と吸湿の進行

地絡・短絡

機械的強度の低下

吸湿性増大

電位集中 ボイド放電の発生と進展

絶縁抵抗
の低下

内部絶縁破壊

過熱(変色)

接触面の溶着

炭化物の生成

沿面閃絡

磁気回路短絡

回転部の磨耗

熱膨張

腐食の進行 磁気回路絶縁部の破損

鉄心の過熱

剥離の発生

一次・二次導体間の混触

熱分解の促進

送風量の減少

電気的特性の変化

締付け部の緩み

電気系統焼損

亀裂の発生

トラッキング
の発生

部分放電
の発生

異常電圧の進入

汚損・腐食の進行 接触抵抗の増加 放電通電

締付け部の緩み

大電流の侵入 電磁力の作用

変質の進行 弾性低下

破損

鉄心の異常振動

目詰まりの進行

過励磁運転

巻線の変形・移動

温度上昇 鉄心の局部過熱

巻線間短絡

断線

固着

運転停止

繰返し熱伸縮

表面汚損 絶縁抵抗低下 トラッキングの発生 コロナ放電の発生 気中閃絡・放電
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表2.1.4　真空遮断器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

真空バルブ ガラス・セラミック 絶縁 環境 汚損・絶縁低下 非修理 2 汚損、腐食

亀裂・破損 亀裂、損傷

真空度低下 絶縁抵抗値

ステンレス合金 真空保持 環境 腐食・破損 真空度低下の有無

機械的動作 開閉回数 疲労破損

銅・黄銅 通電 電流開閉 消耗・溶着 3 事故遮断の有無

電流開閉 消耗量

通電接触部 銅・黄銅 通電 開閉動作 磨耗 非修理 2 異音、異臭

導体接続部 アルミ合金 汚損、腐食

外部端子部 メッキ皮膜 環境 汚損・腐食・過熱 磨耗、損傷

主回路断路部 振動 緩み 締付け部の緩み、温度

過熱変色、接触抵抗値

接点潤滑剤 グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)

経過年、動作回数

絶縁フレーム 磁器 絶縁 環境 汚損・破損 非修理 2 汚損、亀裂、破損

ブッシング・碍子 フェノール樹脂 吸湿・絶縁低下 トラッキング・炭化・放電痕跡

絶縁操作棒・ロッド エポキシ樹脂 経過年、動作回数

ポリエステル樹脂 機械的動作 開閉動作 亀裂・破損 絶縁抵抗値、部分放電

締付け部の緩み 異音、異臭

投入・遮断バネ 鉄合金 開閉動作 変形・破損 非修理 3 開閉回数

環境 腐食 汚損、腐食

緩衝装置・ストッパー 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 磨耗・変形 磨耗、変形、損傷

樹脂・合成ゴム 締付け部の緩み

熱 熱分解 潤滑状態

締付け部 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 緩み 開閉表示状態

リンク・ピン・軸受け 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 摩耗・変形 開閉操作力

ラッチ係合部 ベアリング 最低動作電圧

開閉表示部 環境 腐食 無負荷開閉時間

潤滑剤 潤滑油・グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1.3 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)

経過年、動作回数

操作バネ蓄勢用電動機 カーボン・銅 電気的操作制御 動作 消耗・目詰まり 非修理 2 異音、異臭

閉路・引外しコイル 絶縁被覆付電線 通電熱 過熱・焼損 汚損、破損

操作・制御コイル 絶縁抵抗値

環境 腐食・短絡・断線 導通、抵抗値

樹脂・綿テープ 環境 吸湿・絶縁低下

ワニス・ゴム

操作・制御接触器 樹脂 環境 汚損・吸湿・絶縁低下 非修理 2 汚損、破損、絶縁抵抗値

補助継電器 鉄・銅合金 環境 腐食 3 動作状況

リミットスイッチ 樹脂等の動作部品 破損・動作不良 汚損、腐食

補助開閉器 銅・銅合金・銀 環境 腐食・接触不良 消耗、荒れ

端子台 耐弧接点 開閉振動 締付け部の緩み 接触不良

制御回路プラグ 電流開閉 接点の荒れ・消耗

配線・配線接続部 銅 環境 腐食 非修理 2 絶縁、損傷、柔軟性

開閉振動 締付け部の緩み 絶縁抵抗値

疲労・断線 締付け部の緩み

ビニル被覆 熱 熱分解

保護ヒューズ 鉛 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、経過年、やせ

通電熱 断線 3 動作回数
劣化進行速度　1:比較的早く進行　2:緩慢と進行　3:電流・動作回数に依存

制
御
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

開
閉
部

機
構
部

汚損の進行

汚損、腐食の進行

汚損の進展

絶縁性能低下

磨耗の進行

締付け部の緩み

破損

地絡・短絡

炭酸物の生成

接触抵抗増大

腐食の促進

油分の蒸発

亀裂の進展

オーバーストローク

動作ショック増大
整定値・位置の狂い

係合部の磨耗

腐食の進行

グリースの変質・乾燥・固化

刷子部の消耗

腐食の進行

吸湿の進行

汚損、吸湿の進行

締付け部の緩み

破損・断線

接点損耗の進行

腐食の進行

腐食の進行

締付け部の緩み

疲労の進行

ビニルの変質硬化

腐食の進行

組織の変質

めっき皮膜の消耗
過熱(変色) 溶損 放電通電

接触面へのかみ込み

接触面の溶着

塵埃・異物

グリースの乾燥・固化(変質・異物化)

断路接触部の開離不能

支持機能不全

絶縁抵抗低下 トラッキングの発生 部分放電の発生 沿面閃絡

吸湿の進行

絶縁寸法の減少

開閉動作不能

動作部破損

動作ストローク不足

不揃い増大

開閉動作不具合

負荷抵抗増大 動作渋滞

アーク短絡 電動機回転不能 操作バネ蓄勢不能

内部短絡(レアーショート) 断線

操作力の低下 長時間通電 過熱 焼損

絶縁性能の低下 操作・制御回路地絡

絶縁性能の低下

動作部の引っかかり

動作不良

機器の異常動作

腐食の進行

接触不良 操作制御動作不能

断線

亀裂の発生 絶縁性能の低下

やせの進行

断線 操作回路開放

操作制御回路の混触

部分放電の発生 沿面閃絡

亀裂の進展
耐電圧性能低下

腐食・損傷

接点消耗 接触圧力低下 大電流通電能力低下 溶点接着発弧放電

三相不揃いの発生 不揃い投入・不揃い遮断 負荷機器に悪影響

接触面の損傷

締付け部の緩み

操作力低下

操作力喪失

遮断不能

動作速度低下

係合部のすべり

真空度低下 遮断性能低下 遮断不能

接点内部のガス放出

分解の進行
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表2.1.5　配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

気中通電接触部 銅・黄銅 通電 開閉動作 磨耗 非修理 2 汚損・腐食・荒れ・損傷
導体接続部 アルミ合金 締付け部の緩み
外部端子部 メッキ皮膜 振動 締付け部の緩み 過熱変色、接触抵抗値
主回路断路部 環境 汚損・腐食・過熱 温度、異音、異臭
接点潤滑剤 グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)
経過年、動作回数

碍子金具 鉄・銅合金 支持固定 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食、亀裂
アルミニウム合金 熱 亀裂・破損
セメント
緩衝材 環境 亀裂・破損

ブッシング 磁器 絶縁 環境 汚損・破損 非修理 2 汚損、亀裂、破損
碍管・碍子 エポキシ樹脂 環境 吸湿・絶縁低下 トラッキング、炭化
絶縁操作棒等の油中部 ポリエステル樹脂 放電痕跡、経過年

フェノール樹脂 開閉動作 亀裂・破損 動作回数、絶縁抵抗値
強化木 汚損絶縁油 汚損・絶縁低下 部分放電、異音、異臭

タンク固定ボルト 鉄 環境 腐食・強度低下 修理 2 腐食、損傷
過電流 変形・破損 締付け部の緩み

油タンク 鉄 環境 腐食・破損・漏油 非修理 2 腐食、損傷
塗膜の劣化状況
漏油

絶縁媒体 絶縁油 環境 吸湿・酸化 修理 1 経過年
色調、水分量
全酸価値

熱 熱分解・蒸発 絶縁破壊電圧値

電流開閉 炭化物の生成
消弧板 ファイバー・プレスボード 電流開閉 電流開閉 汚損 非修理 3 事故遮断の有無

メラミン樹脂 アーク熱 消耗 消耗量、汚損、損傷
アーク接触子 銅・鋼合金・耐弧合金 電流開閉 消耗 非修理 3 事故遮断の有無

消耗量

油中通電接触部 銅・黄銅 通電 開閉動作 摩耗 非修理 2 汚損、腐食、荒れ、損傷
導体接続部 アルミ合金 振動 締付け部の緩み 締付け部の緩み、過熱変色

メッキ皮膜 環境 汚損・腐食・過熱 接触抵抗値、温度
異音、異臭

投入・遮断バネ 鉄合金 機械的動作 開閉動作 変形・破損 非修理 3 開閉回数
環境 腐食 汚損、腐食

緩衝装置・ストッパー 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 変形・破損 磨耗、変形、損傷
樹脂・合成ゴム 熱 熱分解 締付け部の緩み

絶縁操作棒 強化木・エポキシ樹脂 開閉振動 締付け部の緩み 潤滑状態
締付け部 鉄鋼・非鉄金属 開閉表示状態
リンク・ピン・軸受け 鉄鋼・非鉄金属・樹脂 開閉動作 磨耗・変形 開閉操作力
ラッチ係合部 ベアリング 最低動作電圧
開閉表示部 環境 腐食 無負荷開閉時間
潤滑剤 グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1.3 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)
経過年、動作回数

電磁弁・操作シリンダ ステンレス 空気制御 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食
ピストン等の本体 銅合金 無負荷開閉時間

アルミニウム合金 開閉動作 磨耗・損傷 3 動作回数
磨耗、損傷
動作状況

気密ガスケット ゴム入りコルク 気密 熱 弾性低下・変形 非修理 2 経過年、漏気、変形、損傷

合成ゴム・ナイロン コンプレッサの動作時間間隔

摺動パッキン フッ素樹脂 修理 1 動作回数
空気配管と接続部 銅・銅合金 空気圧制御 環境・振動 腐食・緩み 非修理 2 腐食、損傷、緩み
圧力開閉器・圧力計 銅合金 環境 腐食・金属疲労 非修理 1 経過年、腐食、損傷

ステンレスベロー 圧力計の指示値、動作状況

耐弧接点 電流開閉 消耗・接触不良 3 汚損、腐食、消耗
操作バネ蓄勢用電動機 カーボン・銅 電気的操作制御 動作 消耗・目詰まり 非修理 2 異音、異臭
閉路・引外しコイル 絶縁被覆付き電線 通電熱 過熱・焼損 汚損、破損
操作・制御コイル 絶縁抵抗値

環境 腐食・短絡・断線 導通、抵抗値
樹脂・綿テープ・ワニス・ゴム 環境 吸湿・絶縁低下

操作・制御接触器 樹脂 環境 汚損・吸湿・絶縁低下 非修理 2 汚損、破損、絶縁抵抗値
補助継電器 鉄・銅合金 環境 腐食 3 動作状況
リミットスイッチ 樹脂等の動作部品 破損・動作不能 汚損、腐食
補助開閉器 銅・銅合金・銀 環境 腐食・接触不良 消耗、荒れ
端子台 耐弧接点 開閉振動 締付け部の緩み 接触不良
制御回路プラグ 電流開閉 接点の荒れ・消耗
配線・配線接続部 銅 環境 腐食

開閉振動 締付け部の緩み 非修理 2 腐食、損傷、柔軟性
疲労・断線 絶縁抵抗値

ビニル被覆 熱 熱分解 締付け部の緩み
保護ヒューズ 鉛 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、経過年、やせ

通電熱 断線 3 動作回数
劣化進行速度 1:比較的早く進行 2:緩慢と進行 3:電流・動作回数に依存

制
御
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

開
閉
部

機
構
部

空
気
系
統
部

めっき皮膜の消耗

腐食の進行

汚損の進展

汚損、腐食の進行
締付け部の緩み

破損

地絡・短絡

炭酸物の生成

接触抵抗増大

腐食の促進

分解の進行 油分の蒸発

腐食生成物の発生
熱伸縮 セメントと碍子金具間に隙間発生 腐食生成物と水分の浸入 隙間拡大

亀裂の進展

腐食の進行

蒸発の進行
水分の溶解

化学反応と分解の進行

磨耗の進行

操作力喪失

腐食の進行

摩耗・損傷の進行

変質の進行

腐食穿孔
腐食と疲労の進行

接触不良
刷子部の消耗

腐食の進行
吸湿の進行
汚損、吸湿の進行

締付け部の緩み

破損・断線

接点損耗の進行
腐食の進行

腐食の進行

締付け部の緩み
疲労の進行
ビニルの変質硬化
腐食の進行
組織の変質

過熱(変色) 溶損 放電通電

接触面へのかみ込み
接触面の溶着

塵埃・異物
グリースの乾燥・固化(変質・異物化)

断路接触部の開離不能

セメントの変質 亀裂の発生 亀裂の増加・拡大 支持機能不全
絶縁抵抗低下 トラッキングの発生 部分放電の発生 気中沿面閃絡

吸湿の進行

炭化物の付着

遮断不能

強度低下

油量減少

全酸価値の増加 スラッジの生成

接触抵抗増大 過熱(変色)

負荷抵抗増加 動作渋滞 弁体・ピストンの緩慢動作
弁体動作量の減少 送気量の減少 操作シリンダ

内部圧力低下操作部の固着

復帰動作不能 空気漏れ状態の継続

永久変形 空気漏れ 空気圧力低下 開閉動作ロック

不完全投入

動作設定値の狂い 空気圧力の狂い

コンプレッサの起動不能
アーク短絡 電動機回転不能 操作バネ蓄勢不能

内部短絡(レアーショート) 断線
操作力の低下 長時間通電 過熱 焼損

絶縁性能の低下 操作・制御回路地絡
絶縁性能の低下

動作部の引っかかり
動作不良

機器の異常動作

腐食の進行

接触不良 操作制御動作不能

断線
亀裂の発生 絶縁性能低下

やせの進行
断線 操作回路開放

操作制御回路の混触

絶縁寸法の減少

油中沿面閃絡 遮断器爆発・火災
ボルトの破断 遮断不能

大電流の遮断
厚みの減少 強度低下 タンクの破損 噴油

腐食の進行 穴明きの発生 油漏れ

耐電圧性能の低下
放熱効率低下

熱分解の促進
アーク熱による分解 炭酸物の生成

消弧室内部に付着・堆積
アークによる消耗 ガス噴出口拡大 ガス噴出圧力の低下 遮断能力の低下

接触面へのかみ込み
接触面の腐食

溶損 油中放電
締付け部の緩み 動作時間の増大

接触面の溶着
閉路動作速度の低下

閉路動作不能
操作力低下
オーバーストローク 動作部破損
動作ショック増大
暫定値・位置の狂い
締付け部の緩み
係合部の磨耗

腐食の進行
係合部のすべり

負荷抵抗増加 動作渋滞

開閉動作不具合

動作ストローク不足

不揃い増大

開放動作速度低下

グリースの変質・乾燥・固化

締付け部の緩み
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表2.1.6　磁気遮断器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

消弧室 鉄・銅板 電流開閉 環境 吸湿・絶縁低下 非修理 3 異音、異臭
ジルコン等の磁器・石綿 亀裂、損傷
フェノール樹脂 アーク熱 汚損 事故遮断の有無
ファイバー 亀裂・破損 絶縁抵抗値

空気吹付け機構 アルミニウム合金・ゴム・皮 熱 弾性低下・変形 非修理 3 事故遮断の有無
塩化ビニール・フェノール樹脂 開閉動作 変形・破損 消耗量

アーク接触子 銅・銅合金・耐弧合金 電流開閉 消耗・溶着

気中通電接触部 銅・黄銅 通電 開閉動作 磨耗 非修理 2 異音、異臭
導体接続部 アルミ合金 汚損、腐食
外部端子部 メッキ皮膜 環境 汚損・腐食・過熱 磨耗、損傷
主回路断路部 振動 緩み 締付け部の緩み、温度

過熱変色、接触抵抗値

接点潤滑剤 グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)
経過年、動作回数

碍子金具と 鉄・銅合金 支持固定 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食、亀裂
碍子・ブッシング アルミニウム合金 熱 亀裂・破損

セメント
緩衝剤 環境 亀裂・破損
磁器 絶縁 環境 汚損・破損 非修理 2 汚損、亀裂、破損
エポキシ樹脂 吸湿・絶縁低下 トラッキング・炭化・放電痕跡

絶縁操作棒・ロッド 強化木 経過年、動作回数
フェノール樹脂 開閉動作 亀裂・破損 絶縁抵抗値、部分放電

エポキシ樹脂 締付け部の緩み 異音、異臭
投入・遮断バネ 鉄合金 機械的動作 開閉動作 変形・破損 非修理 3 開閉回数

環境 腐食 汚損、腐食
緩衝装置・ストッパー 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 磨耗・変形 磨耗、変形、損傷

樹脂・合成ゴム 締付け部の緩み
ストッパー 樹脂・合成ゴム 熱 熱分解 潤滑状態

開閉表示状態
締付け部 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 緩み 開閉操作力
リンク・ピン・軸受け 鉄鋼・非鉄金属 開閉動作 摩耗・変形 最低動作電圧
ラッチ係合部 ベアリング 無負荷開閉時間
開閉表示部 環境 腐食
潤滑剤 潤滑油・グリース 熱 熱分解・乾燥・固化 修理 1.3 変色、乾燥・固化の程度

付着量(潤滑状態)
経過年、動作回数

操作バネ蓄勢用電動機 カーボン・銅 電気的操作制御 動作 消耗・目詰まり 非修理 2 異音、異臭
閉路・引外しコイル 絶縁被覆付電線 通電熱 過熱・焼損 汚損、破損
操作・制御コイル 絶縁抵抗値

環境 腐食・短絡・断線 導通、抵抗値
樹脂・綿テープ 環境 吸湿・絶縁低下
ワニス・ゴム

操作・制御接触器 樹脂 環境 汚損・吸湿・絶縁低下 非修理 2 汚損、破損、絶縁抵抗値

補助継電器 鉄・銅合金 環境 腐食 3 動作状況
リミットスイッチ 樹脂等の動作部品 破損・動作不能 汚損、腐食
補助開閉器 銅・銅合金・銀 環境 腐食・接触不良 消耗、荒れ
端子台 耐弧接点 開閉振動 締付け部の緩み 接触不良
制御回路プラグ 電流開閉 接点の荒れ・消耗
配線・配線接続部 銅 環境 腐食 非修理 2 絶縁、損傷、柔軟性

開閉振動 締付け部の緩み 絶縁抵抗値
疲労・断線 締付け部の緩み

ビニル被覆 熱 熱分解
保護ヒューズ 鉛 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、経過年、やせ

通電熱 断線 3 動作回数
劣化進行速度 1:比較的早く進行 2:緩慢と進行 3:電流・動作回数に依存

制
御
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

開
閉
部

機
構
部

吸湿の進行

汚損、腐食の進行

腐食の進行

汚損の進展

絶縁抵抗低下

磨耗の進行

締付け部の緩み

破損

地絡・短絡

炭酸物の生成

接触抵抗増大

接触面の腐食

分解の進行 油分の蒸発

腐食生成物の発生
熱伸縮 セメントと碍子金具間に隙間発生 腐食生成物と水分の浸入 隙間拡大

亀裂の進展

オーバーストローク

動作ショック増大

整定値・位置の狂い
係合部の磨耗

腐食の進行

グリースの変質・乾燥・固化

刷子部の消耗

腐食の進行

吸湿の進行

汚損、吸湿の進行

締付け部の緩み

破損・断線

接点損耗の進行
腐食の進行

腐食の進行

締付け部の緩み
疲労の進行
ビニルの変質硬化
腐食の進行
組織の変質

めっき皮膜の消耗

ガス滞留時間の増大

過熱(変色) 溶損 放電通電

接触面へのかみ込み
接触面の溶着

塵埃・異物
グリースの乾燥・固化(変質・異物化)

接触部の開離不能

セメントの変質 亀裂の発生 亀裂の増加・拡大 支持機能不全
絶縁抵抗低下 トラッキングの発生 部分放電の発生 気中沿面閃絡

吸湿の進行
絶縁寸法の減少

開閉動作不能

動作部破損

動作ストローク不足
不揃い増大

開閉動作不具合

負荷抵抗増大 動作渋滞

アーク短絡 電動機回転不能 操作バネ蓄勢不能

内部短絡(レアーショート) 断線
操作力の低下 長時間通電 過熱 焼損

絶縁性能の低下 操作・制御回路地絡

絶縁性能の低下
動作部の引っかかり

動作不良
機器の異常動作

腐食の進行

接触不良 操作制御動作不能

断線
亀裂の発生 絶縁性能の低下

やせの進行
断線 操作回路開放

操作制御回路の混触

部分放電の発生 閃絡・放電

ガス発生量の増加
アークによる汚損物の生成 消弧室内部に付着・堆積 ガス排出口閉塞

亀裂・破損の発生 アークの伸長不足 遮断能力の低下

ゴム・皮の変質進行 弾力性の低下 空気吹出し能力の低下

変形・破損の発生

接点消耗 接触圧力低下 大電流流入時に開離発弧放電 溶点接着

遮断不能

三相不揃いの発生 不揃い投入・不揃い遮断 負荷機器に悪影響
接触面への付着とかみ込み
接触面の損傷

締付け部の緩み

操作力低下
操作力喪失

遮断不能

動作速度低下
係合部のすべり
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表2.1.7　避雷器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

シールドリング 鉄・アルミニウム 電界調整 環境 腐食・破損 修理 2 腐食、変形、破損

並列抵抗 炭化珪素 分圧 課電 抵抗値の変化 非修理 2 漏れ電流値

分路抵抗 タングステン

特性要素 炭化珪素 電流抑制 放電電流 吸湿・特性低下 非修理 2.3 動作回数

電流遮断 動作回数

環境

放電電極 銅・黄銅 電流遮断 放電熱 電極の荒れ 非修理 2.3 動作回数

耐弧合金 消耗

消弧室 磁器 電流遮断 放電熱 汚損・絶縁低下 非修理 2.3 動作回数

マイカ

環境 吸湿・絶縁低下

絶縁支持物 フェノール樹脂 絶縁 環境 吸湿・絶縁低下 非修理 1 絶縁抵抗値、漏れ電流値

ポリエステル樹脂

碍管 磁器 絶縁・収納 環境 汚損・絶縁低下 非修理 2 経過年

破損 汚損、亀裂、破損

放電音、異音、異臭

碍管フランジ・蓋 セメント 支持固定 環境 変質・亀裂 絶縁抵抗値

緩衝材

熱 隙間の発生・亀裂

鉄・アルミ合金

環境 腐食

油密・気密ガスケット ゴム入りコルク 油密・気密 熱 弾性低下・変形 非修理 1 経過年

ニトリルゴム 機械応力

放圧板 銅・アルミ合金 放圧 環境 腐食 非修理 1 破損、脱落、開口

熱 亀裂・破損

端子と締付け部 銅・銅合金 通電 環境 汚損・腐食 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

メッキ皮膜 過熱 過熱変色、温度

締付け部の緩み 締付け部の緩み

過電流 溶損 異音、異臭

劣化進行速度　1:比較的早く進行　2:緩慢と進行　3:電流・動作回数に依存

外
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

外
部

内
部

気
密
部

碍管外面の汚損進展

腐食の進行

亀裂

不要動作

熱伸縮

碍管内面に水分付着

V-1特性の低下

放電電圧の変化(保護特性の変化)

金属疲労

気密漏れの発生

続流遮断不能

変質の進行

電極の荒れ・消耗の進行

水分の内部侵入

腐食生成物と水分の浸入

腐食の進行 位置づれ・脱落

累積放電エネルギーの増加

セメントの変質

シール面の腐食進行

熱伸縮

隙間拡大

部分放電の発生

セメントと金具間に隙間発生

沿面閃絡

亀裂の発生

電位分布の乱れ

課電の継続 抵抗値の変化 電圧分担のばらつき

絶縁抵抗低下汚損物の付着アークによる汚損物の生成

吸湿の進行

吸湿の進行

吸湿の進行 絶縁抵抗の低下 漏れ電流の増加

地絡短絡絶縁抵抗低下

亀裂の増加・拡大 支持強度低下

腐食生成物の発生

弾性低下 永久変形

腐食

汚損、腐食の進行 接触抵抗の増加 通電部の過熱 溶損

溶着

接続導体の脱落

締付け部の緩み

大電流の通過

内部閃絡

2
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表2.1.8　モールド変成器の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

鉄心と締付け部 ワニス・塗料 防食 環境 分解 非修理 2 締付け部の緩み

珪素鋼板・鉄材 磁気回路形成 振動 締付け部の緩み 異常振動音、温度

腐食、塗膜の劣化状況

環境 腐食 剥離

磁気回路短絡 局部過熱

巻線 胴帯・銅線 通電 過電流 変形・断線 非修理 1 導通、温度

絶縁被覆付き銅線

導体絶縁部 合成ゴム 絶縁 熱 熱分解 非修理 2 変色、変質、変形

巻線絶縁部 ポリエステル樹脂 亀裂 亀裂、剥離、破損

鉄心絶縁部 エポキシ樹脂 破損 トラッキング・炭化

クラフト紙 放電痕跡

ワニスクロス 放電音、部分放電

クレープ紙 汚損、絶縁抵抗値

異臭

環境 汚損・吸湿

絶縁低下

過電圧 絶縁破壊

端子と締付け部 銅・銅合板 通電 環境 汚損、腐食 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

メッキ皮膜 過熱 過熱変色、温度

締付け部の緩み 締付け部の緩み

異音、異臭
劣化進行速度　1:比較的早く進行　2:緩慢と進行　3:電流・動作回数に依存

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

塗膜の劣化

熱分解の進行

鉄心の局部過熱

繰返し熱伸縮

汚損と吸湿の進行

地絡・短絡

機械的強度の低下

吸湿性増大

電位集中 ボイド放電の
発生と進展

絶縁抵抗
の低下

内部絶縁破壊

過熱(変色)

接触面の溶着

炭化物の生成

沿面閃絡

電磁力の作用

磁気回路短絡

締付け部の緩み

巻線の変形・移動大電流の侵入

腐食の進行

温度上昇

磁気回路絶縁部の破損

巻線間短絡

剥離の発生

一次・二次導体間の混触

熱分解の促進

導体の過熱

断線

電気的特性の変化

締付け部の緩み

鉄心の異常振動

熱膨張

亀裂の発生

トラッキング
の発生

部分放電
の発生

異常電圧の侵入

汚損・腐食の進行 接触抵抗の増加 放電通電

2
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表2.1.9　コンデンサの主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

接続導体 銅撚り線 通電 高調波 過熱 非修理 2 運転温度

運転電流値

異音・異常振動

絶縁支持物 絶縁紙 絶縁 熱 熱分解 絶縁抵抗値

プレスボード 静電容量

誘電体 クラフト紙

過電圧 局部破壊

絶縁油 熱 熱分解

環境 水分の浸入

外箱 鋼板・ステンレス鋼板 圧力調整 機械応力 腐食・破損 非修理 2 外箱の膨張、変形

油量調整装置 黄銅、銀蝋 亀裂、破損

(金属ベロー) 腐食、腐食層剥離

漏油

塗膜の劣化状況、剥離

油密 環境 腐食・破損

塗料 防食 分解

ガスケット ニトリルゴム 油密 熱 弾性低下・変形 非修理 2 経過年

機械応力

碍管フランジ 鉄・銅合金 支持固定 環境 腐食 非修理 2 経過年、腐食、

碍子金具 アルミニウム合金 熱 隙間の発生 亀裂、漏油

セメント 亀裂

緩衝材 環境 変質・亀裂

碍管 磁器 絶縁 環境 汚損 非修理 2 汚損、亀裂、破損、漏油

破損 放電音、異音、異臭

端子と締付け部 銅・銅合金 通電 環境 汚損・腐食 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

メッキ皮膜 過熱 過熱変色、温度

締付け部の緩み 締付け部の緩み

異音、異臭

劣化進行速度　1:比較的早く進行　2:緩慢と進行　3:電流・動作回数に依存

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

外
部

内
部

弾性低下

漏油

変質の進行

漏油

亀裂の発生

地絡・短絡

繰返し伸縮

セメントの変質

腐食生成物と水分の浸入

熱分解の進行

誘電体損失増大

絶縁油の膨張

表面汚損

熱伸縮 隙間拡大セメントと碍子金具間に隙間発生

永久変形

高調波の流入

熱分解促進

発生熱増加

破損

外箱の膨張・変形

シール面の腐食進行

温度上昇

腐食の進行

塗膜の劣化

ベローの膨張

油面低下

腐食層の剥離・穿孔

亀裂の増加・拡大 支持機能不全

腐食生成物の発生

沿面閃絡絶縁性能低下

汚損、腐食の進行 接触抵抗の増加 過熱(変色)

接触面の溶着

放電通電

締付け部の緩み

内部閃絡

局部過熱

絶縁能力の低下

過電圧の侵入 局部破壊 部分放電

熱分解促進

熱分解の進行 耐電圧性能低下 分解ガスの発生

油中溶存ガス濃度の増大

油中水分量増加

水分の溶解

噴油・爆発

亀裂の発生

外気の侵入

腐食の進行

部分放電の発生

2
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表2.1.10　配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態
現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

基礎部材 鋼板 機器収納・固定 環境 腐食・破損 非修理 2 腐食、腐食層剥離、穿孔

メッキ皮膜 防塵・防水・保護 変形、破損
塗料 結露、雨漏り

外箱・扉・隔壁 非修理 2 塗膜の劣化状況、剥離

扉ハンドル 非鉄金属
ケーブル貫通部 フェノール・塩化ビニール等の樹脂 熱 弾性低下・変質 非修理 2 変形、破損

ゴム、コンパウンド 環境 変形・破損
扉パッキン 合成ゴム・樹脂 修理 1 変質、破損

導体とその接続部 銅・アルミニウム 通電 環境 過熱 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

接触部・断路部 メッキ皮膜 腐食 過熱変色、温度、接触抵抗値

締付け部の緩み 締付け部の緩み
異音、異臭

絶縁支持物とカバー類 フェノール樹脂 絶縁 環境 汚損、吸湿、絶縁低下 非修理 2 配電盤内温度
塩化ビニール樹脂 変色、変質、変形
エポキシ樹脂 亀裂、剥離、破損
ポリアミド樹脂 トラッキング・炭化
ポリエステル樹脂 放電痕跡
合成ゴム 熱 熱分解 異音、異臭

汚損、絶縁抵抗値
碍子・碍管 磁器・エポキシ樹脂 放電音、部分放電

機械的外力 破損

冷却装置 フィルター 徐塵 環境 目詰まり 修理 1 目詰まり、運転時間、

冷却ファン 冷却 運転時間 磨耗 修理 1 運転音
保護継電器 樹脂絶縁物 電気的操作制御 熱 熱分解 非修理 2 亀裂、柔軟性
操作・制御開閉器 ビニル被覆 汚損、変色、損傷
補助継電器・接触器 絶縁抵抗値
リミットスイッチ 環境 汚損・吸湿・絶縁低下

端子台 鉄・銅合金等の動作部品 腐食 3 汚損、消耗、荒れ、腐食

配線 破損・動作不能 過熱変色、温度、接触不良

配線接続部(端子) 経過年 誤差増大・特性不良 動作状況、動作特性不良

銅・銅合金・ 電流開閉 接点の荒れ・消耗
銀・耐弧接点 接触不良
銅・銅合金 振動 断線 2 汚損、腐食、断線

締付け部の緩み 破損、脱落
締付け部の緩み、

環境 腐食 1.3 接触不良
接触不良・混触

保護ヒューズ 鉛 保護 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、やせ
通電熱 断線 3 経過年

表示灯 表示 通電熱 断芯・破損 修理 1 経過年
表示器・警報器 非修理 2 汚損、腐食、破損
指示・記録計器 指示・記録 経過年 誤差増大 非修理 2 動作状況、表示・記録値

通電熱 破損
変換器 信号伝送 環境 腐食・破損 非修理 2
電圧検出装置 検出 環境 腐食・破損 非修理 2

劣化進行速度 1:比較的早く進行 2:緩慢と進行 3:電流・動作回数に依存

表
示
・
記
録
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

筐
体
部

主
回
路
部

補
機

制
御
部

腐食の進行

腐食の進行

熱分解の進行

機械的強度低下

塗膜の劣化

防塵・防水・保護能力低下

破損

運転停止固着

地絡・短絡

接触抵抗増加

熱分解の促進

温度上昇

吸湿性増大
汚損と吸湿の進行

締付け部の緩み

腐食の進行

塵埃のかみ込み

腐食層の剥離・穿孔

盤内への汚損物・水分の侵入

過熱(変色) 溶損 気中放電

電気系統焼損

沿面閃絡

回転軸の磨耗

絶縁性能低下

支持機能不全

熱分解の進行 亀裂の発生

操作・制御機器の異常動作

絶縁抵抗低下 トラッキング発生 部分放電

操作制御回路の混触

保護継電器不要動作断線組織の変質・やせ

雨漏り 据付け機能不全

虫・小動物等の侵入

水分の付着
汚損物付着

造巣 感電

グリースの変質・異物化
締付け部の緩み

接触不安定

汚損の進行
吸湿の進行

吸湿性の増大 炭化物の生成

機械的強度の低下
熱分解の促進

送風量の減少

ビニル硬化 亀裂発生

操作・制御回路の地絡
腐食の進行 動作部の引っかかり
破損・断線

動作不良 動作特性の狂い
接点消耗の進行 溶着 操作制御動作不能
腐食の進行 接触不良
疲労の進行 断線

接触不良腐食の進行
腐食生成物の成長

遮断器開放 全停
表示・警報不能

指示・記録不良
指示・記録不能
信号伝送不能
検出不良・不能

2
－

1
2
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表 2.1.11 機器別診断項目と測定器(例) 

断路器 ○ ○  ○  ○ ○    

油遮断器 ○   ○ ○    ○  

真空遮断器 ○   ○    ○ ○  

磁気遮断器 ○   ○     ○  

高圧電磁接触器 ○   ○     ○  

油入変圧器  ○ ○ ○ ○ ○ ○    

モールド変圧器  ○  ○  ○ ○    

配電盤 ○ ○  ○  ○ ○    

保護継電器    ○      ○ 

変成器  ○  ○       

高圧気中開閉器 ○   ○     ○  

ｺﾝﾃﾞﾝｻ・ﾘｱｸﾄﾙ    ○       

電

気

機

器 

避雷器    ○       

 接
触
抵
抗
測
定
器 

赤
外
線
カ
メ
ラ 

油
中
ガ
ス
分
析
器 

絶
縁
抵
抗
計 

耐
電
圧
試
験
器 

コ
ロ
ナ
測
定
器 

ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ン 

真
空
チ
ェ
ッ
カ
ー 

開
閉
特
性
測
定
器 

リ
レ
ー
試
験
器 

主回路抵抗測定 ○          

局部過熱測定  ○         

油中ガス分析   ○        

絶縁抵抗測定    ○       

絶縁油特性試験     ○      

部分放電測定      ○ ○    

真空度測定        ○   

開閉特性測定         ○  

継電器特性試験          ○ 

    注）○印は該当項目を示す。

診 断 項 目 

測 定 器 
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３．診断機器数 

受変電設備における診断対象機器数は、基本的に全数とするが、同一機器が多数設

置されている場合が多いことから、５台を超える場合には、５台のサンプリングを可と

する。またサンプリングする場合の基準は、日常の保全記録等から劣化の進んでいると

思われる機器より選定する。 

交流遮断器を例にすると、調査にあたっては下記を考慮して選定する。 

(１) サンプル台数 

 高圧受変電機器においては、５台を選んで評価。 

(２) サンプル選択の基本事項 

 ア．経過年数の長い遮断器を選ぶ 

  イ．開閉回数の多い遮断器を選ぶ 

 ウ．常時使用している遮断器を選ぶ 

 エ．定格の異なる遮断器を選ぶ 

 

４．小容量機器の扱い 

下記の小容量変圧器及びコンデンサは、劣化診断対象外としてもよい。 

ア．５０ｋＶＡ未満の変圧器。 

イ．１５ｋｖａｒ未満のコンデンサ。 
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2.2 劣化診断の手法 

2.2.1 分類と重み付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説 

劣化診断は、過去の「定期保全データ」と現在の「目視・試験等」により、行うこと

になる。 

過去の「定期保全データ」は、使用期間把握の為に「経過年数」、置かれた環境の経

歴把握の為に「環境条件」、故障、修理等の経歴把握の為に「保全記録」、万一の故障に

備えた「生産中止製品対応」に分類される。 

現在の「目視・試験等」は、異音・異臭等の「稼働状況」、腐食・損傷・動作不良等

の「劣化現象」、絶縁抵抗測定等の「性能試験」に分類される。 

重み付けは、過去の定期保全データを基本とし、現在の稼働状況、劣化現象、性能試

験に重点を置く配分となっている。 

その中でも、劣化現象は、劣化傾向を示す大きな指標であることから、重み付けが高

くなっている。 

機器毎の劣化度合いは、「2.2.2 評価項目」、「2.2.3 機器毎の評価」に示すように、こ

の分類と重み付けを考慮し表現することにした。 

劣化診断は対象機器毎に行い、分類と重み付けは次による。 

劣化診断 

（100%） 

定期保全データによる

診断（30％） 

目視及び試験等による

診断(70%) 

経過年数         (10%) 

環境条件         ( 5%) 

保全記録         ( 5%) 

生産中止製品対応 (10%) 

稼動状況         (10%) 

劣化現象         (50%) 

性能試験         (10%) 
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2.2.2 評価項目 

 

 

 

解 説 

１．劣化診断評価表、劣化診断手引き書、劣化診断評価点基準 

（１）劣化診断評価表 

「2.2.1 分類と重み付け」の分類毎に評価項目を定め、評価項目毎の劣化度合い

を採点するために、劣化診断評価表を作成した。 

a．一次（又は簡易）診断 

一次診断は、機器単位に下記の評価表により行う。 

表 2.2.1 断路器劣化診断評価表 

  表 2.2.2 油入変圧器劣化診断評価表 

表 2.2.3 モールド変圧器劣化診断評価表 

表 2.2.4 真空遮断器劣化診断評価表 

表 2.2.5 油遮断器劣化診断評価表 

表 2.2.6 磁気遮断器劣化診断評価表 

表 2.2.7  保護継電器劣化診断評価表 

表 2.2.8 計器用変成器劣化診断評価表 

表 2.2.9 コンデンサ・直列リアクトル劣化診断評価表 

表 2.2.10 配電盤劣化診断評価表 

表 2.2.11 高圧電磁接触器劣化診断評価表 

表 2.2.12 高圧気中開閉器(ＰＡＳ)劣化診断評価表 

表 2.2.13 避雷器劣化診断評価表 

一次診断は機器別で行なうが、受変電設備は機器の集合体であるため、表 2.2.14「受

変電設備総括表（一次診断）」に診断結果をまとめ、設備全体の劣化状況を把握出来

るようにした。 

    簡易診断は、対象設備が低圧受変電の配線用遮断器を収納した配電盤のみであり、

表 2.2.17「配電盤劣化診断(簡易)評価表」により行う。 

 

b．二次診断 

二次診断は、劣化がかなり進行していることが予想され、設備としての余寿命を

判断することを考慮すると、配電盤を主体に行うのが適切であり、表 2.2.15「受変

電設備劣化診断（二次）評価表」により行い、診断結果を表 2.2.16「受変電設備総

括表（二次診断）」にまとめる。 

 

（２）劣化診断手引き書 

 劣化診断の実施方法及び評価レベルの診断実施者による乖離を少なくするため、以

下の手引き書により、診断を行うものとする。 

「2.2.1 分類と重み付け」の分類毎に評価項目を定め、評価項目毎の劣化度合いは

10 点法で採点する。 
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表 2.2.1-A 断路器劣化診断手引き書 

表 2.2.2-A 油入変圧器劣化診断手引き書 

表 2.2.3-A モールド変圧器劣化診断手引き書 

表 2.2.4-A 真空遮断器劣化診断手引き書 

表 2.2.5-A 油遮断器劣化診断手引き書 

表 2.2.6-A 磁気遮断器劣化診断手引き書 

表 2.2.7-A  保護継電器劣化診断手引き書 

表 2.2.8-A 計器用変成器劣化診断手引き書 

表 2.2.9-A コンデンサ・直列リアクトル劣化診断手引き書 

表 2.2.10-A 配電盤劣化診断手引き書 

表 2.2.11-A 高圧電磁接触器劣化診断手引き書 

表 2.2.12-A 高圧気中開閉器(ＰＡＳ)劣化診断手引き書 

表 2.2.13-A 避雷器劣化診断手引き書 

（３）劣化診断評価点基準 

評価点の付け方は、下記の評価点基準によるものとする。 

表 2.2.1-B 断路器劣化診断評価点基準 

表 2.2.2-B 油入変圧器劣化診断評価点基準 

表 2.2.3-B モールド変圧器劣化診断評価点基準 

表 2.2.4-B 真空遮断器劣化診断評価点基準 

表 2.2.5-B 油遮断器劣化診断評価点基準 

表 2.2.6-B 磁気遮断器劣化診断評価点基準 

表 2.2.7-B  保護継電器劣化診断評価点基準 

表 2.2.8-B 計器用変成器劣化診断評価点基準 

表 2.2.9-B コンデンサ・直列リアクトル劣化診断評価点基準 

表 2.2.10-B 配電盤劣化診断評価点基準 

表 2.2.11-B 高圧電磁接触器劣化診断評価点基準 

表 2.2.12-B 高圧気中開閉器(ＰＡＳ)劣化診断評価点基準 

表 2.2.13-B 避雷器劣化診断評価点基準 

 

２．評価配分点の考え方 

評価配分点は重大な現象を７点以上とし、以下の考え方で劣化の重要度に応じて 

１０点法で点数を設定した。 

（１）経過年数 

経過年数は、２５年以上を５点に設定した。 

（２）環境条件 

機器の寿命に影響をおよぼす環境条件を抽出し、それぞれ３点に設定した。 

（３）保全記録 

故障・事故及び過去の修理履歴などを抽出し、性能・絶縁等に関連した修理・交換

の記録を５点に設定した。 

（４）生産中止製品対応 
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機器の廃型やモデルチェンジによる生産中止製品は、交換部品の入手が困難となり、

定期保全上問題を生ずる恐れがあるため、５点に設定した。 

（５）稼動状況 

異音や異臭等の状況であり、定期保全で検知されないレベルであるため５点に設

定した。 

（６）劣化現象 

機器の劣化進行中に生じる現象を部位別に抽出し、劣化現象が重大な性能低下に結

びつくものは、７点に設定した。 

（７）性能試験 

測定値が基準値をはずれ性能低下に結びつくものは、９点に設定した。 

 

 



形　　　式

定      格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

10

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

① 15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

仕　　　様

5

塵埃の付着状況

故障・事故の履歴がある

K1＜15

5

評　価　結　果

10

経過年数　（K1）

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

製造者名

用　　途

表2.2.1 断路器劣化診断評価表（１／２）

設置場所

診断実施者

一次

設備名称

評　価　日

製造年月

製造番号

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

１．経過年数

評価
配分点

Ａ

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

３．保全記録

２．環境条件

４．生産中止
　製品対応

①

５．稼働状況

塩害レベル

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする 10

5
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2

② 2

③ 2

① 7

② 7

① 5

接触面の３０％未満 3

　　　　　　　　　　　　　　　接触面の３０％以上 5

③ 5

④ 過熱変色の状態 7

① 3

② 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 66

② 9

③ 7

（小計） 16

注記２：絶縁抵抗測定は、配電盤に含むものとし、評価配分点与えない。但し、配電盤の絶縁抵抗測定で、当該断路器

　　　　　が原因で基準値を満足しなかった場合は、評価配分点を与えるものとする。この時、評価配分点Ａの小計は

接触子の磨耗、損傷の状態

接触部の腐食皮膜の状態

　　　　　それを加えたものとするものとする。

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の状態

7

７．性能試験

評
価
ま
と
め

配電盤に含む
主回路部と対地間

腐食の状態

破損がある

絶縁物，碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

換算評価点合計

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

主回路抵抗測定

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

　
２MΩ以上

(5)

絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度80%以下)

10

（1000Ｖメガー使用）

　
100ＭΩ
以上

（１００点換算評価）

接触子の接触の状態

配線・配線接続部の腐食の状態

部分放電測定

50

（500Ｖメガー使用）

5

制御回路と対地間

①

表2.2.1　断路器劣化診断評価表（２／２）
設置場所

(9)

配電盤に含む

２）支持絶縁物

１）フレーム

評　価　結　果

塗装剥離、発錆の状態

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化等
の状態

操作機構部の腐食、発錆、損傷の状態

インターロック機構に不具合(不動作)がある

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

３）主回路

②

４）機構部

６
．
劣
化
現
象

５）制御部

④

7点の場合、
Ｄ欄は５０点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点
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形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

評　価　結　果

10

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

5

３．保全記録

４．生産中止
　製品対応

10

5

５．稼動状況

設備名称

製造者名

用　　途

製造年月

評　価　日

製造番号

表2.2.2　油入変圧器劣化診断評価表（１／２）
設置場所

一次

仕　　様

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

10

塩害レベル

塵埃の付着状況

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）
5

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

１．経過年数

２．環境条件

15≦K1＜20

経過年数　（K1）

K1＜15

25≦K1

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

①

①

20≦K1＜25

診断実施者

評価
配分点

Ａ
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2

② 2

③ 7

① 7

① 7

① 3

① 3

（小計） 31

35ＭΩ以上

9

油中ガス分析
異常レベル
である

9

要注意レベ
ルである

7

（小計） 18

注記２：絶縁抵抗測定は、配電盤に含むものとし、評価配分点与えない。但し、配電盤の絶縁抵抗測定で、当該油入TR

　　　　　が原因で基準値を満足しなかった場合は、評価配分点を与えるものとする。この時、評価配分点Ａの小計は

５）付属品
・補機類

（可燃性ガス総量及び、各ガス
量の増加傾向）

制御回路と対地間

絶縁油の絶縁破壊電圧測定

③

２MΩ以上

②

①

（500Ｖメガー使用）

７．性能試験

各巻線間と対地間

評　価　結　果

(9）

　　　　　それを加えたものとするものとする。

換算評価点合計 （１００点換算評価）

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

(5）

表2.2.2　油入変圧器劣化診断評価表（２／２）

設置場所

（1000Ｖメガー使用）

温度計などの破損、発錆、腐食の状態

絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度80%以下)

評
価
ま
と
め

9

配電盤に含む

配電盤に含む

10

評価
配分点

Ａ

50

配線・配線接続部の腐食の状態

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

６
．
劣
化
現
象 ４）制御部

１）外箱部
・放熱器

塗装剥離、発錆、腐食の状態

破損がある

油漏れの状態

２）外部端子部 過熱変色の状態

３）ブッシング
碍子部（セメンチング部含む）の亀裂､破損､変形の状態

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点
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形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

評　価　結　果

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25
10

10

塵埃の付着状況

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

5

5

評価
配分点

Ａ

２．環境条件

項　　　目 評　　価　　項　　目

１．経過年数

Ｎｏ．

①

塩害レベル

評　価　日 診断実施者

一次

用　　途

設備名称

表2.2.3　モールド変圧器劣化診断評価表（１／２）
設置場所

仕　　様
製造者名

製造年月

製造番号

故障・事故の履歴がある

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

5
４．生産中止製品対応

①

３．保全記録

５．稼動状況

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

10
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

① 3

① 7

② 7

③ 3

① 3

① 7

（小計） 37

② (9）

（小計） 0 10

注記２：絶縁抵抗測定は、配電盤に含むものとし、評価配分点与えない。但し、配電盤の絶縁抵抗測定で、当該モールドＴＲ

　　　　　が原因で基準値を満足しなかった場合は、評価配分点を与えるものとする。この時、評価配分点Ａの小計は

５）付属品・
補機類

　　　　　それを加えたものとするものとする。

部分放電測定

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

換算評価点合計

７．性能試験

絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度８０％以下)

配線･配線接続部の腐食の状態

無電圧タップ切換器の過熱による変色の状態

（１００点換算評価）

制御回路と対地間

（500Ｖメガー使用）

①

２０ＭΩ以上 

２MΩ以上

各巻線間と対地間

（1000Ｖメガー使用）

評
価
ま
と
め

絶縁物などの亀裂､破損､変形などの損傷の状態

用　　途 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

過熱変色の状態

２）鉄心部
鉄心の腐食、発錆の状態

評価
配分点

Ａ

設置場所

６
．
劣
化
現
象

50

４）制御部

３）支持絶縁物
絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

絶縁物の緩み､ずれの状態

１）主回路端子部

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点

(5）

(9）

配電盤に含む

配電盤に含む

配電盤に含む

評　価　結　果

表2.2.3　モールド変圧器劣化診断評価表（２／２）
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形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備　考

1

3

4

5

5

① 3

② 3

③ 3

9

① 故障・事故の履歴がある 2

② 過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況 5

1,000 回以上 3

3,000 回以上 5

5,000 回以上 7

14

5

① ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態 5

② 過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態 5

10（小計）

（小計）

（小計）

（小計）

5
代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする。又、保守部品の供給、保守技術員の対応
不可

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

評　価　結　果

項　　　目

15≦K1＜20

（小計）

5

10

用　　途

表2.2.４　真空遮断器劣化診断評価表（１／２）

設置場所

設備名称

製造年月

製造番号

診断実施者

一次

１．経過年数

Ｎｏ．

製造者名

経過年数
（K1）

K1＜15

評　価　日

①

５．稼動状況

４．生産中止
　製品対応

③

２．環境条件

①

評価
配分点

Ａ

評価点

10

塩害レベル

20≦K1＜25

25≦K1

評　　価　　項　　目

開閉回数が多い
３．保全記録

7
5

仕　　様

塵埃の付着状況

10
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備　考

① 2

② 2

① 過熱変色の状態 7

② 主回路断路部の摩耗、メッキの剥がれ、損傷の状態 5

① 主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態 7

① 接触部・断路部等の銀メッキの変色または損傷の状態 5

基準未満 5

基準以上 7

③ 真空バルブフランジの発錆の状態 5

① 操作機構部の腐食，発錆，損傷の状態 3

② 操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態 5

③ インターロック機構がスムーズに動作しない 3

① 配線接続部の腐食の状態 3

② 制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態 3

③ 5

④ 制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態 3

⑤ 7

⑥ 切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している 5

84

100MΩ以上 9

2MΩ以上 5

② 7

③ 9

最低動作試験 5

開閉時間測定 5

40

0

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

６）制御部

真空度チェック

開閉動作試験

絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

10

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

主回路抵抗測定

評
価
ま
と
め

（小計）

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

表2.2.4　真空遮断器劣化診断評価表（２／２）
設置場所

７．性能試験

（小計）

絶縁抵抗測定
　　　　(単体）

(相対湿度80%以下)

６
．
劣
化
現
象

④

①

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

換算評価点合計 （１００点換算評価）

真空バルブの接点の
消耗の状態

50

５）機構部

7

7

３）支持
　絶縁物

②

②

１）外箱部
塗装剥離、発錆、腐食の状態

破損がある

２）主回路
　端子部

４）開閉部

7点の場合、
D欄は50点

７点以上の場合、
Ｄ欄は30点

評　価　結　果
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形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

1

3

4

5

5

① 3

② 3

③ 3

9

① 故障・事故の履歴がある 2

② 過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況 5

1,000 回以上 3

3,000 回以上 5

5,000 回以上 7

14

5

① ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態 5

② 過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態 5

10

製造者名

（小計）

（小計）

（小計）

（小計）

（小計）

１．経過年数

経過年数
（K1）

K1＜15

表2.2.5　油遮断器劣化診断評価表（１／２）

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

仕　　様

評　価　結　果
評価

配分点
Ａ

10

5

15≦K1＜20

5

２．環境条件

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

7

①

20≦K1＜25

25≦K1

評価点

５．稼動状況

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改造
を必要とする。又は保守部品の供給、保守技術員の対応不
可

①

塵埃の付着状況

４．生産中止
　製品対応

３．保全記録
開閉回数が多い③

診断実施者

一次

設備名称

設置場所

用　　途

製造年月

評　価　日

製造番号

5

10

10
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 塗装剥離、発錆、腐食の状態 2

② 破損がある 2

① 過熱変色の状態 7

② 主回路断路部の摩耗、メッキの剥がれ、損傷の状態 5

① 主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態 7

② 絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態 7

① 接触部・断路部等の銀メッキの変色または損傷の状態 5

基準未満 5

基準以上 7

③ 消弧室、ノズルの磨耗・損傷の状態 5

① 操作機構部の腐食，発錆，損傷の状態 3

② 操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態 5

③ インターロック機構がスムーズに動作しない 3

① 配線接続部の腐食の状態 3

② 制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態 3

③ 5

④ 制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態 3

⑤ 7

⑥ 切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している 5

84

100MΩ以上 9

2MΩ以上 5

② 主回路抵抗測定 7

最低動作試験 5

開閉時間測定 5

31

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

６）制御部

7

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

（１００点換算評価）

５）機構部

４）開閉部
接触子の磨耗・損傷
の状態

７．性能試験

（小計）

絶縁抵抗測定
　　　　(単体）
(相対湿度80%以下)

10

評
価
ま
と
め

（小計）

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

③

①

６
．
劣
化
現
象

換算評価点合計

開閉動作試験

評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

２）主回路
　端子部

３）支持
　絶縁物

②

１）外箱部

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点

7点の場合、
D欄は50点

表2.2.5　油遮断器劣化診断評価表（２／２）
設置場所

項　　　目 Ｎｏ．

50

 2－28



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

1

3

4

5

5

① 3

② 3

③ 3

9

① 故障・事故の履歴がある 2

② 過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況 5

1,000 回以上 3

3,000 回以上 5

5,000 回以上 7

14

5

① ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態 5

② 過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態 5

10

（小計）

（小計）

（小計）

開閉回数が多い 7

（小計）

５．稼動状況

４．生産中止
　製品対応

① 5

塵埃の付着状況

評価点

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

経過年数
（K1）

K1＜15

２．環境条件

①

③
３．保全記録

１．経過年数

Ｎｏ．

評　価　結　果
評価

配分点
Ａ

製造年月

設備名称

表2.2.6　磁気遮断器劣化診断評価表（１／２）

設置場所

用　　途

仕　　様

評　価　日 診断実施者

一次

製造者名

10

製造番号

項　　　目 評　　価　　項　　目

10

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

5

5

塩害レベル

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする。又、保守部品の供給、保守技術員の対応
不可

（小計）

10
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 塗装剥離、発錆、腐食の状態 2

② 破損がある 2

① 過熱変色の状態 7

② 主回路断路部の摩耗、メッキの剥がれ、損傷の状態 5

① 主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態 7

② 絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態 7

① 接触部・断路部等の銀メッキの変色または損傷の状態 5

基準未満 5

基準以上 7

③ 消弧室、ノズルの磨耗・損傷の状態 3

① 操作機構部の腐食，発錆，損傷の状態 3

② 操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態 5

③ インターロック機構がスムーズに動作しない 3

① 配線接続部の腐食の状態 3

② 制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態 3

③ 5

④ 制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態 3

⑤ 7

⑥ 切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している 5

82

100MΩ以上 9

2MΩ以上 5

② 主回路抵抗測定 7

5

5

31

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

（１００点換算評価）

（小計）

10

評
価
ま
と
め

（小計）

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

６）制御部

換算評価点合計

絶縁抵抗測定
　　　　(単体）

(相対湿度80%以下)

③

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

開閉時間測定
開閉動作試験

最低動作試験

７．性能試験

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

５）機構部

②
接触子の磨耗・損傷
の状態

①

設置場所

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

６
．
劣
化
現
象

50

４）開閉部

１）外箱部

２）主回路
　端子部

３）支持
　絶縁物

7

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
D欄は30点

表2.2.6　磁気遮断器劣化診断評価表（２／２）
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形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

（小計） 2

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

① 5

② 3

③ 5

④ 5

⑤ 5

⑥ 5

（小計） 28

（小計） 9

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

評
価
ま
と
め

9

換算評価点合計 （１００点換算評価）

②

5
故障・事故の履歴がある

10

10

７．性能試験

電気回路一括と対地間

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

①

６．劣化現象

カバーの破損や汚れの状態

５．稼働状況

（500Ｖメガー使用）
２MΩ以上

25≦K1

20≦K1＜25

10

経過年数（K1）

K1＜15

塵埃の付着状況

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塩害レベル

４．生産中止
　製品対応

２．環境条件

３．保全記録

5

項　　　目

１．経過年数

製造年月

用　　途

製造番号

仕　　様

①

一次

診断実施者評　価　日

表2.2.7　保護継電器劣化診断評価表(１／１)
設置場所

設備名称

製造者名

50

回路部品の変形やひび割れの状態

表示器などの動作・復帰の状態

接点部の接点の荒れ、変色、変形の状態

整定タツプの緩みや変形などの状態

はんだ部の亀裂や損傷の状態

評　　価　　項　　目

①

15≦K1＜20

Ｎｏ．
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

配電盤に含む

10

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

5

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

絶縁抵抗測定(単体)
(相対湿度80%以下)

(5)

動作特性 7点以上の場合、
Ｄ欄は30点
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天　候 湿　度

％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

① 7

② 5

（小計） 12

（小計） 0 10

注記２：絶縁抵抗測定は、配電盤に含むものとし、評価配分点与えない。但し、配電盤の絶縁抵抗測定で、当該計器用変成器

　　　　　が原因で基準値を満足しなかった場合は、評価配分点を与えるものとする。この時、評価配分点Ａの小計は

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

　　　　　それを加えたものとするものとする。

配電盤に含む

配電盤に含む　　２MΩ以上

絶縁抵抗測定（単体）
(モールドの場合)
(相対湿度80%以下)

各巻線間と対地間

診断実施者

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

5
腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

25≦K1

10

評
価
ま
と
め

(9)

７．性能試験

換算評価点合計 （１００点換算評価）

(5)
（500Ｖメガー使用）

（1000Ｖメガー使用）

制御回路と対地間
①

６．劣化現象

モールド部の変色，変形，亀裂の状態

50

１００ＭΩ以上

端子接続部の過熱変色の状態

５．稼働状況

ビビリ音・うなり音、コロナ音などの異音の状態

10過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

４．生産中止
　製品対応

①
10

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

5

３．保全記録 5過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

故障・事故の履歴がある

２．環境条件

塩害レベル

塵埃の付着状況

１．経過年数
①

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25

製造年月

表2.2.8　計器用変成器劣化診断評価表（１／１）
形　　式

定　　格

設置場所

設備名称

仕　　様

評　価　日 温　度

製造番号

製造者名

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点

用　　途

℃

評　　価　　項　　目Ｎｏ．項　　　目

  一 次
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形　　　式

定　　　格

天候 温度

℃

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

項　　　目 Ｎｏ．

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など)

塵埃の付着状況
２．環境条件

３．保全記録

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする４．生産中止製品対応

表2.2.9　コンデンサ・直列リアクトル劣化診断評価表（１／２）

％

湿度

用　　途

診断実施者

一次

設置場所

評　　価　　項　　目

設備名称

製造者名

製造年月

製造番号

１．経過年数

評価日

10

25≦K1

5

ビビリ音・うなり音、コロナ音などの異音の状態

５．稼動状況

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

①

①

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

仕　　様

10

10

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

20≦K1＜25

故障・事故の履歴がある

5

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

5
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2

② 2

③ 7

④ 7

① 7

① 7

① 3

① 7

（小計） 42

（小計） 0 10

注記２：絶縁抵抗測定は、配電盤に含むものとし、評価配分点与えない。但し、配電盤の絶縁抵抗測定で、当該コンデンサ、

　　　　　直列ノアクトルが原因で基準値を満足しなかった場合は、評価配分点を与えるものとする。この時、評価配分点Ａの小計は

2MΩ以上
制御回路と対地間
（500Vﾒｶﾞｰ使用）

（１００点換算評価）

①

項　　　目

　　　　　それを加えたものとするものとする。

７．性能試験

主回路と対地間
（1000Vﾒｶﾞｰ使用）

評価
配分点

Ａ

高圧用

100MΩ以上

膨らみ検出装置の状態

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

１）外箱部

６
．
劣
化
現
象 ３）支持絶縁物

４）制御部

２）外部端子部

５）付属品・補機類

配線・配線接続部の腐食の状態

50

評
価
ま
と
め

絶縁抵抗
測定
(単体)
(相対湿度
 80%以下)

塗装剥離、発錆、腐食の状態

破損がある

油漏れの状態

タンクの膨らみの状態

換算評価点合計

評　価　結　果

(9)

(5)

配電盤に含む

配電盤に含む

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
D欄は30点

表2.2.9　コンデンサ・直列リアクトル劣化診断評価表（２／２）

設置場所

碍子部(セメンチング部含む)の亀裂、破損、変形の状態

Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

過熱変色の状態
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形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

①

経過年数　（K1）

5

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

10

5

①
代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

仕　　様
製造年月

製造番号

用　　途

製造者名

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

５．稼働状況

１．経過年数

３．保全記録

２．環境条件

４．生産中止
　製品対応

一次

設備名称

評　価　日

評価
配分点

Ａ

K1＜15

表2.2.10　配電盤劣化診断評価表（１／２）

設置場所

診断実施者

10

5

塵埃の付着状況

故障・事故の履歴がある

10

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭などの異臭の状態

評　価　結　果
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 3

③ 3

① 5

② 7

③ 5

① 7

② 7

① 5

① 3

② 3

③ 5

④ 3

⑤ 7

⑥ 5

① 3

② 3

（小計） 86

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

② 9

③ 7

（小計） 30

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

表2.2.10　配電盤劣化診断評価表（２／２）

評　価　結　果

評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

設置場所

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

50

主回路部と対地間

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以下)

錆などによる欠落状態、腐食の状態

点検窓などのパッキン類の損傷の状態

扉、ハンドルがスムーズに動作しない１）外箱部

①

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態

過熱変色の状態

②
主回路断路部、シャッタおよび引出機構（遮断器、ＰＴ、

ＬＡ）などに摩耗、損傷または動作不良がある

接触部、断路部の腐食皮膜の生成の状態

亀裂、破損、変形などの損傷の状態

換算評価点合計 （１００点換算評価）

項　　　目 Ｎｏ．

７．性能試験

５）制御部

６
．
劣
化
現
象

４）引出
機構部

３）支持
　絶縁物

２）主回路
　・接続部

評
価
ま
と
め

冷却装置の目詰まりの状態

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態

配線接続部の腐食の状態

絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

5

冷却装置の異音、振動の状態

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している

6)付属品

部分放電測定
10

9

制御回路と対地間
5

（500Ｖメガー使用）

サーモメータによる測定で過熱がある

（1000Ｖメガー使用）

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点
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形　　　式

定　　　格

天候 温度 湿度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

5

① 3

② 3

③ 3

9

① 2

② 5

3

7

14

5

① 5

② 5

10

①

（小計）

（小計）

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改造を
必要とする。又,保守部品の供給、保守技術員の対応不可

（小計）

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態5.稼動状況

③

表2.2.11　高圧電磁接触器劣化診断評価表  < １/2 >

用　　途

設置場所

設備名称

製造番号

項目

一次

製造者名

製造年月

評価日

№

10

5

10

5

1.経過年数

3.保全記録

2.環境条件

4.生産中止製品対応

10

故障・事故の履歴がある

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25

（小計）

（小計）

仕　　様

開閉回数が多い。 7
５００００回以上

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

１００００回以上

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の記録の状況

評価項目

診断実施者

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

①

5
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2

② 2

① 7

② 5

① 7

② 7

① 5

② 5

① 3

② 5

③ 3

① 3

② 3

③ 5

④ 3

⑤ 7

⑥ 5

77

100MΩ以上 9

2MΩ以上 5

② 主回路抵抗測定 7

5

5

31

制御配線の被覆変質､芯線の腐食･素線切れ､
絶縁物の劣化の状態

①

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

６）制御部

（小計）

（小計）

補助継電器，電磁接触器，補助開閉器，スイッチ類の接点の荒
れ、接触または動作不良がある

10

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

絶縁抵抗測定
(単体）
(相対湿度80%以下)

補助接触子，補助リレーなどに銀移行が発生している

③

７．性能試験

開閉極時間測定

最低動作試験

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

開閉部の発錆の状態

換算評価点合計

評
価
ま
と
め

（１００点換算評価）

５）機構部

開閉動作試験

制御回路部品の亀裂､破損､変形等の損傷の状態

配線接続部の腐食の状態

操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態

インタロック機構がｽﾑｰｽ動作しない

６
．
劣
化
現
象

４）開閉部

３）支持絶縁物
主回路導体支持物等の亀裂､破損､変形などの損傷の状態

項目 № 評価項目

絶縁物､碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

１）外箱部
塗装剥離､発錆､腐蝕の状態

破損がある。

２）主回路端子
部

過熱変色の状態

主回路断路部の摩耗､メッキ剥がれ､損傷の状態

50

評価
配分点

Ａ

操作機構の腐食､発錆､損傷の状態

表2.2.11 高圧電磁接触器劣化診断評価表  < 2/2 >

設置場所

開閉部の銀メッキの変色または損傷の状態

制御器具の湿潤し､発錆および腐食の状態

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点

評　価　結　果
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形　　　式

定      格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

10５．稼働状況

３．保全記録

２．環境条件

１．経過年数

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

故障・事故の履歴がある。

①

評価
配分点

Ａ
Ｎｏ．項　　　目 評　　価　　項　　目

製造者名

製造年月

評　価　日

一次

表2.2.12　高圧気中開閉器（ＰＡＳ）劣化診断評価表（１／２）

設置場所

用　　途

診断実施者

製造番号

設備名称

４．生産中止
　製品対応

①

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

仕　　　様

5

10

塵埃の付着状況
5

評　価　結　果

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

10
5

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 2

③ 2

① 7

① 7

② 7

① 手動投入,手動引外しが重い 5

② 操作機構の腐食,発錆、磨耗の状態 3

③ 調整寸法が基準値を外れている（指針が正常位置か） 5

④ 摺動部の潤滑油切れ,固化の状態 3

⑤ スプリング類や機構部材の変形,摩耗,発錆の状態 3

⑥ インターロック機構に不具合がある 5

① 3

② 3

③ 5

④ 3

⑤ 7

⑥ 5

① 7

② 3

（小計） 92

② 7

最低動作試験 5

開閉極時間測定 5

（小計） 31

絶縁物，碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

表2.2.12　高圧気中開閉器（ＰＡＳ）劣化診断評価表（２／２）
設置場所

（1000Ｖメガー使用）

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣
化の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、ス
イツチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

配線接続部の腐食の状態

ターゲットは、正常に表示するか

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

主回路抵抗測定

２MΩ以上 5

絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間

開閉動作試験

換算評価点合計 （１００点換算評価）

評
価
ま
と
め

9
１00ＭΩ

以上

制御回路と対地間

（500Ｖメガー使用） 10

項　　　目 Ｎｏ．

６
．
劣
化
現
象

７．性能試験

①

③

６）
地絡継電器

５）制御部

テストボタンを押して開閉器が開放するか

２）外部端子部 過熱変色の状態

３）支持絶縁物
絶縁物，碍子の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

破損がある

４）機構部

１）外箱部

塗装剥離、発錆の状態

腐食の状態

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

補助開閉器、スイッチ類などに銀移行が発生している

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態

50
7点の場合、
Ｄ欄は５０点

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点
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形　式

定　格

天候 温度

℃

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

① 3
② 5

① 5

① 7

② 7

（小計） 27

①
絶縁抵抗測定
(相対湿度)
80%以下

(9）

（小計） 0 10

注記２：絶縁抵抗測定は、配電盤に含むものとし、評価配分点与えない。但し、配電盤の絶縁抵抗測定で、当該避雷器

　　　　　が原因で基準値を満足しなかった場合は、評価配分点を与えるものとする。この時、評価配分点Ａの小計は

仕　様

5

評　価　結　果

5塵埃の付着状況

評価
配分点

Ａ

フレームのメッキ剥離､塗装剥離､発錆､腐食の状態

端子部の過熱変色の状態

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

碍子部の亀裂､破損､変形の状態

碍子部のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

50

フレームの破損の状態

５．稼働状況

１）外箱部
６
．
劣
化
現
象

３）
支持絶縁物

２）
主回路端子

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

塩害レベル

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

K1＜15

２．環境条件

10
４．生産中止
　製品対応

３．保全記録

評　　価　　項　　目

①

経過年数　（K1）

項　　　目 Ｎｏ．

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

１．経過年数

設置場所

設備名称

用　　途

製造番号

製造者名

製造年月

評
価
ま
と
め

主回路と大地間
（1000Vﾒｶﾞｰ使用）７．性能試験

換算評価点合計

100MΩ以上

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

評価日

表2.2.13　避雷器劣化診断評価表（１／１）

％

湿度 診断実施者

一次

10

5

　　　　　それを加えたものとするものとする。

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

①

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
D欄は30点

（１００点換算評価）

配電盤に含む

10
過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

ﾌﾚｰﾑ
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平均

注）No2～10は、配電盤単位に記入

Hz kV　　相　   線式

　　面

診断実施者   　年   月   日

配電盤５

備　考

総合評価コメント

配電盤
コメント

配電盤４配電盤３

評　価　点

表2.2.14 受変電設備　総括表（一次診断）

評　価

受電電圧

配電盤面数

設置場所

設備名称

配電盤１ 配電盤２

設備概要

一次診断日

№ 機    器

１

２ 遮断器

配電盤

配
　
電
　
盤
　
収
　
納
　
機
　
器

３

５

６

４

７

８

９

１０ その他

避雷器

コンデンサ

高圧
電磁接触器

計器用変成器

保護継電器

変圧器

断路器

2
－

4
2



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

評価点

1

3

4

5

（小計） 5 5

① 3 3

② 3 3

③ 3 3

（小計） 9 9 0

① 2

② 5 5

③ 5

（小計） 7 10 0

（小計） 5 5 0

① 5 5

② 5 5

（小計） 10 10 0

① 7 7

② 3 3

③ 3 3

① 5 5

② 7 7

③ 5 5

① 7 7

② 7 7

① 5 5

① 3 3

② 3 3

③ 5 5

④ 3 3

⑤ 7 7

⑥ 5 5

① 3 3

② 3 3

（小計） 86 86

（小計） 14

5

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態 10

主回路導体支持物等に亀裂、破損、変形などの損傷の状態

絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

50

配線接続部の腐食の状態

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣
化の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、スイ
ツチ類に接触不良または動作不良がある

10

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態

5
（500Ｖメガー使用）

9

亀裂、破損、変形などの損傷の状態

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

一次診断結果

評価
配分点

Ａ

5

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態

過熱変色の状態

錆などによる欠落状態、腐食の状態

点検窓などのパッキン類に損傷の状態

K1＜15

評　価　結　果

換算評価点合計

制御回路と対地間

主回路断路部、シャッタおよび引出機構（遮断器、ＰＴ、ＬＡ）な
どに摩耗、損傷または動作不良がある

１）外箱部

７．性能試験

（二次診断は対象外）

６
．
劣
化
現
象

４）引出
機構部

３）支持
　絶縁物

5

10

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の記録がある

・生産中止の提示がされている機器が使用されている
・機能の確保はできるが改造を必要とする

5

定期点検データに問題あり（二次診断）

①

（1000Ｖメガー使用）

補助開閉器、スイッチ類などに銀移行が発生している

冷却装置に異音、振動の状態

主回路部と対地間

扉、ハンドルがスムーズに動作しない

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以下)

①

10

備　　考

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

一次診断後の
処置内容

評　価　日

製造年月

製造番号

設備名称

製造者名

２．環境条件

冷却装置に目詰まりが状態

用　　途

表2.2.15　受変電設備劣化診断（二次）評価表（１／２）

設置場所 配電盤による総合評価

仕　　様

故障・事故の履歴がある

５）制御部

6)付属品

②

２）主回路
　・接続部

接触部、断路部に腐食皮膜が生成の状態

３．保全記録

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

経過年数　（K1）

塩害レベル

腐食性ガス有り(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

二次

項　　　目 Ｎｏ．

４．生産中止
　製品対応

５．稼働状況

１．経過年数
①

5

5

10

5

10

50

10

5

二次診断

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

診断実施者

配
　
　
　
電
　
　
　
盤

評　　価　　項　　目

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
D欄は30点

（１００点換算評価）
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平均
評価点

Ｂ
重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

（小計） 18

注記1：評価項目に該当しない項目または機器がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いた評価点とする。

注記2：項目｢８．収納機器｣の評価は、下記による。

　　　　　・評価配分点Ａは、該当項目に２点

　　　　　・評価点Ｂは、一次診断後延命化策実施なしの場合２点

　　　　一次診断後延命化策実施し５年以上経過１点

　　　　一次診断後延命化策実施し５年未満０点

Ｎｏ．

評
価
ま
と
め

設置場所

10

機　器　名　称

二次診断

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果
一次診断後の

処置内容

2.2.15　受変電設備劣化診断（二次）評価表（２／２）

コンデンサ

保護継電器

そ　の　他

避　雷　器

（１００点換算評価）

配
電
盤
収
納
機
器

個　別

一次診断結果

遮　断　器

高圧電磁接触器

変　圧　器

計器用変成器

断　路　器

備　　考

用　　途
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平均

表2.2.16 受変電設備　総括表（二次診断）

総合評価コメント

設置場所

設備名称

設備概要

二次診断日

一次・簡易診断日

診断実施者

kV

面

　相　線式受電電圧

配電盤面数

   　年   月   日 診断実施者

評　　価

評　価　点

配電盤１ 配電盤２ 配電盤３ 配電盤４ 配電盤５
二次診断

（配電盤による総合評価）

Hz

   　年   月   日

2
－

4
5



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

評　価　結　果

評　価　日

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

10

経過年数　（K1）

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

①
代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする 10

４．生産中止
　製品対応

項　　　目

簡易

５．稼働状況

１．経過年数

３．保全記録

２．環境条件

①

用　　途

製造者名

表2.2.17　配電盤劣化診断(簡易)評価表（１／２）

設置場所

設備名称

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

K1＜15

評　　価　　項　　目Ｎｏ．
評価

配分点
Ａ

診断実施者

仕　　様
製造年月

製造番号

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭などの異臭の状態

5

塵埃の付着状況

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

10

5

5
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 3

③ 3

① 5

② 7

③ 5

① 7

② 7

① 5

① 3

② 3

③ 5

④ 3

⑤ 7

⑥ 5

① 3

② 3

（小計） 86

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

（小計） 14

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点

換算評価点合計 （１００点換算評価）

評
価
ま
と
め

評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

表2.2.17　配電盤劣化診断(簡易)評価表（２／２）

配線接続部の腐食の状態

冷却装置の目詰まりの状態

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態

②

接触部、断路部の腐食皮膜の生成の状態

亀裂、破損、変形などの損傷の状態

主回路断路部、シャッタおよび引出機構（遮断器、ＰＴ、Ｌ
Ａ）などに摩耗、損傷または動作不良がある

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

設置場所

１）外箱部

２）主回路
　・接続部

項　　　目 Ｎｏ．

6)付属品

６
．
劣
化
現
象

４）引出機構
部

３）支持
　絶縁物

５）制御部

７．性能試験
①

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以下)
（保全記録を確認）

主回路部と対地間

（1000Ｖメガー使用）

制御回路と対地間

過熱変色の状態

5

冷却装置の異音、振動の状態

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している

錆などによる欠落状態、腐食の状態

点検窓などのパッキン類の損傷の状態

扉、ハンドルがスムーズに動作しない

50

評　価　結　果

7点の場合、
D欄は50点

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

5
（500Ｖメガー使用）

9

10

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態
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形　　　式

定      格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

仕　　　様　

評　　価　　項　　目

表2.2.1－A 断路器劣化診断手引き書（１／２）

　　　　実　　　　施　　　　方　　　　法

診
　
断
　
手
　
段

評価
配分点

Ａ

設備名称

20≦K1＜25

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

10

5

評価表

報
　
告
　
内
　
容

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、
代替品の確認をし交換に改造を伴うか否か確認する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

評価表

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態を確認する

設置場所

一次

製造者名

用　　途

K1＜15

15≦K1＜20

５．稼働状況

２．環境条件

①
１．経過年数

３．保全記録

項　　　目 Ｎｏ．

評　価　日

製造年月

製造番号

故障・事故の履歴がある

25≦K1

経過年数　（K1）

診断実施者

評　価　結　果

5

塵埃の付着状況

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、盤への影響を確認する

配電盤内の汚れ状態を目視で確認する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

10過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

４．生産中止
　製品対応

①
10

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

5

聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する

調査

2
－
4
8



用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2 目視 評価表・写真

② 2 目視 評価表・写真

③ 2 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

接触面の３０％未満 3

　　　　　　　　　　　　　接触面の３０％以上 5

③ 5 動作・目視 評価表

④ 過熱変色の状態 7 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

② 5 動作・目視 評価表

① 3 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 3 目視 評価表・写真

（小計） 66

② 9 計測 ﾃﾞｰﾀ・評価表

③ 7 計測 データ

（小計） 16

表2.2.1ｰＡ　断路器劣化診断評価表（２／２）

評価表・写真

評価表・写真

４）機構部

②

操作機構部の腐食、発錆、損傷の状態

インターロック機構に不具合(不動作)がある

３）主回路

報
告
内
容

接触子の接触の状態

接触子の磨耗、損傷の状態

(9)

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化
等の状態

7

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の状態

（1000Ｖメガー使用）

腐食の状態

破損がある

絶縁物，碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

5

目視・触手

配電盤に含む

配電盤に含む

主回路抵抗を、直流電流通電またはその他方法により測定する

換算評価点合計

7点以上の
場合、Ｄ欄
は３０点

計測

計測 データ

データ

制御回路と対地間 　
２MΩ以上

①
絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間 　
100ＭΩ以

上

主回路抵抗測定 10

部分放電測定

（１００点換算評価）

評
価
ま
と
め

７．性能試験

断路器の手動及び電動操作のインターロックに不具合がないか確認する（含む制御回路）

スーパホン、ウルトラホン等の部分放電測定器を用い、部分放電音の有無を確認する

配電盤全体の制御回路絶縁抵抗を、５００Ｖメガーにて測定し、当該断路器が原因で基準値を満たさ
なかった場合、評価配分点を与える

配電盤全体の主回路絶縁抵抗を、１０００Ｖメガーにて測定し、当該断路器が原因で基準値を満たさ
なかった場合、評価配分点を与える

制御回路部品に亀裂、破損、変形等の損傷がないか確認する。又、制御回路端子台、ヒューズ、抵
抗等に破損、腐食、過熱変色がないか確認する。使用期限の過ぎたヒューズを使用してないか確認
する

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

(5)
（500Ｖメガー使用）

目視

フレームに破損がないか点検する

7点の場
合、Ｄ欄は
５０点

導体の過熱変色ないか確認する。サーモラベル貼り付けが有る場合、その変色の有無も確認する

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

主回路導体支持物のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

接触子の磨耗・損傷の状態を確認する

制御器具に湿潤、腐食、損傷の状態を確認する

６
．
劣
化
現
象

50

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

④

配線・配線接続部の腐食の状態

１）フレーム

塗装剥離、発錆の状態

２）支持絶縁物

配線及び配線接続部、端子台の腐食の状態を確認する

操作機構部、連結部に腐食、発錆、損傷の状態を確認する

設置場所

診
断
手
段

項　　　目

５）制御部

評　価　結　果

断路器を動作（手動操作）させ、接触子の接触状態、ワイプの確認を行う

Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

接触部の腐食皮膜の状態

実　　　施　　　方　　　法

接触部の腐食皮膜の発生の状態を確認する

フレームの塗装の剥離、発錆の状態を確認する

フレームの腐食の状態を確認する

2
－
4
9



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

5 調査
製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、代替品の
確認をし交換に改造を伴うか否か確認する

報
　
告
　
内
　
容

評価表

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、油入変圧器
への影響を確認する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

評価表
10

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）
5

評　　価　　項　　目

診
　
断
　
手
　
段

　　　　　　　　実　施　方　法

仕　　様

評価
配分点

Ａ

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

表2.2.2－Ａ　油入変圧器劣化診断手引き書（１／２）

診断実施者

評　価　結　果

塩害レベル

塵埃の付着状況

①
代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする 10

5

５．稼動状況

３．保全記録

４．生産中止
　製品対応

２．環境条件

項　　　目

１．経過年数

一次

設備名称

製造者名

用　　途

製造年月

製造番号

評　価　日

設置場所

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

Ｎｏ．

①

10

油入変圧器の汚れ状態を目視で確認する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する。

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの変則音の状態を確認する

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態を確認する

2
－
5
0



用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2 目視 評価表・写真

② 2 目視 評価表・写真

③ 7 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

（小計） 31

35ＭΩ以上

② 7 試験 データ

油中ガス分析
異常レベル
である

9

要注意レベ
ルである

7

（小計） 16

７．性能試験

計測

５）付属品
・補機類

①

(9）

7点の場合、D欄
は50点

配線・配線接続部の腐食の状態
４）制御部

（可燃性ガス総量及び、各ガス
量の増加傾向）

データ

データ

データ

計測

③
絶縁油を採油して持ち帰り分析。溶存ガスをガスクロマトログラフィにより測定し、変圧器内
部の異常を判定する
保全記録で３年以内に油中ガス分析を行っていれば、そのデータを活用する

7点以上の場合、
D欄は30点

配電盤全体の主回路絶縁抵抗を１０００Ｖメガーにて測定し､当該油入ＴＲが原因で基準値
を満たさなかった場合､評価配分点を与える

絶縁油を採油して持ち帰り分析。絶縁油絶縁破壊装置で電極間を所定のギャップにて、絶
縁油絶縁破壊を測定する

（1000Ｖメガー使用）

配電盤全体の制御回路絶縁抵抗を５００Ｖメガーにて測定し､当該油入ＴＲが原因で基準値
を満たさなかった場合､評価配分点を与える

配電盤に含む

（１００点換算評価）換算評価点合計

評
価
ま
と
め

表2.2.2－Ａ　油入変圧器劣化診断手引き書（２／２）

設置場所 報
 

告
 

内
 

容

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

２）外部端子部 過熱変色の状態

３）ブッシング

１）外箱部
・放熱器

塗装剥離、発錆、腐食の状態

破損がある

油漏れの状態

碍子部（セメンチング部含む）に亀裂､破損､変形の状態

各巻線間と対地間

絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度80%以下)

温度計などの破損、発錆、腐食の状態

（500Ｖメガー使用）

６
．
劣
化
現
象

9

50

(5）
２MΩ以上

制御回路と対地間

絶縁油の絶縁破壊電圧測定

評　価　結　果

配線及び配線接続部の腐食の状態を確認する

塗装の剥離、錆の発生、腐食の状態を確認する

破損がないか確認する

油漏れの状態を確認する

過熱による変色の状態を確認する

温度計等の付属品に破損、発錆、腐食の状態を確認する

配電盤に含む

碍子部に亀裂､破損､変形などの状態を確認する

試験

10

診
断
手
段

実　施　方　法

2
－

5
1



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

評　　価　　項　　目

15≦K1＜20
１．経過年数

Ｎｏ．

経過年数　（K1）

K1＜15

項　　　目

①

20≦K1＜25

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

10

設備名称

設置場所

製造者名

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塩害レベル

製造年月

製造番号

25≦K1

仕　　様

用　　途

４．生産中止製品対応

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

評　価　日 診断実施者

一次

３．保全記録

５．稼動状況

２．環境条件 5

10

10
5

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

①

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

診
断
手
段

実　施　方　法

5

表2.2.3-A　モールド変圧器劣化診断手引き書（１／２）

調査

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、モールド変圧器への影響を確認する

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの変則音の状態を確認する

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、
代替品の確認をし交換に改造を伴うか否か確認する

評価表

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

モールド変圧器の汚れ状態を確認する

報
　
告
　
内
　
容

塵埃の付着状況

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態を確認する

評価表聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する

2
－
5
2



用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

③ 3 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

（小計） 37

各巻線間と対地間

（1000Ｖメガー使用）

制御回路と対地間

（500Ｖメガー使用）

② (9） 計測 データ・評価表

（小計） 0 10

計測

配電盤に含む

配電盤全体の主回路絶縁抵抗を１０００Ｖメガーにて測定し､当該モールドＴＲが原因で基準値を
満たさなかった場合､評価配分点を与える

錆の発生、腐食の状態を確認する

配線及び配線接続部の腐蝕の状態を確認する

７．性能試験
配電盤全体の制御回路絶縁抵抗を５００Ｖメガーにて測定し､当該モールドＴＲが原因で基準値を
満たさなかった場合､評価配分点を与える

スーパホン、ウルトラホン等の部分放電測定器を用い、部分放電音の有無を確認する

40

過熱による変色の状態を確認する

評
価
ま
と
め

絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度８０％以下)

２MΩ以上 (5）

①

部分放電測定

7点以上の場合、
Ｄ欄は30点

換算評価点合計

配電盤に含む

配電盤に含む

項　　　目

設置場所

Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

絶縁物などの亀裂､破損､変形の状態

無電圧タップ切換器に過熱による変色の状態

絶縁物の緩み、ずれの状態

絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

２０ＭΩ以上 計測

報
　
告
　
内
　
容

亀裂､破損､変形の状態を確認する

データ

コロナ放電やトラッキングの状態を確認する

コイル支えに緩み、スペーサの状態を確認する

無電圧タップ切換器に過熱変色の状態を確認する

データ

実　施　方　法

（１００点換算評価）

(9）

表2.2.3-A　モールド変圧器劣化診断手引き書（２／２）

診
断
手
段

６
．
劣
化
現
象 配線・配線接続部の腐食の状態

1）外部端子部 過熱変色の状態

2）鉄心部 鉄心の腐食、発錆の状態

評　価　結　果

7点の場合、D欄
は50点

5）付属品・
補機類

3）支持絶縁物

4)制御部

2
－
5
3



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備　考

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 故障・事故の履歴がある 2 聞き取り 評価表

② 過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況 5 聞き取り 評価表

1,000 回以上 3

3,000 回以上 5

5,000 回以上 7

（小計） 14

（小計） 5

① ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態 5 計測・聴覚 評価表

② 過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態 5 臭覚 評価表

（小計） 10

評価表
5

調査

10

３．保全記録

４．生産中止
　製品対応

5
10

①

項　　　目

7

評　価　結　果

10

5

③ 開閉回数が多い

製造者名

評　価　日

製造年月

製造番号

用　　途

１．経過年数

塩害レベル

２．環境条件

経過年数
（K1）

評　　価　　項　　目

15≦K1＜20

20≦K1＜25

設備名称

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする。又,保守部品の供給、保守技術員の対
応不可

Ｎｏ．

評価点

K1＜15
①

表2.2.４-Ａ　真空遮断器劣化診断手引き書（１／２）

仕　　様

評価
配分点

Ａ

診断実施者

一次

設置場所

報
　
告
　
内
　
容

診
　
断
　
手
　
段

実　　施　　方　　法

塵埃の付着状況

25≦K1

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

調査

５．稼動状況

聞き取り 完成図書、機器銘板等により調査する

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、遮断器への影響を確認する

遮断器の汚れ状態を目視で確認する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音音の状態を確認する

過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態を確認する

評価表

評価表

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

度数計での回数確認する

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、構成部品の生産中止品の有無を確認する。
次に当該遮断器が生産中止品か否かの確認と、今後の保守対応も確認する

2
－
5
4



用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備　考

① 2 目視 評価表・写真

② 2 目視 評価表・写真

① 過熱変色の状態 7 目視 評価表・写真

② 主回路断路部の摩耗、メッキの剥がれ、損傷の状態 5 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

① 接触部・断路部等の銀メッキの、変色または損傷の状態 5 目視 評価表・写真

基準未満 5

基準以上 7

③ 真空バルブフランジの発錆の状態 5 目視 評価表・写真

① 操作機構部の腐食，発錆，損傷の状態 3 目視 評価表・写真

② 操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態 5 目視 評価表

③ インターロック機構がスムーズに動作しない 3 動作・目視 評価表

① 配線接続部の腐食の状態 3 目視 評価表・写真

② 制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態 3 目視 評価表・写真

③ 5 目視・触手 評価表・写真

④ 制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態 3 目視 評価表・写真

⑤ 7 目視 評価表・写真

⑥ 切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している 5 目視 評価表・写真

84

100MΩ以
上

9

2MΩ以上 5

② 7 計測

③ 9 試験

最低動作試験 5 試験 データ・評価表

開閉時間測定 5 試験 データ

（小計） 40

データ

データ

制御回路の絶縁抵抗を500Vメガーにて測定する

主回路抵抗測定器を使用し、直流電流を通電し電圧降下法、またはその他の方法で抵抗値を測定する

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態を確認する

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

主回路の絶縁抵抗を、１０００Ｖメガーにて測定する

計測

７点以上の場合、
Ｄ欄は３０点

操作機構部品の塗装、メッキの変色または腐食、損傷の状態を確認する

遮断器動作開閉時、機構部の動作状況を確認する。油脂類の劣化の状態を確認する

制御電線、制御機器の配線接続部の腐蝕の状態を確認する

制御機器の湿潤、発錆の状態を確認をする

耐電圧試験装置を使用し,極間に規定電圧を印加し、閃絡の有無を確認する

動作電圧測定器を使用し、操作電圧を変化させ、投入又は遮断する最低電圧を測定する

開閉特性試験装置を使用し、投入、遮断特性時間を測定する

絶縁抵抗測定
　　　　(単体）

(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

真空度チェック

主回路抵抗測定

④

４）開閉部

①

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

②
真空バルブの接点の消耗の状
態

２）主回路
　端子部

３）支持
　絶縁物 絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態②

表2.2.４-Ａ　真空遮断器劣化診断手引き書（２／２）

設置場所

評
価
ま
と
め

６）制御部

換算評価点合計

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

７．性能試験

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

開閉動作試験

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

（小計）

評価表・測定

（１００点換算評価）

断路部、接触部の通電箇所のメッキの変色の状態を確認する

真空バルブの外観の発錆の状態を確認する

10

ＶＣＢ本体のインターロックリミットSWの動作確認、ＶＣＢ本体と盤の組み合わせでインター
ロック機構が正常に機能を有しているか確認する

接点消耗の状態を基準線(赤線)で確認する目視7

報
告
内
容

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

診
断
手
段

実　　施　　方　　法

導体の過熱変色の状態を確認する

導体の塗装、メッキの変色または剥離の状態を確認する

１）外箱部
塗装剥離、発錆、腐食の状態

7点の場合、
D欄は50点

7

５）機構部

目視及び触手にて、制御機器類の接点の劣化状況、又、手動動作で動作がスムーズかを確認する。
及び、遮断器動作時、制御機器に不具合現象が無いか確認する

制御機器の銀移行の発生有無を確認する

破損がある

評価表・写真

６
．
劣
化
現
象

50

ＶＣＢ絶縁フレームなどの亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

目視 VCB絶縁フレームなどのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

遮断器の錆の発生の状態を確認する

外観上、破損部の有無を確認する

2
－
5
5



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 故障・事故の履歴がある 2 聞き取り 評価表

② 過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況 5 聞き取り 評価表

1,000 回以上 3

3,000 回以上 5

5,000 回以上 7

（小計） 14

（小計） 5

① ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態 5 聴覚 評価表

② 過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態 5 臭覚 評価表

（小計） 10

２．環境条件

３．保全記録

塩害レベル

４．生産中止
　製品対応

①

③

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする。又、保守部品の供給、保守技術員の対応
不可

１．経過年数

診
 

断
 

手
 

段

診断実施者

仕　　　様

評　価　日

評　価　結　果
評価

配分点
Ａ

評　　価　　項　　目項　　　目 Ｎｏ．

①

一次

設置場所

設備名称

用　　　途

製造番号

製造者名

製造年月

過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態を確認する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

５．稼動状況 10

5
7

5
10

　　実　　施　　方　　法

報
　
告
　
内
　
容

評価表

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、遮断器への影響を確認する

遮断器の汚れ状態を目視で確認する

25≦K1

開閉回数が多い

経過年数
（K1）

評価点

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

K1＜15

20≦K1＜25

調査 評価表
製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、構成部品の生産中止品の有無を確認する。
次に当該遮断器が生産中止品か否かの確認と、今後の保守対応も確認する

表2.2.5-Ａ　油遮断器劣化診断手引き書（１／２）

調査 度数計での回数確認する

聞き取り 評価表10 完成図書、機器銘板等により調査する

5

15≦K1＜20

2
－
5
6



用　　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 塗装剥離、発錆、腐食の状態 2 目視 評価表・写真

② 破損がある 2 目視 評価表・写真

① 過熱変色の状態 7 目視 評価表・写真

② 主回路断路部の摩耗、メッキの剥がれ、損傷の状態 5 目視 評価表・写真

① 主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態 7 目視 評価表・写真

② 絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態 7 目視 評価表・写真

① 接触部・断路部等の銀メッキの変色または損傷の状態 5 目視 評価表・写真

基準未満 5

基準以上 7

③ 消弧室、ノズルの磨耗・損傷の状態 5 目視 評価表・写真

① 操作機構部の腐食，発錆，損傷の状態 3 目視 評価表・写真

② 操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態 5 目視 評価表・写真

③ インターロック機構がスムーズに動作しない 3 動作・目視 評価表

① 配線接続部の腐食の状態 3 目視 評価表・写真

② 制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態 3 目視 評価表・写真

③ 5 目視・触手 評価表・写真

④ 制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態 3 目視 評価表・写真

⑤ 7 目視 評価表・写真

⑥ 切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している 5 目視 評価表・写真

84

100MΩ以上 9 計測 データ

2MΩ以上 5 計測 データ

② 主回路抵抗測定 7 計測 データ

5 試験 データ

5 試験 データ

（小計） 31

断路部、接触部の通電箇所のメッキの変色の状態を確認する

制御回路の絶縁抵抗を500Ｖメガーにて測定する

評価表・測定

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

主回路の絶縁抵抗を1000Ｖﾒｶﾞｰにて測定する

操作機構部品の塗装、メッキの変色または腐食、損傷の状態を確認する

遮断器の手動動作開閉時、機構部の動作状況を確認する。油脂類の劣化の状態を確認する

制御機器類の銀移行の発生有無を確認する

制御電線、制御機器の配線接続部の腐蝕の状態を確認する

制御機器の湿潤、発錆の状態を確認をする

10

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態を確認する

動作電圧測定器を使用し、操作電圧を変化させ、投入又は遮断する最低電圧を測定する

開閉特性試験装置を使用し、投入、遮断特性時間を測定する

主回路抵抗測定器を使用し、直流電流を通電し電圧降下法、またはその他の方法で抵抗値を測定する

（１００点換算評価）

７．性能試験

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

③ 開閉動作試験

６
．
劣
化
現
象

３）支持
　絶縁物

５）機構部

４）開閉部

表2.2.5-Ａ　油遮断器劣化診断手引き書（２／２）

設置場所

診
断
手
段

　　実　　施　　方　　法

接触子の摩耗、損傷の状態を基準値と比較して確認する7
接触子の磨耗・損傷
の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

目視及び触手にて、制御機器類の接点の劣化状況、又、手動動作で動作がスムーズかを確認する。
及び、遮断器動作時、制御機器に不具合現象が無いか確認する

ＯＣＢ本体のインターロックリミットSWの動作確認、ＯＣＢ本体と盤との組み合わせでインター
ロック機構が正常に機能を有しているか確認する

消弧室、ノズルの摩耗、損傷の状態を確認する

目視

50

評
価
ま
と
め

６）制御部

換算評価点合計

①
絶縁抵抗測定
　　　　(単体）

(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

最低動作試験

開閉時間測定

（小計）

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

絶縁材などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

報
告
内
容

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

１）外箱部

２）主回路
　端子部

遮断器の錆の発生の状態を確認する

外観上、破損部の有無を確認する

導体の過熱による変色の状態を確認する

導体の塗装、メッキの変色または剥離の状態を確認する

②

7点以上の
場合､D欄は
３0点

7点の場合､
D欄は50点

2
－
5
7



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 故障・事故の履歴がある 2 聞き取り 評価表

② 過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況 5 聞き取り 評価表

1,000 回以上 3

3,000 回以上 5

5,000 回以上 7

（小計） 14

（小計） 5

① ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態 5 計測・聴覚 評価表

② 過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態 5 臭覚 評価表

（小計） 10

評　価　結　果

10

10

5

10

5

表2.2.6-Ａ　磁気遮断器劣化診断手引き書（１／２）

診断実施者

診
 

断
 

手
 

段

　　実　　施　　方　　法

評価
配分点

Ａ

20≦K1＜25

評価点

25≦K1

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

仕　　　様

一次

評　価　日

製造年月

製造番号

設置場所

設備名称

製造者名

用　　　途

報
 

告
 

内
 

容

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、遮断器への影響を確認する

遮断器の汚れ状態を目視で確認する

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

評価表

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

２．環境条件

経過年数
（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

１．経過年数
①

③ 開閉回数が多い 度数計での回数確認する

５．稼動状況

①
代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする。又,保守部品の供給、保守技術員の対応不
可

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

7

5

３．保全記録

４．生産中止
　製品対応

評価表

塩害レベル

調査

調査

評価表
製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、構成部品の生産中止品の有無を確認する。
次に当該遮断器が生産中止品か否かの確認と、今後の保守対応も確認する

過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態を確認する

聞き取り 完成図書、機器銘板等により調査する

2
－
5
8



用　　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 塗装剥離、発錆、腐食の状態 2 目視 評価表・写真

② 破損がある 2 目視 評価表・写真

① 過熱変色の状態 7 目視 評価表・写真

② 主回路断路部の摩耗、メッキの剥がれ、損傷の状態 5 目視 評価表・写真

① 主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態 7 目視 評価表・写真

② 絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態 7 目視 評価表・写真

① 接触部・断路部等の銀メッキの変色または損傷の状態 5 目視 評価表・写真

基準未満 5 目視

基準以上 7 目視

③ 消弧室、ノズルの磨耗・損傷の状態 3 目視 評価表・写真

① 操作機構部の腐食，発錆，損傷の状態 3 目視 評価表・写真

② 操作機構部がスムーズに動作しない、油脂類の劣化の状態 5 目視 評価表・写真

③ インターロック機構がスムーズに動作しない 3 動作・目視 評価表

① 配線接続部の腐食の状態 3 目視 評価表・写真

② 制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態 3 目視 評価表・写真

③ 5 目視・触手 評価表・写真

④ 制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態 3 目視 評価表・写真

⑤ 7 目視 評価表・写真

⑥ 切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している 5 目視 評価表・写真

82

100MΩ以上 9 計測 データ

2MΩ以上 5 計測 データ

② 主回路抵抗測定 7 計測 データ

5 試験 データ

5 試験 開閉特性試験装置を使用し、投入、遮断特性時間を測定する データ

（小計） 31

開閉動作試験
最低動作試験

絶縁抵抗測定
　　　　(単体）

(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

開閉時間測定

制御回路の絶縁抵抗を500Ｖメガーにて測定する

（１００点換算評価）

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

10
7点の以上
の場合､D欄
は３0点

評価表・測定接触子の摩耗、損傷の状態を基準値と比較して確認する

制御機器類の銀移行の発生有無を確認する

消弧室、ノズルの摩耗、損傷の状態を確認する

遮断器動作開閉時、機構部の動作状況を確認する。油脂類の劣化の状態を確認する

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態を確認する

主回路の絶縁抵抗を1000Ｖﾒｶﾞｰにて測定する

制御電線、制御機器の配線接続部の腐蝕の状態を確認する

制御機器の湿潤、発錆の状態を確認をする

目視及び触手にて、制御機器類の接点の劣化状況、又、手動動作で動作がスムーズかを確認する。
及び、遮断器動作時、制御機器に不具合現象が無いかを確認する

診
断
手
段

　　実　　施　　方　　法評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

６
．
劣
化
現
象

４）開閉部

項　　　目 Ｎｏ．

報
告
内
容

評
価
ま
と
め

６）制御部

換算評価点合計

７．性能試験

①

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

設置場所

表2.2.6-Ａ　磁気遮断器劣化診断手引き書（２／２）

５）機構部

接触子の磨耗・損傷
の状態

②

２）主回路
　端子部

絶縁材などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

50

遮断器の錆の発生の状態を確認する

7点の場合､
D欄は50点

外観上、破損部の有無を確認する

断路部、接触部の通電箇所のメッキの変色の状態を確認する

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

ＭＢＢ本体のインターロックリミットSWの動作確認、ＭＢＢ本体と盤の組み合わせでインター
ロック機構が正常に機能を有しているか確認する

操作機構部品の塗装、メッキの変色または腐食、損傷の状態を確認する

１）外箱部

③

7

評　　価　　項　　目

（小計）

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

３）支持
　絶縁物

動作電圧測定器を使用し、操作電圧を変化させ、投入又は遮断する最低電圧を測定する

主回路抵抗測定器を使用し、直流電流を通電し電圧降下法、またはその他の方法で抵抗値を測定する

導体の過熱変色の状態を確認する

導体の塗装、メッキの変色または剥離の状態を確認する

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

2
－
5
9



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

（小計） 2

（小計） 5

① 5 計測・聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

① 5 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 5 目視 評価表・写真

④ 5 動作・目視 評価表

⑤ 5 目視 評価表・写真

⑥ 5 目視 評価表・写真

（小計） 28

（小計） 9 10

評価表

換算評価点合計

聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する

20≦K1＜25

25≦K1

経過年数（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

評　価　日

表2.2.7-Ａ　保護継電器劣化診断手引き書(１／１)

診
　
断
　
手
　
段

提
　
出
　
資
　
料

　　　　作　　　　　業　　　　要　　　　　領

評　　価　　項　　目Ｎｏ．

一次

製造者名

１．経過年数

項　　　目

設備名称

製造年月

製造番号

仕　　様

設置場所

診断実施者

用　　途

塩害レベル

４．生産中止
　製品対応

２．環境条件

３．保全記録

①

故障・事故の履歴がある

塵埃の付着状況

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

10

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの状態

表示器などの動作・復帰の状態

接点部の接点の荒れ、変色、変形の状態

（500Ｖメガー使用）

回路部品の変形やひび割れの状態

整定タツプの緩みや変形などの状態

はんだ部の亀裂や損傷の状態

２MΩ以上

５．稼働状況

７．性能試験

電気回路一括と対地間

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

①

６．劣化現象

②

カバーの破損や汚れの状態

絶縁抵抗測定(単体)
(相対湿度80%以下)

評
価
ま
と
め

9

（１００点換算評価）

基準外動作特性

5

10

10

接点部の荒れ、変色、変形の状態を確認する

(5)

整定タツプの緩みや変形の状態を確認する

回路部品の変形やひび割れの状態を確認する

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、代替品の確認をし交換に改造を伴うか否か確認する

ビビリ音、うなり音などの異音の状態を確認する

過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態を確認する

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

計測 データ
制御回路の絶縁抵抗を、500Ｖメガーにて測定する。測定は、回路一括で行う（電子機器等、５００Ｖのメガーで損傷するものがあるため、事前に回路
検討と試験前の現品確認を十分行う）

試験 データ
点検基準に準じて、整定値における動作時間・動作値などの特性試験を実施する
（Ｒｙの種類によって試験内容が異なるので、試験前の確認を十分行う）

配電盤に含む

7点以上の場合、
Ｄ欄は３０点

50

はんだ部の亀裂や損傷の状態を確認する

カバーの破損や著しいよごれの状態を確認する

Ｒｙを実際に動作させ、表示器の動作不良または復帰不良がないか確認する

5
評価表

①

調査

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、継電器への影響を確認する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

継電器の汚れ状態を確認する52
－

6
0



天　候 湿　度

％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

① 7 目視 評価表・写真

② 5 目視 評価表・写真

（小計） 12

（小計） 0 10

7点の場合、
D欄は50点

7点以上の場合、
D欄は30点

４．生産中止
　製品対応

①

端子接続部(引出し形含む)の変色の状態を確認する

計測 配電盤全体の主回路絶縁抵抗を、１０００Ｖメガーにて測定し、当該計器用変成器が原因で基準値を満たさなかった場合､評価配分点を与える

３．保全記録 5

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態を確認する

10

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする 5

モールド部の変色、変形、亀裂の状態を確認する

調査

５．稼働現象

ビビリ音・うなり音、コロナ音などの異音の状態

10

６．劣化現象

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

モールド部の変色，変形，亀裂の状態

端子接続部の過熱変色の状態

データ

データ配電盤全体の制御回路絶縁抵抗を、５００Ｖメガーにて測定し、当該計器用変成器が原因で基準値を満たさなかった場合､評価配分点を与える(5) 計測

配電盤に含む

配電盤に含む

(9)

評
価
ま
と
め

（1000Ｖメガー使用）

７．性能試験

各巻線間と対地間   

換算評価点合計

１００ＭΩ以上

制御回路と対地間
２MΩ以上

①

（500Ｖメガー使用）

5
腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塩害レベル

提
　
出
　
資
　
料

　　　　実　　施　　方　　法

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

診断実施者

10
聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する 評価表

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

診
　
断
　
手
　
段

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

２．環境条件

温　度

項　　　目

  一 次

製造者名

製造番号

Ｎｏ．

評　価　日

設置場所

設備名称

用　　途

形　　式

定　　格

仕　　様

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

℃

評　　価　　項　　目

１．経過年数
①

経過年数（K1）

K1＜15

計器用変成器の汚れ状態を確認する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、計器用変成器への影響を確認する

50

絶縁抵抗測定（単体）
(モールドの場合)
(相対湿度80%以下)

（１００点換算評価）

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

故障・事故の履歴がある

塵埃の付着状況

表2.2.8-Ａ　計器用変成器劣化診断手引き書（１／１）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

評価表製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、代替品の確認をし交換に改造を伴うか否か確認する

製造年月

2
－
6
1



形　　　式

定　　　格

天候 温度

℃

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査

② 3 聞き取り

③ 3 目視

（小計） 9

① 2 聞き取り

② 5 聞き取り

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚

② 5 臭覚

（小計） 10

5

表2.2.9－Ａ　コンデンサ・直列リアクトル劣化診断手引き書（１／２）

設置場所

設備名称

診
　
断
　
手
　
段

実　施　方　法

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、代
をし交換に改造を伴うか否か確認する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

調査

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

過熱臭、オゾン臭などの異臭の状態を確認する

10

評　価　結　果

経過年数　（K1）

10

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

故障・事故の履歴がある

5

塩害レベル

10

5

項　　　目 Ｎｏ．
評価

配分点
Ａ

３．保全記録

２．環境条件

20≦K1＜25

評　　価　　項　　目

①
１．経過年数

４．生産中止製品対応

25≦K1

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

ビビリ音・うなり音、コロナ音の状態

５．稼動状況

①

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

K1＜15

15≦K1＜20

湿度

仕　　様

評価日

用　　途

一次

診断実施者

製造者名

製造年月

製造番号

％

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、コンデンサへの

聞き取り 完成図書、機器銘板等により調査する

コンデンサの汚れ状態を確認する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

2
－

6
2



用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2 目視

② 2 目視

③ 7 目視

④ 7 目視

① 7 目視

① 7 目視

① 3 目視

（小計） 35

（小計） 0

実　施　方　法評価
配分点

Ａ

7点の場合、D欄
は50点

7点以上の
場合、D欄は
30点

２）外部端子部

項　　　目

設置場所

１）外箱部

６
．
劣
化
現
象

４）制御部

３）支持絶縁物

塗装剥離、発錆、腐食の状態

破損がある

油漏れの状態

(5)

配線・配線接続部の腐食の状態

過熱変色の状態

タンクの膨らみの状態

診
断
手
段

評　価　結　果

表2.2.9－Ａ　コンデンサ・直列リアクトル劣化診断手引き書（２／２）

Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

油漏れの状態を確認する

タンクの膨らみの状態を確認する

50

塗装の剥離、錆の発生、腐食の状態を確認する

破損がないか確認する

碍子部の亀裂､破損､変形の状態を確認する

過熱による変色の状態を確認する

配電盤全体の制御回路絶縁抵抗を５００Ｖメガーにて測定し､当該コンデンサ、直列
原因で基準値を満たさなかった場合､評価配分点を与える

配電盤全体の主回路絶縁抵抗を１０００Ｖメガーにて測定し､当該コンデンサ、直列
因で基準値を満たさなかった場合､評価配分点を与える

配線及び配線接続部の腐食の状態を確認する

碍子部(セメンチング部含む)の亀裂、破損、の状態

主回路と対地間
（1000Vﾒｶﾞｰ使用）

高圧用

100MΩ以上
絶縁抵抗
測定
(単体)
(相対湿度
 80%以下)

制御回路と対地間
（500Vﾒｶﾞｰ使用）

2MΩ以上

(9) (配電盤に含む）

（１００点換算評価）

計測（配電盤に含む）

10

計測

７．性能試験

①

評
価
ま
と
め

換算評価点合計

2
－
6
3



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する 評価表

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、盤への影響を確認する

配電盤内の汚れ状態を目視で確認する

５．稼働状況 10

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

４．生産中止
　製品対応

5

①

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

設備名称

診
　
断
　
手
　
段

設置場所

仕　　様

一次

診断実施者

評　価　結　果

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、生産中止品の有無確認する。次に主回路機
器及び保護継電器に生産中止品が有る場合、交換に改造を伴うか否か確認する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

調査

故障・事故の履歴がある

扉を開放し、盤内部の過熱臭、オゾン臭、ワニス臭などの異臭の状態を確認する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

１．経過年数
15≦K1＜20

20≦K1＜25

経過年数　（K1）

K1＜15

25≦K1

２．環境条件
塵埃の付着状況

製造者名

用　　途

評　価　日

製造年月

製造番号

項　　　目 Ｎｏ．
評価

配分点
Ａ

10

３．保全記録

評　　価　　項　　目

報
　
告
　
内
　
容

　　　　実　施　方　法

表2.2.10-A　配電盤劣化診断手引き書（１／２）

5

代替品なし、又は代替品において機能の確保は出来るが
改造を必要とする

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

10

5

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

① 評価表

2
－
6
4



用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 3 目視 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

③ 5 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 5 動作・目視 評価表・写真

⑤ 7 目視・触手 評価表・写真

⑥ 5 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表

② 3 目視 評価表

（小計） 86

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

② 9 計測 データ・評価表

③ 7 計測 データ・写真

（小計） 30

7点以上の
場合、D欄は
３0点

換算評価点合計

主回路の絶縁抵抗を、１０００Ｖメガーにて測定する。測定は、遮断器・断路器等によって区分し、
測定する（データに異常や疑義が無い限り、ケーブル外し等工具を用いての回路区分は行わない）

制御回路の絶縁抵抗を、500Ｖメガーにて測定する。測定は、回路一括で行う（電子機器等、５００
Ｖのメガーで損傷するものがあるため、事前に回路検討と試験前の現品確認を十分行う）

スーパホン、ウルトラホン等の部分放電測定器を用い、部分放電音の状態を確認する（対象盤全数実施）

サーモメータにより、過熱の状態を確認する

計測

盤外周の錆の状態、錆びによる欠落（穴が開く）がないかを確認する

扉・ハンドルの開閉を行い、スムースに動作するかを確認する

計測

引出機器について、実際に引出、挿入を行い、断路部の状態確認、シャッタを含めた動作の円滑
さ、インターロックの良否を確認する

フィルタ等にめずまりの状態を確認する

シーケンス試験を行い、補助開閉器、スイツチ類の接触不良または動作不良の有無確認する。
また、接触部、接点部を目視で確認し、荒れがないか確認する

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認
する

引出機器の接触部、断路部の腐食被膜の状態を確認する

主回路導体支持物のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

報
告
内
容

導体の過熱変色の状態を確認する。サーモラベルの貼り付けが有る場合、その変色の状態も確
認する

導体の破損、変形などの損傷、腐食の状態を確認する

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

点検窓、ドア等のパッキンにの傷・亀裂等の状態を確認する。雨水等の侵入の痕跡の状態を確認する

導体の塗装、メッキの変色または剥離の状態を確認する

評価表・写真動作・目視

冷却装置を手動で運転させ、異音、振動の状態を確認する

目視

制御機器の銀移行の発生の有無を確認する

制御回路部品に亀裂、破損、変形等の損傷の状態を確認する。又、制御回路端子台、ヒューズ、
抵抗等の破損、腐食、過熱変色の状態を確認する。使用期限の過ぎたヒューズは使用してない
か確認する

データ

データ

制御器具の湿潤、腐食、損傷の状態を確認する

配線及び配線接続部、端子台の腐食の状態を確認する

評価表・写真

7点の場合、D欄
は50点

３）支持
　絶縁物

２）主回路
導体部
（内部）

１）外箱部

②

亀裂、破損、変形などの損傷の状態

3

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

50

診
断
手
段

実　施　方　法
評　価　結　果

設置場所

６
．
劣
化
現
象

４）引出機構
部

切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している

冷却装置の異音、振動の状態

④

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

過熱変色の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、
スイッチ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

9

①
（1000Ｖメガー使用）

評価
配分点

Ａ

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態

扉、ハンドルがスムーズに動作しない

点検窓などのパッキン類に損傷の状態

評
価
ま
と
め

錆などによる欠落状態、腐食の状態

７．性能試験

５）制御部

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化の状態

６）付属品

配線接続部の腐食の状態

主回路部と対地間

冷却装置の目詰まりの状態

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以
下)

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態

部分放電測定

5
ＬＡ）などに摩耗、損傷または動作不良がある

評　　価　　項　　目

（１００点換算評価）

制御回路と対地間
5

（500Ｖメガー使用）

サーモメータによる測定で過熱がある

10

Ｎｏ．

主回路断路部、シャッタおよび引出機構（遮断器、ＰＴ、

接触部、断路部の腐食皮膜が生成の状態

絶縁物、碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

表2.2.10-A　配電盤劣化診断作手引き書（２／２）

項　　　目

2
－
6
5



形　　　式

定　　　格

天候 温度 湿度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

3

7

（小計） 14

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態を確認する

評価表

遮断器の汚れ状態を目視で確認する

度数計での回数確認する

評価表

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、構成部品の生産中止品の有無を確認する。
次に当該接触器が生産中止品か否かの確認と、今後の保守対応も確認する

報
　
告
　
内
　
容

実　施　方　法

聞き取り 完成図書､機器銘板等により調査する 評価表

診
断
手
段

10

10

調査5

調査

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、遮断器への影響を確認する

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

評価項目

5

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

開閉回数が多い

①

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

③

①

評価日

１００００回以上

№項目

一次

3.保全記録

2.環境条件

1.経過年数

4.生産中止製品対応

5.稼動状況 10

用　　途

製造年月

製造番号

5

7

仕　　様

診断実施者

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

塩害レベル

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改造を
必要とする。又,保守部品の供給、保守技術員の対応不可

故障・事故の履歴がある

５００００回以上

表2.2.11－Ａ　高圧電磁接触器劣化診断手引き書  （１／２）

設置場所

設備名称

製造者名

2
－
6
6



用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 2 目視 評価表・写真

② 2 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 5 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

② 5 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

② 5 動作･目視 評価表

① 3 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 5 動作･目視 評価表

④ 3 目視 評価表・写真

⑤ 7 目視・触手 評価表・写真

⑥ 5 目視 評価表・写真

（小計） 77

100MΩ以上 9 計測 データ

2MΩ以上 5 計測 データ

② 主回路抵抗測定 7 計測 データ

5 試験 データ

5 試験 データ

（小計） 31

１）外箱部

２）主回路端子
部

３）支持絶縁物
絶縁物､碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

（１００点換算評価）

①

操作機構の腐食､発錆､損傷の状態を確認する

7点の場合、D欄
は50点3

塗装剥離､発錆､腐蝕の状態

7点の場合、D欄
は３0点とする

換算評価点合計

主回路断路部の摩耗､メッキ剥がれ､損傷の状態

碍子､絶縁物の汚損､亀裂､破損の状態を確認する。

絶縁物のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

台車部などの表面の破損の状態を確認する

主回路断路部の過熱変色の状態を確認する

４）開閉部

破損がある

過熱変色の状態

開閉部の発錆の状態 開閉部の発錆の状態を確認する

開閉部の銀メッキの変色または損傷の状態を確認する

10

制御回路と対地間
(500Vﾒｶﾞｰ使用)

絶縁抵抗測定
(単体）
(相対湿度80%以下)

開閉動作試験
最低動作試験

開閉極時間測定

評
価
ま
と
め

６
．
劣
化
現
象

操作機構の腐食､発錆､損傷の状態

操作機構部の動作状態

インタロック機構の動作状態③

７．性能試験

③

主回路部と対地間
(1000Vﾒｶﾞｰ使用）

開閉部の銀メッキの変色または損傷の状態

５）機構部

６）制御部

表2.2.11－Ａ　 高圧電磁接触器劣化診断手引き書  （ ２／２）

設置場所

提
出
資
料

診
断
手
段

実　施　方　法
評　価　結　果

項目 № 評価項目
評価

配分点
Ａ

動作電圧測定器を使用し、操作電圧を変化させ、投入又は遮断する最低電圧を測定する

電磁接触器本体のインターロックリミットSWの動作確認、電磁接触器本体と盤の組み合わせで
インターロック機構が正常に機能を有しているか確認する

配線接続部の腐蝕の状態を確認する

制御機器類の銀移行の発生の有無を確認する

制御器具の発錆および腐食の状態を確認する

補助継電器，スイッチ類を動作させ､接触不良または動作不良がないかを確認する

主回路抵抗測定器を使用し、直流電流を通電し電圧降下法、またはその他の方法で抵抗値を測定する

目視及び触手にて、制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

制御回路部品の亀裂，破損，変形等の損傷の状態を確認する

開閉特性試験装置を使用し、投入、遮断特性時間を測定する

制御回路の絶縁抵抗を、500Ｖメガーにて測定する

配線接続部の腐食の状態

制御器具の湿潤､発錆および腐食の状態

50

主回路断路部の摩耗､メッキ剥がれ､損傷の状態を確認する

主回路導体支持物等の亀裂､破損､変形などの損傷の状態

電磁接触器動作開閉時､機構部の動作状況を確認する

台車部などの表面の塗装剥離､発錆､腐蝕の状態を確認する

補助接触子，補助リレーなどに銀移行が発生している

制御回路部品の亀裂､破損､変形等の損傷の状態

評価表

補助継電器，電磁接触器，補助開閉器，スイッチ類の接点の荒
れ、接触または動作不良がある

主回路の絶縁抵抗を１０００Ｖメガーにて測定する

制御配線の被覆変質､芯線の腐食･素線切れ､
絶縁物の劣化の状態

動作･目視

2
－
6
7



形　　　式

定      格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

評価表聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する

20≦K1＜25

ＰＡＳの汚れ状態を目視で確認する

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態を確認する

調査
製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、代替品の確認をし交
換に改造を伴うか否か確認する

５．稼働状況

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

４．生産中止
　製品対応

①
10

10過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態

5

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

一次

Ｎｏ．

３．保全記録

１．経過年数

項　　　目

①

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

故障・事故の履歴がある

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

診断実施者

仕　　　様　

用　　途

２．環境条件

塩害レベル

5
腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

評価
配分点

Ａ

設備名称

報
　
告
　
内
　
容

評　価　日

製造年月

製造番号

製造者名

評　　価　　項　　目

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

10

5

　　　　実　　　　施　　　　方　　　　法

診
　
断
　
手
　
段

表2.2.12ｰA 高圧気中開閉器（ＰＡＳ）劣化診断手引き書（１／２）

評　価　結　果

設置場所

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、ＰＡＳへの影響を確認する

評価表

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

2
－

6
8



用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7 目視 評価表・写真

② 2 目視 評価表・写真

③ 2 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

① 手動投入,手動引外しが重い 5 動作・目視 評価表・写真

② 操作機構の腐食,発錆、磨耗の状態 3 目視 評価表・写真

③ 調整寸法が基準値を外れている（指針が正常位置か） 5 目視 評価表・写真

④ 摺動部の潤滑油切れ,固化の状態 3 目視 評価表・写真

⑤ スプリング類や機構部材の変形,摩耗,発錆の状態 3 目視 評価表・写真

⑥ インターロック機構に不具合がある 5 動作・目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 5 目視・触手 評価表・写真

④ 3 目視 評価表・写真

⑤ 7

⑥ 5

① 7 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

（小計） 92

② 9 計測 ﾃﾞｰﾀ・評価表

③ 7 計測 データ

（小計） 16

換算評価点合計

7点の
場合、
Ｄ欄は
５０点

7点以
上の場
合、Ｄ
欄は３
０点

フレームの腐食の状態を確認する

破損がある フレームの破損の状態を確認する

報
告
内
容

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果
診
断
手
段

実　　　施　　　方　　　法

設備名称

評
価
ま
と
め

主回路抵抗測定

（１００点換算評価）

７．性能試験

部分放電測定

(5)
（500Ｖメガー使用）

(9)

50

10

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

手動操作を行い、投入、引外しの状態を確認する

スーパホン、ウルトラホン等の部分放電測定器を用い、部分放電音の有無診断する

操作機構部、連結部に腐食、発錆、損傷の状態を確認する

指針の位置を確認する

機構部材の変形,摩耗,発錆の状態を確認する

主回路抵抗を、直流電流通電またはその他方法により測定する

計測

配電盤に含む

配電盤に含む
配電盤全体の制御回路絶縁抵抗を、５００Ｖメガーにて測定し、当該高圧気中開閉器が原因で基準値を
満たさなかった場合、評価配分点を与える

配電盤全体の主回路絶縁抵抗を、１０００Ｖメガーにて測定し、当該高圧気中開閉器が原因で基準値を
満たさなかった場合、評価配分点を与える

計測

テストボタンを押して開閉器が開放するか

ターゲットは、正常に表示するか

腐食の状態

６
．
劣
化
現
象

絶縁物，碍子などのコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

制御配線の被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化
の状態

１）外箱部

塗装剥離、発錆の状態

６）地絡
　継電器

①
絶縁抵抗測定
（単体）
(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間 　
100ＭΩ以上（1000Ｖメガー使用）

　
２MΩ以上

制御回路と対地間

２）外部端子部

３）支持絶縁物

過熱変色の状態

絶縁物，碍子の亀裂、破損、変形などの損傷の状態

表2.2.12ｰA 高圧気中開閉器（ＰＡＳ）劣化診断手引き書（２／２）

評価表・写真

配線及び配線接続部、端子台の腐食の状態を確認する

制御器具に湿潤、腐食、損傷の状態を確認する

制御回路部品に亀裂、破損、変形等の損傷の状態を確認する。又、制御回路端子台、抵抗等に破損、
腐食、過熱変色の状態を確認する

目視及び触手にて、制御機器の接点の劣化状況、又、手動動作で動作がスムーズかを確認する。及
び、PAS動作時、制御機器に不具合現象が無いか確認する

ＰＡＳの手動及び電動操作のインターロックの不具合の状態を確認する

主回路導体支持物のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

主回路導体支持物等の亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

フレームの塗装の剥離、発錆の状態を確認する

データ

データ

テストボタンにて操作し、動作がスムーズであるか確認する

ターゲット操作時動き状態を確認する

主回路接続部の過熱変色の状態を確認する

５）制御部

配線接続部の腐食の状態

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

補助継電器、配線用遮断器、電磁接触器、補助開閉器、スイツ
チ類の接点の荒れ、接触または動作不良がある

制御回路部品の亀裂、破損、変形等の損傷の状態

補助開閉器、スイッチ類などに銀移行が発生している

摺動部の潤滑油の劣化状態を確認する
４）機構部

目視・触手

2
－

6
9



型　式

定　格

天候 温度

℃

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査

② 3 聞き取り

③ 3 目視

（小計） 9

① 2 聞き取り

② 5 聞き取り

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚

② 5 臭覚

（小計） 10

① 3 目視

② 5 目視

① 5 目視

① 7 目視

② 7 目視

（小計） 27

①

絶縁抵抗測定
(単体)
相対湿度
80%以下

(9） 計測

（小計） 0 10

7点の場合、D欄
は50点

避雷器の汚れ状態を目視で確認する

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、当該器が生産中止品の場合、代替品
を伴うか否か確認する

7点以上の場合、
Ｄ欄は３０点

換算評価点合計

碍子部のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

50

フレームの破損の状態

表2.2.13-A　避雷器劣化診断手引き書（１／１）

３．保全記録 5

評　価　結　果

①

経過年数　（K1）

設置場所

設備名称

用　　途

６
．
劣
化
現
象

３）
支持絶縁物

４．生産中止
　製品対応

２）
主回路端子

５．稼働状況

１）外箱部

10過熱臭、オゾン臭など異臭の状態

5
代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

一次

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

10
①

評価
配分点

Ａ

K1＜15

15≦K1＜20

塵埃の付着状況

項　　　目

製造者名

製造番号

製造年月

（１００点換算評価）

100MΩ以上 配電盤に含む

評　　価　　項　　目

フレームのメッキ剥離､塗装剥離､発錆､腐食の状態

端子部の過熱変色の状態

碍子部の亀裂､破損､変形の状態

評
価
ま
と
め

主回路と大地間
（1000Vﾒｶﾞｰ使用）７．性能試験

評価日

％

湿度 診断実施者

仕　様

Ｎｏ．

２．環境条件

塩害レベル

１．経過年数

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

故障・事故の履歴がある

20≦K1＜25

25≦K1

5
腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

10

フレームの破損がないか確認する

碍子部のコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

端子部の過熱による変色の状態を確認する

碍子部の亀裂､破損､変形の状態を確認する

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態を確認する

過熱臭、オゾン臭など異臭の状態を確認する

フレームのメッキ剥離､塗装剥離､発錆､腐食の状態を確認する

配電盤全体の主回路絶縁抵抗を１０００Ｖメガーにて測定し､当該避雷器が原因で基準値
評価配分点を与える

調査

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、避雷器への

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

診
断
手
段

実　施　方　法

聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する

ﾌﾚｰﾑﾌﾚｰﾑ

2
－
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm2以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ

/cm2以下）

重汚損地区（０．０
６超過～０．１２ｍｇ

/cm
2
以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ

ｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施
され、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、
塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理歴
あり

5 修理交換記録なし

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（制御
回路）

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（主回
路）

４
生産
中止
品

5
生産中止製品なし
又は、改造無しで
代替品に交換可能

代替品はあるが交換に
改造を伴う（制御回路）

代替品なし、又は代替
品はあるが交換に改造
を伴う（主回路）

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生

ビビリ音、うなり音など
の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）してい
るような臭気

①塗装剥離、発
錆

2 新品と同等である
塗装剥離、錆の
発生あり

②腐食 2 新品と同等である
腐食はないが新品
と同等とはいえな
い

腐食あり

③破損がある 2 新品と同等である 破損あり

①導体支持物
の損傷

7 新品と同等である
損傷はないが新品
と同等とはいえな
い

軽微な亀裂,破損,変形
などの損傷あり

機能に影響する亀
裂,破損,変形などの
損傷あり

②絶縁物、碍子
のコロナ放電
痕、トラッキング
痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキン
グ痕はないが新品
同等とはいえない

軽微なコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

コロナ放電痕,トラッキン
グ痕あり

機能に影響するコロ
ナ放電痕,トラッキン
グ痕あり

①接触部に腐
食皮膜

5 新品と同等である
腐食皮膜はないが
新品同等とはいえ
ない

軽微な腐食皮膜あり
通電性能に影響する腐
食皮膜あり

②接触子の磨
耗、損傷

5 新品と同等である
摩耗、損傷はない
が新品同等とはい
えない

接触面の３０％未満に
磨耗、損傷あり

接触面の３０％以上に
磨耗、損傷あり

③接触子の接
触状態

5 新品と同等である
接触状態は良い
が新品同等とはい
えない

片接触またはワイプ不
足

片接触でかつワイプ不
足

④過熱変色の
程度

7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

軽微な過熱の変色あり
過熱の変色あり
サーモラベルの変色あ
り

機能に影響する過
熱変色あり

①腐食、発錆、
損傷の程度

3 新品と同等である
腐食皮膜はないが
新品同等とはいえ
ない

軽微な腐食皮
膜あり

湿潤,腐食,損傷あり

②インターロック
機構に不具合

5 新品と同等である
インターロック機構の動
きがスムーズでない

インターロックに
不具合あり

①配線接続部
の腐食

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具の
湿潤、腐食、発
錆

3 新品と同等である
軽微な湿潤,腐食,
発錆あり

湿潤,腐食,発錆あり

③制御回路部
品の亀裂、破
損、変形等の損
傷

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破
損、変形等の損傷
あり

亀裂、破損、変形等の
損傷あり

④制御配線の
変質、劣化

7 新品と同等である
軽微な変質または
芯線の腐食あり

変質または芯線の腐食
あり

固化、ひび割れ等の変
質あり

機能に影響する変質
または腐食あり

主回路と対地間 9

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

５００MΩ以下 100MΩ以下

制御回路と対地 5

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

２MΩ以下

9 異常なし
絶縁物からのコロナ
発生

絶縁物からの可聴音
コロナ発生

7
判定基準値以内
(増加傾向なし)

判定基準値以内
(増加傾向あり、判定基
準値の89％以下)

判定基準値以内
(増加傾向あり、判定基
準値の90％以上)

判定基準値を超え
ている

表2.2.1-B 断路器劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録

評価項目
配
分
点

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス

③塵埃付着

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

６

①代替品有無

４）機構
部

稼働
状況

②異臭

①異音

５）制御
部

７

No.

２

5

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

②部分放電測定

③主回路抵抗測定

劣化
現象

1)フレー
ム

3）主回路

2）支持絶
縁物
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満
15年以上20年未
満

20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm2以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ

/cm2以下）

重汚損地区（０．０６
超過～０．１２ｍｇ

/cm
2
以下）

超重汚損地区（０．

１２ｍｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガ
スによる著しい変
色が認められる（銀
メッキの剥離、変
色、接点の黒化な
ど）

3

年次点検で塵埃の
清掃が確実に実
施され、軽微の塵
埃

年次点検で塵埃の
清掃が実施されて
いるが、塵埃付着
多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理歴あ
り

5 修理交換記録なし

故障・事故による
修理・交換の履歴
あり（制御回路）

故障・事故による
修理・交換の履歴
あり（主回路）

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし
又は、改造無しで
代替品に交換可
能

代替品あるが、交
換に改造を伴う
(制御回路)

代替品なし、又は
代替品はあるが交
換に改造を伴う
(主回路)

5 異音なし
軽微なビビリ音、う
なり音などの発生
あり

ビビリ音、うなり音
などの発生あり

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損しているような
臭気

①塗装剥離、発
錆、腐食

2 新品と同等である
塗装剥離､発錆､
腐食あり

②破損 2 新品と同等である 破損あり

③油漏れ 7 新品と同等である
油漏れはないが新
品同等とはいえな
い

軽微な油漏れあり
油漏れが進行す
れば絶縁・冷却性
能の低下の懸念

油漏れ著しく、
絶縁・冷却性能
の低下の懸念

２）外部
端子部

①過熱変色 7 新品と同等である
変色はないが新
品同等とはいえな
い

軽微な過熱の変色
あり

過熱の変色あり
サーモラベルの変
色あり

機能に影響する
過熱変色あり

３）ブッシ
ング部

①碍子部に亀裂、
破損､変形
(ｾﾒﾝﾁﾝｸﾞ部含)

7 新品と同等である
亀裂,破損､変形は
ないが新品同等と
はいえない

軽微な亀裂､破損､
変形などの損傷あ
り

絶縁性能に影響
のある亀裂､破損､
変形などの損傷あ
り

絶縁性能に大き
く影響のある亀
裂､破損､変形な
どの損傷あり

４）制御
部

①配線、配線接続
部の腐食

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

５）付属
品
・補機類

①温度計などの破
損、発錆、腐食

3 新品と同等である

目視では破損、発
錆、腐食はない
が､新品と同等とは
いえない

破損、発錆、腐食
あり

各巻線間と対地間 (9)

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内である
が、測定値のトレン
ドが低下傾向にあ
る

判定基準内である
が、トレンドから、
判定基準を外れる
恐れあり

３５MΩ以下

制御回路と対地間 (5)

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内である
が、測定値のトレン
ドが低下傾向にあ
る

２MΩ以下

7 新品と同等である

絶縁破壊電圧基
準値内であるが､
新品と同等とはい
えない

絶縁破壊電圧は
基準値の下限に
近い

絶縁破壊電圧
は基準値以下で
ある

9 新品と同等である
要注意レベルで
ある

異常レベルであ
る

稼働
状況

①異音

②異臭

性
能
試
験

①絶縁
抵抗測
定

③油中ガス分析

劣化
現象

1)外箱部
・放熱器

②絶縁油の絶縁破壊電圧測
定

６

７

No.

２

5

配
分
点

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス

評価項目

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

①代替品有無

③塵埃付着

表2.2.2－B　油入変圧器劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm2以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ

/cm2以下）

重汚損地区（０．０６
超過～０．１２ｍｇ

/cm
2
以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ

ｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施
され、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、
塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理歴あ
り

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理・
交換の履歴あり（制御
回路）

故障・事故による修
理・交換の履歴あり
（主回路）

４
生産
中止
品

5
生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可能

代替品なし、又は代替
品はあるが交換に改
造を伴う

5 異音なし
ビビリ音、うなり音などの
発生

コロナ音の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損しているような
臭気

１）外部
端子部

①過熱変色 7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

過熱の変色あり 過熱の変色著しい
性能に影響する過
熱変色あり

２）鉄心
部

①腐食、発錆 3 新品と同等である
腐食、発錆はない
が新品同等とはい
えない

軽微な腐食､発錆あり

①絶縁物の損
傷

7 新品と同等である
亀裂､破損､変形
はないが新品同等
とはいえない

軽微な亀裂､破損､変形
あり

絶縁性能に影響する
亀裂､破損､変形あり

絶縁性能に大きく
影響する亀裂､破
損､変形あり

②絶縁物、碍子
のコロナ放電
痕、トラッキング
痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキン
グ痕はないが新品
同等とはいえない

軽微なコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

絶縁性能に影響す
るコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

③絶縁物の緩
み，ずれ

3 新品と同等である
軽微な緩み、ス
ペーサのずれあり

性能に影響のある緩
み、スペーサのずれあ
り

４）制御
部

①配線、配線接
続部の腐食

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

５）付属
品

・補機類

①無電圧タップ
切換に変色

7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

軽微な過熱による変色
がある

過熱による変色がある
性能に影響のある
過熱変色あり

各巻線間と対地
間

(9)

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

判定基準内であるが、
トレンドから、判定基準
を外れる恐れあり

２０MΩ以下

制御回路と対地
間

(5)

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

２MΩ以下

(9)
絶縁物からの
コロナ発生

絶縁物からの可聴音コ
ロナ発生

②部分放電測定

評価項目

３）支持
絶縁物

②異臭

稼働
状況

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

③塵埃付着

①経過年数

①故障・事故履歴

７

No.

２

5

②修理・交換記録

6

①異音

劣化
現象

①代替品有無

３
保全
記録

①塩害レベル

②腐食性ガス

表2.2.3－B　モールド変圧器劣化診断評価点基準

評価点

環境
条件

配
分
点
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0 1 2 3 4 5 6 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上25
年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０３ｍｇ
/cm2以下）

中汚損地区（０．０３
超過～０．０６ｍｇ
/cm2以下）

重汚損地区（０．０６超
過～０．１２ｍｇ/cm2以
下）

超重汚損地区（０．１２
ｍｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の清
掃が確実に実施され、
軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清
掃が実施されている
が、塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし 事故歴、修理歴あり

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理
交換の履歴あり（制御
部品）

故障・事故による修理
交換の履歴あり（主回
路部品）

7 100回未満 1,000回未満 1,000回以上 3,000回以上

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし又
は、改造なしで代替品
に交換可能、又、保守
技術員の対応可

保守部品代替器あり
（一部改造を伴う）又、
保守技術員の対応可

保守部品、代替品に
て機能の確保はでき
るが、改造を必要とす
る。又は、保守技術員
の対応不可

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生

ビビリ音、うなり音など
の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）してい
るような臭気

①塗装剥離、発錆 2 劣化なし
塗装剥離、錆の発生あ
り

②破損 2 破損なし 破損あり

①過熱変色 7 新品と同等である
変色はないが新品同
等とはいえない

軽微な過熱の変色あり
過熱の変色あり
サーモラベルの変色
あり

②亀裂、破損、変形など
の損傷

5 新品と同等である
亀裂,破損,変形はな
いが新品同等とはい
えない

軽微な亀裂、破損、変
形などの損傷あり

亀裂、破損、変形など
の損傷あり

①導体支持物の損傷 7 新品と同等である
損傷はないが新品と
同等とはいえない

軽微な亀裂,破損,変形
などの損傷あり

②絶縁物、碍子のコロナ
放電痕、トラッキング痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキング
痕はないが新品同等
とはいえない

軽微なコロナ放電痕,
トラッキング痕あり

①接触部・断路部の変
色・損傷

5 新品と同等である
腐食皮膜はないが新
品同等とはいえない

軽微な腐食皮膜あり
通電性能に影響する
腐食皮膜あり

②真空バルブの接点の
消耗

7 接点消耗はない
消耗量が基準値の３
０％以内

消耗量が基準値の３
０％を越えている

③真空バルブフランジの
発錆

3 新品と同等である
軽微な発錆が認められ
る

真空シールに影響を
及ぼす発錆が認めら
れる

①操作機構の腐食・発
錆・摩耗

3 新品と同等である 軽微な発錆,摩耗あり 発錆,摩耗あり

②操作機構部の動作、
油脂類の劣化

5 新品と同等である
グリース、油脂類の
劣化あり

動作不具合あり

③インターロック機構の
動作

3 新品と同等である
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ機構が正常
な機能を発揮できない

①配線接続部の腐食 3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具の湿潤、発
錆、および腐食

3 新品と同等である
軽微な湿潤,腐食,発
錆あり

湿潤,腐食,発錆あり

③補助継電器、配線用
遮断器、電磁接触器、補
助開閉器、ｽｲｯﾁ類に接
触不良または動作不良

5 新品と同等である
軽微な接点の荒れあ
り

接点の荒れあり
シーケンス試験が正
常に終了しない

④制御回路部品に亀
裂、破損、変形等の損傷

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破損、
変形等の損傷あり

亀裂、破損、変形等の
損傷あり

⑤制御配線の被覆変
質、芯線の腐食・素線切
れ、絶縁物の劣化

7 新品と同等である
軽微な変質または芯
線の腐食あり

変質または芯線の腐食
あり

固化、ひび割れ等の
変質あり

⑥切替スイッチ、電磁接
触器などに銀移行の発
生

5 新品と同等である 銀移行の発生あり

　主回路と対地間 9
判定基準内であり、測
定値のトレンドも低下傾
向にない

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

５００MΩ以下 １００MΩ以下

　制御回路と対地 5
判定基準内であり、測
定値のトレンドも低下傾
向にない

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

２MΩ以下

7
判定基準値以内
（増加傾向なし）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基
準値の89％以下）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定
基準値の90％以上）

9 耐電圧良 耐電圧不良

5
判定基準値以内（前回
と変化なし）

判定基準値以内（前回
より特性変化（遅れ）が
見られる

判定基準値以内（前
回と大幅に変化してい
る）

機能に影響する過熱
変色がある

機能に影響する亀
裂,破損,変形などの
損傷あり

判定基準値を超えて
いる

機能に影響する変質
または腐食が認めら
れる

機能に影響するコロ
ナ放電痕,トラッキン
グ痕あり

消耗量が基準値を超
えている

5,000回以上

６
劣化
現象

６）制御
部

３
保全
記録

①故障・事故履歴

２）主回
路端子
部

②異臭

性
能
試
験

①絶縁
抵抗測
定

②主回路抵抗測定

③真空度チェック

④開閉動作試験

環境
条件

1)外箱部

②修理・交換記録

③塵埃付着

①塩害レベル

②腐食性ガス

③開閉回数が多い

７

No.

５

①代替品、保守部品、保守技術員
の対応

３）支持
絶縁物

４）開閉
部

稼動
状況

①異音

２

５）機構
部

①経過年数

表2.2.４-B　真空遮断器劣化診断評価点基準

評価点

評価項目
配
分
点 7
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上25年
未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０
３ｍｇ/cm2以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ
/cm2以下）

重汚損地区
（０．０６超過
～０．１２ｍｇ
/cm2以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ
ｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施
され、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、塵
埃付着多い

2 故障、事故歴なし
機微な事故
歴、修理歴あ
り

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理
交換の履歴あり（制御
部品）

故障・事故による修理
交換の履歴あり（主回
路部品）

7 100回未満 1,000回未満 1,000回以上 3,000回以上 5,000回以上

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可
能、又、保守技術
員の対応可

保守部品代替器あり
（一部改造を伴う）又、
保守技術員の対応可

保守部品、代替品にて
機能の確保はできる
が、改造を必要とす
る。又は、保守技術員
の対応不可

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生

ビビリ音、うなり音など
の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）してい
るような臭気

①塗装剥離、発錆 2 劣化なし
塗装剥離、錆
の発生あり

②破損 2 破損なし 破損あり

①過熱変色 7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

軽微な過熱の変色あり
過熱の変色あり
サーモラベルの変色
あり

機能に影響する
過熱変色あり

②亀裂、破損、変形など
の損傷あり

5 新品と同等である
亀裂,破損,変形は
ないが新品同等と
はいえない

軽微な亀裂、破損、変
形などの損傷あり

亀裂、破損、変形など
の損傷あり

①導体支持物の損傷 7 新品と同等である
損傷はないが新品
と同等とはいえな
い

軽微な亀裂,破損,変形
などの損傷あり

機能に影響する
亀裂,破損,変形
などの損傷あり

②絶縁物、碍子のコロナ
放電痕、トラッキング痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキン
グ痕はないが新品
同等とはいえない

軽微なコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

機能に影響する
コロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

①接触部・断路部の変
色・損傷

5 新品と同等である
腐食皮膜はないが
新品同等とはいえ
ない

軽微な腐食皮膜あり
通電性能に影響する
腐食皮膜あり

②接触子に磨耗、損傷 7 接点消耗はない
消耗量が規定値の30%
以内

消耗量が規定値の30%
以上

消耗量が規定値
を超えている

③消弧室、ノズルに磨
耗・損傷

5 新品と同等である 軽微は磨耗・損傷あり 磨耗・損傷あり

①操作機構に腐食・発
錆・摩耗

3 新品と同等である
軽微な発錆,摩耗
が認められる

発錆,摩耗が認められる

②操作機構部の動作
油脂類の劣化

5 新品と同等である
グリース、油脂類の
劣化が認められる

動作不具合あり

③インターロック機構の
動作

3 新品と同等である
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ機構が正常な
機能を発揮できない

①配線接続部腐食してい
る

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具が湿潤、発
錆、および腐食している

3 新品と同等である
軽微な湿潤,腐食,
発錆あり

湿潤,腐食,発錆あり

③補助継電器、配線用
遮断器、電磁接触器、補
助開閉器、ｽｲｯﾁ類に接
触不良または動作不良が
ある。

5 新品と同等である
軽微な接点の荒れ
あり

接点の荒れあり
シーケンス試験が正常
に終了しない

④制御回路部品に亀裂、
破損、変形等の損傷があ
る。

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破
損、変形等の損傷
あり

亀裂、破損、変形等の
損傷あり

⑤制御配線に被覆変質、
芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化がある

7 新品と同等である
軽微な変質または
芯線の腐食あり

変質または芯線の腐食
あり

固化、ひび割れ等の
変質あり

機能に影響する
変質または腐食
が認められる

⑥切替スイッチ、電磁接
触器などに銀移行が発生
している

5 新品と同等である 銀移行の発生あり

主回路と対地間 9

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

５００MΩ以下 １００MΩ以下

制御回路と対地 5

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

制御回路
２MΩ以下

7
判定基準値以内
（増加傾向なし）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基
準値の89％以下）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定
基準値の90％以上）

判定基準値を外
れている

5
判定基準値以内
（前回と変化なし）

判定基準値以内（前回
より特性変化（遅れ）が
見られる

判定基準値以内（前回
と大幅に変化してい
る）

６
劣化
現象

６）制御
部

２）主回
路端子部

②異臭

５）機構
部

1)外箱部

４）開閉
部

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

②主回路抵抗測定

③開閉動作試験

②腐食性ガス

３
保全
記録

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

③塵埃付着

③開閉回数が多い

７

No.

５

①代替品、保守部品、保守技術員
の対応

３）支持
絶縁物

稼動
状況

①異音

２
環境
条件

①塩害レベル

①経過年数

表2.2.5－B　油遮断器劣化診断評価点基準

評価点

評価項目
配
分
点
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上25年
未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０
３ｍｇ/cm2以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ
/cm2以下）

重汚損地区
（０．０６超過
～０．１２ｍｇ
/cm2以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ
ｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

5
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施
され、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、
塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし
機微な事故
歴、修理歴あ
り

事故歴、修理歴あり

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理
交換の履歴あり（制御
部品）

故障・事故による修理
交換の履歴あり（主回
路部品）

7 100回未満 1,000回未満 1,000回以上 3,000回以上 5,000回以上

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可
能、又、保守技術
員の対応可

保守部品代替器あり
（一部改造を伴う）又、
保守技術員の対応可

保守部品、代替品に
て機能の確保はできる
が、改造を必要とす
る。又は、保守技術員
の対応不可

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生

ビビリ音、うなり音など
の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）してい
るような臭気

①塗装剥離、発錆 2 劣化なし
塗装剥離、錆
の発生あり

②破損 2 破損なし 破損あり

①過熱変色 7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

軽微な過熱の変色あり
過熱の変色あり
サーモラベルの変色
あり

機能に影響する
過熱変色あり

②亀裂、破損、変形など
の損傷あり

5 新品と同等である
亀裂,破損,変形は
ないが新品同等と
はいえない

軽微な亀裂、破損、変
形などの損傷あり

亀裂、破損、変形など
の損傷あり

①導体支持物の損傷 7 新品と同等である
損傷はないが新品
と同等とはいえな
い

軽微な亀裂,破損,変形
などの損傷あり

機能に影響する
亀裂,破損,変形
などの損傷あり

②絶縁物、碍子のコロナ
放電痕、トラッキング痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキン
グ痕はないが新品
同等とはいえない

軽微なコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

機能に影響する
コロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

①接触部・断路部の変
色・損傷

5 新品と同等である
腐食皮膜はないが
新品同等とはいえ
ない

軽微な腐食皮膜あり
通電性能に影響する
腐食皮膜あり

②接触子に磨耗・損傷 7 接点消耗はない
消耗量が規定値の30%
以内

消耗量が規定値の
30％以上

消耗量が規定値
を超えている

③消弧室、ノズルに磨
耗・損傷

5 新品と同等である 軽微は磨耗・損傷あり 磨耗・損傷あり

①操作機構に腐食・発
錆・摩耗

3 新品と同等である
軽微な発錆,摩耗
あり

発錆,摩耗あり

②操作機構部の動作
油脂類の劣化

5 新品と同等である
グリース、油脂類の
劣化あり

動作不具合あり

③インターロック機構の
動作

3 新品と同等である
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ機構が正常
な機能を発揮できない

①配線接続部が腐食し
ている

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具が湿潤、発
錆、および腐食している

3 新品と同等である
軽微な湿潤,腐食,
発錆あり

湿潤,腐食,発錆あり

③補助継電器、配線用
遮断器、電磁接触器、補
助開閉器、ｽｲｯﾁ類に接
触不良または動作不良
がある。

5 新品と同等である
軽微な接点の荒れ
あり

接点の荒れあり
シーケンス試験が正常
に終了しない

④制御回路部品に亀裂、
破損、変形等の損傷があ
る。

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破
損、変形等の損傷
あり

亀裂、破損、変形等の
損傷あり

⑤制御配線に被覆変質、
芯線の腐食・素線切れ、
絶縁物の劣化がある

7 新品と同等である
軽微な変質または
芯線の腐食あり

変質または芯線の腐食
あり

固化、ひび割れ等の
変質がある

機能に影響する
変質または腐食
あり

⑥切替スイッチ、電磁接
触器などに銀移行が発
生している

5 新品と同等である 銀移行の発生あり

主回路と対地間 9

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

５００MΩ以下 １００MΩ以下

制御回路と対地 5

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

２MΩ以下

7
判定基準値以内
（増加傾向なし）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基
準値の89％以下）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定
基準値の90％以上）

判定基準値を外
れている

5
判定基準値以内
（前回と変化なし）

判定基準値以内（前回
より特性変化（遅れ）が
見られる

判定基準値以内（前
回と大幅に変化してい
る）

表2.2.6-B　磁気遮断器劣化診断評価点基準

評価点

評価項目
配
分
点

７

No.

５

代替品、保守部品、保守技術員の
対応

３）支持
絶縁物

稼動
状況

①ビビリ音、うなり音、コロナ音など
の異音がある。

２
環境
条件

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス

３
保全
記録

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

③塵埃付着

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

②主回路抵抗測定

③開閉動作試験

６
劣化
現象

６）制御
部

③開閉回数が多い

２）主回
路端子部

②過熱臭、オゾン臭などの臭気があ
る

５）機構
部

1)外箱部

４）開閉
部
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０３ｍｇ

/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０３超

過～０．０６ｍｇ/cm
2
以

下）

重汚損地区（０．０６超過

～０．１２ｍｇ/cm
2
以下）

超重汚損地区（０．１２

ｍｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の清
掃が確実に実施され、
軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清
掃が実施されている
が、塵埃付着多い

３
保全
記録

2 修理交換記録なし 過去に修理履歴あり

４
生産
中止
品

5 生産中止でない
代替品にて機能を交
換できるが改造を伴う

5 異常なし
軽微な振動音・修理要
（次回点検時）

振動音・修理要
（今回点検時原因調
査）

5 異常なし 軽微な異臭
過熱（コイル等）してい
るような臭気あり

5 新品と同様である
亀裂,損傷はないが新
品同等ではない

はんだ部に軽微な亀
裂の兆候がある

はんだ部が大きく亀裂
または損傷している

3 新品と同等である
破損はないが新品同
等とはいえない

軽微な損傷あり

5 新品と同等である
荒れ,変色,変形はない
が新品同等とはいえな
い

軽微な荒れ、変色など
の劣化あり

接点の荒れ、変色、変
形などの劣化が著しい

5 新品と同等である
動作･復帰はスムーズ
であるが、新品と同等
でとはいえない

スムーズに動作しない
ことがある

動作または復帰に異
常あり

5 新品と同等である
緩み,変形はないが新
品同等とはいえない

軽微な緩みや変形あり 緩みや変形あり

5 新品と同等である
変形,割れはないが新
品同等とはいえない

軽微な変形や割れあり 変形や割れあり

①絶縁抵
抗測定

配電盤制御回
路一括

5
判定基準内であり、測
定値のトレンドも低下
傾向にない

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

制御回路（1面当たり）
2MΩ以下

②動作特
性

Ｒｙ単体 9
動作値または復帰値
が管理値内である

動作値または復帰値
が管理値近辺である

動作値または復帰値
が管理値を外れている

①はんだ部の亀裂，損傷

性
能
試
験

６
劣化
現象

７

②カバーの破損

③接点の荒れ、変色、変形

④表示器などの動作・復帰

⑥回路部品

⑤整定タップ

５

評価項目

③塵埃付着

①修理・交換記録

①異音

②異臭

①代替品有無

稼働
状況

表2.2.7-B　保護継電器劣化診断評価点基準
評価点

環境
条件

配
分
点

①経過年数

①塩害地域

②腐食性ガス

No.

２

2
－

7
7



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０３超

過～０．０６ｍｇ/cm
2
以

下）

重汚損地区（０．０
６超過～０．１２ｍ

ｇ/cm2以下）

超重汚損地区（０．１２

ｍｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3

年次点検で塵埃
の清掃が確実に
実施され、軽微の
塵埃

年次点検で塵埃の清
掃が実施されている
が、塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理歴
あり

5 修理交換記録なし

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（制御
回路）

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（主回
路）

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可
能

代替品なし、又は代替
品はあるが交換に改造
を伴う

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生あり

ビビリ音、うなり音など
の発生あり

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損しているような
臭気

7 異常なし 軽微な変色あり
軽微な亀裂、破損、変
形等の損傷あり

変形、ひび割れ等の
変質あり

著しい変形、ひび
割れ等の変質あり

5 異常なし
塵埃付着し軽微な変色
あり

軽微な腐食あり 腐食あり

主回路と対地
間

9

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

５００MΩ以下 100MΩ以下

制御回路と対
地

5

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

２MΩ以下

①モールド部の変色,変
形,亀裂等の損傷

②端子接続部の過熱，変
色

劣化
現象

①絶縁
抵抗測
定

性
能
試
験

No.

２

5

７

６

表2.2.8-B　計器用変成器劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録

評価項目
配
分
点

③塵埃付着

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス

稼働
状況

②異臭

①異音

①代替品有無

2
－
7
8



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上　25年
未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０３

ｍｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ

/cm
2
以下）

重汚損地区（０．０
６超過～０．１２ｍｇ

/cm2以下）

超重汚損地区（０．１２

ｍｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施
され、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清
掃が実施されている
が、塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理歴
あり

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理・
交換の履歴あり
（制御回路）

故障・事故による修
理・交換の履歴あり
（主回路）

４
生産
中止
品

5
生産中止製品なし
又は、改造なしで代
替品に交換可能

代替品にて機能の確
保はできるが、改造を
必要とする。

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生あり

ビビリ音、うなり音など
の発生あり

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損しているような
臭気

①塗装剥離、発
錆、腐食

2 新品と同等である
塗装剥離､発錆､
腐食あり

②破損 2 新品と同等である 破損あり

③油漏れ 7 新品と同等である
油漏れはないが
新品同等とはいえ
ない

軽微な油漏れあり 油漏れあり
油漏れにより、絶
縁・冷却性能の低
下の懸念

④タンクの膨らみ 7 新品と同等である
目視では膨らみは
ないが､新品と同
等とはいえない

目視にて軽微な膨らみ
が確認できる

中程度の膨らみ状態
膨らみ状態が限界
値に近い

２）外部
端子部

①過熱変色 7 新品と同等である
変色はないが新
品同等とはいえな
い

軽微な過熱の変色あり 過熱の変色あり
性能に影響する過
熱変色あり

３）ブッシ
ング部

①碍子部に亀裂、
破損､変形
(ｾﾒﾝﾁﾝｸﾞ部含)

7 新品と同等である
亀裂,破損､変形
はないが新品同
等とはいえない

軽微な亀裂､破損､変
形などの損傷あり

亀裂､破損､変形など
の損傷あり

絶縁性能に影響の
ある亀裂､破損､変
形などの損傷あり

４）制御
部

①配線、配線接続
部の腐食

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

主回路と対地間 (9)
判定基準内であり、
測定値のトレンドも
低下傾向にない

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

５００MΩ以下 100MΩ以下

制御回路と対地
間

(5)
判定基準内であり、
測定値のトレンドも
低下傾向にない

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にある

２MΩ以下

２

３
保全
記録

②修理・交換記録

表2.2.9－Ｂ　コンデンサ・直列リアクトル劣化診断評価点基準

評価点配
分
点

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス

No.

③塵埃付着

環境
条件

評価項目

①故障・事故履歴

６

稼働
状況

①異音

②異臭

5

①代替品有無

７

性
能
試
験

①絶縁
抵抗測
定

劣化
現象

1)外箱部
・放熱器
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満 25年以上

3
軽汚損地区（０．０３ｍ

ｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０３超

過～０．０６ｍｇ/cm
2
以

下）

重汚損地区（０．０６超過

～０．１２ｍｇ/cm
2
以下）

超重汚損地区（０．１２

ｍｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスによる
著しい変色が認められる（銀
メッキの剥離、変色、接点の
黒化など）

3
年次点検で塵埃の清
掃が確実に実施さ
れ、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清
掃が実施されている
が、塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし 事故歴、修理歴あり

5 修理交換記録なし
故障・事故による修
理・交換の履歴あり
（制御回路）

故障・事故による修
理・交換の履歴あり
（主回路）

４
生産
中止
品

5
生産中止製品なし、
又は、改造なしで代
替品に交換可能

補助リレー、タイマー
等の代替で軽度の改
造で出来る

保護リレー等の代替
で改造難易度が少し
高い

補助リレー＋保護リ
レー等の代替で多種
且つ改造難易度が少
し高い

遮断器＋保護リレー
等の代替で多種且つ
改造難易度が高い

代替品なしor遮断器
＋保護リレー＋補助リ
レー等多種代替で改
造が多岐煩雑難易度
が高い

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生

ビビリ音、うなり音など
の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）してい
るような臭気

①錆などによる
欠落・腐食

7 新品と同等である
塗装の劣化が求めら
れる

軽微な錆の発生あり
錆の発生あり補修塗
装が必要

盤外周に大幅な錆発
生し全面補修塗装が
必要

錆などによる外皮の
欠損の発生

②扉・ハンドル 3 新品と同等である
スムーズな開閉が困
難

③点検窓などの
パッキン

3 新品と同等である
パッキンに固化・割れ
などあり

①導体の塗装・
メッキ・損傷・腐
食

5 新品と同等である
軽微な変色または腐
食あり

導体のメッキ黒化
変色あり

導体のメッキの剥離あ
り

②導体の過熱
変色

7 新品と同等である
変色はないが新品同
等とはいえない

軽微な過熱の変色あ
り

過熱の変色あり
サーモラベルの変色
あり

機能に影響する過熱
変色あり

③亀裂、破損、
変形などの損傷

5 新品と同等である
亀裂,破損,変形はな
いが新品同等とはい
えない

軽微な亀裂、破損、
変形などの損傷あり

亀裂、破損、変形など
の損傷あり

①導体支持物
の損傷

7 新品と同等である
損傷はないが新品と
同等とはいえない

軽微な亀裂,破損,変
形などの損傷あり

機能に影響する亀裂,
破損,変形などの損傷
あり

②絶縁物、碍子
のコロナ放電
痕、トラッキング
痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキング痕
はないが新品同等と
はいえない

軽微なコロナ放電痕,
トラッキング痕あり

機能に影響するコロ
ナ放電痕,トラッキング
痕あり

①接触部・断路
部の腐食皮膜

5 新品と同等である
腐食皮膜はないが新
品同等とはいえない

軽微な腐食皮膜あり
通電性能に影響する
腐食皮膜あり

②引出機構の
磨耗、損傷、動
作不良

5 新品と同等である
スムーズな引出しがで
きない

引出しができない

①配線接続部
の腐食

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具の
湿潤、腐食、発
錆

3 新品と同等である
軽微な湿潤,腐食,発
錆あり

湿潤,腐食,発錆あり

③補助継電器
などの接触不
良、動作不良

5 新品と同等である
軽微な接点の荒れあ
り

接点の荒れあり
シーケンス試験が正
常に終了しない

④制御回路部
品の亀裂、破
損、変形等の損
傷

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破損、
変形等の損傷あり

亀裂、破損、変形等
の損傷あり

⑤制御配線の
変質、劣化

7 新品と同等である
軽微な変質または芯
線の腐食があり

変質または芯線の腐
食あり

固化、ひび割れ等の
変質あり

機能に影響する変質ま
たは腐食あり

⑥銀移行の発
生

5 新品と同等である 銀移行の発生あり

①冷却装置の
異音・振動

3 新品と同等である 軽微な異音・振動あり 異音・振動あり

②冷却装置の
目つまり

3 新品と同等である 軽微な目詰まりがあり 目詰まりがあり

主回路と対地間 9
判定基準内であり、測
定値のトレンドも低下
傾向にない

判定基準内である
が、測定値のトレンド
が低下傾向にあり

判定基準内である
が、トレンドから、判定
基準を外れる恐れあり

1面当たり
高圧　２０MΩ以下
低圧　　５ＭΩ以下

1面当たり
高圧　５MΩ以下
低圧　１ＭΩ以下

制御回路と対地 5
判定基準内であり、測
定値のトレンドも低下
傾向にない

判定基準内である
が、測定値のトレンド
が低下傾向にあり

1面当たり１MΩ以下

9 異常なし
絶縁物からのコロナ
発生

絶縁物からの可聴音
コロナ発生

7 異常なし
負荷率に対しして温
度上昇が高く感じられ
る

許容温度上昇を超え
ている

表2.2.10-B 配電盤劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録

評価項目
配
分
点

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス

③塵埃付着

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

６

①主回路機器
　及び保護継電器

３）支持
絶縁物

４）引出
機構部

稼働
状況

②異臭

①異音

７

No.

２

5

５）制御
部

６）付属
品

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

②部分放電測定

③サーモメータによる測定

劣化
現象

1)外箱部

２）主回
路・接続
部
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０３
超過～０．０６ｍｇ

/cm
2
以下）

重汚損地区
（０．０６超過～

０．１２ｍｇ/cm2

以下）

超重汚損地区（０．１２ｍｇ

/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスによる
著しい変色が認められる
（銀メッキの剥離、変色、接
点の黒化など）

3

年次点検で塵埃
の清掃が確実に
実施され、軽微の
塵埃

年次点検で塵埃の清掃が
実施されているが、塵埃付
着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理
歴あり

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理・交換
の履歴あり（制御回路）

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（主回
路）

7 100回未満 10,000回未満 10,000回以上 50,000回以上

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可
能、又、保守技術
員の対応可

保守部品代替器あり（一部
改造を伴う）又、保守技術
員の対応可

保守部品、代替品にて
機能の確保はできるが、
改造を必要とする。又
は、保守技術員の対応
不可

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり音な
どの発生あり

ビビリ音、うなり音などの
発生あり

5 異臭なし 軽微な異臭 焼損しているような臭気

①塗装剥離､発
錆､腐食

2 新品と同等である
塗装剥離、発
錆､腐食あり

②破損 2 新品と同等である 破損あり

①過熱による変
色

7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

過熱の変色あり
過熱の変色あり
サーモラベルの変色あり

機能に影響する過熱変
色あり

②磨耗，メッキ剥
がれ，損傷

5 新品と同等である
磨耗､メッキ剥がれ､
損傷はないが新品
同等とはいえない

軽微な磨耗､メッキ剥がれ､
損傷あり

磨耗､メッキ剥がれ､損傷
あり

①亀裂､破損､変
形

7 新品と同等である
損傷はないが新品
と同等とはいえない

軽微な亀裂,破損,変形など
の損傷あり

機能に影響する亀裂,
破損,変形などの損傷あ
り

②コロナ放電やﾄ
ﾗｯｷﾝｸﾞの痕跡

7 新品と同等である
放電痕,トラッキング
痕はないが新品同
等とはいえない

軽微なコロナ放電痕,トラッ
キング痕あり

コロナ放電痕,トラッキン
グ痕あり

機能に影響するコロナ
放電痕,トラッキング痕
あり

①銀メッキに変色
または損傷

5 新品と同等である
変色､損傷はない
が新品同等とはい
えない

軽微な変色､損傷あり
通電性能に影響する変
色､損傷あり

②発錆 5 新品と同等である
発錆はないが新品
同等とはいえない

軽微な発錆あり 発錆あり

①腐蝕､発錆､損
傷

3 新品と同等である
軽微な腐食､発錆､
損傷あり

腐食､発錆､損傷あり

②操作機構の動
作

5 新品と同等である 動作不具合あり

③ｲﾝﾀﾛｯｸ機構の
動作

3 新品と同等である
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ機構が正常な機
能を発揮できない

①配線、配線接
続部に腐蝕

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具が湿
潤し，発錆

3 新品と同等である
軽微な発錆､腐食
あり

発錆､腐食あり

③補助継電器，ｽ
ｲｯﾁ類の接触不
良，動作不良

5 新品と同等である
軽微な接点の荒れ
あり

接点の荒れあり
シーケンス試験が正常
に終了しない

④制御回路部品
の亀裂，破損，変
形等

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破
損、変形等の損傷
あり

亀裂、破損、変形等の損傷
あり

⑤被覆変質､線
芯の腐食､素線切
れ､絶縁物の劣化

7 新品と同等である
軽微な変質または
芯線の腐食あり

変質または芯線の腐食あり
固化、ひび割れ等の変
質がある

機能に影響する変質ま
たは腐食あり

⑥銀移行の発生 5 新品と同等である
銀移行の発生が認めら
れる

主回路と対地間 9

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、測定
値のトレンドが低下傾向に
ある

５００MΩ以下
１００MΩ以
下

制御回路と対地
間

5

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、測定
値のトレンドが低下傾向に
ある

２MΩ以下

7
判定基準値以内
（増加傾向なし）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基準
値の89％以下）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基
準値の90％以上）

判定基準値を外れてい
る

5
判定基準値以内
（前回と変化なし）

判定基準値以内（前回より
特性変化（遅れ）が見られる

判定基準値以内（前回
と大幅に変化している）

性
能
試
験

①絶縁
抵抗測
定

②主回路抵抗測定

劣化
現象

１）外箱
部

４）開閉
部

稼働
状況

６）制御
部

５）機構
部

①代替品、保守部品、保守
技術員の対応

２）主回
路端子
部

３）支持
絶縁物

①異音

②異臭

6

７

No.

２

5

①故障・事故履歴

評価項目
配
分
点

①経過年数

①塩害レベル

③開閉動作試験

表2.2.11－Ｂ　電磁接触器劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録 ②修理・交換記録

③開閉回数

②腐食性ガス

③塵埃付着
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm2以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ

/cm2以下）

重汚損地区（０．０
６超過～０．１２ｍ

ｇ/cm2以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ

ｇ/cm2超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施
され、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、
塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修理歴

あり

5 修理交換記録なし

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（制御

回路）

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（主回

路）

４
生産
中止
品

5
生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可能

代替品はあるが交換に
改造を伴う（制御回路）

代替品なし、又は代替
品はあるが交換に改造
を伴う（主回路）

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生あり

ビビリ音、うなり音など
の発生あり

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）してい
るような臭気

①塗装剥離、発
錆

7 新品と同等である
塗装の劣化が求
められる

軽微な錆の発
生が認められる

錆の発生あり補修塗装
がで必要

PAS外周に大幅な錆発
生し全面補修塗装が必
要

錆などによる外皮の
欠損の発生

②腐食 2 新品と同等である
腐食はないが新品
と同等とはいえな
い

腐食あり

③破損がある 2 新品と同等である 破損あり

２)外部端
子部

④過熱変色の程
度

7 新品と同等である
変色はないが新品
同等とはいえない

過熱の変色あり
サーモラベルの変色あ
り

機能に影響する過
熱変色あり

①亀裂、破損、変
形などの損傷の
程度

7 新品と同等である
損傷はないが新品
と同等とはいえな
い

軽微な亀裂,破損,変形
などの損傷あり

機能に影響する亀
裂,破損,変形などの
損傷あり

②絶縁物、碍子
のコロナ放電痕、
トラッキング痕

7 新品と同等である
放電痕,トラッキン
グ痕はないが新品
同等とはいえない

軽微なコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

機能に影響するコロ
ナ放電痕,トラッキン
グ痕あり

①手動投入、引
外し

5 新品と同等である
投入、引外しがス
ムースでない

投入、引外しが重い
投入、引外しが非常に
重い

②腐食、発錆、磨
耗の程度

3 新品と同等である
腐食、摩耗、損傷
はないが新品同等
とはいえない

腐食、摩耗、損傷あり

③調整寸法
（指針の位置）

5
指針の位置が正常
範囲である

正常範囲であるが、操
作の都度、指針の位置
が変わる

指針の位置が正常範
囲外

④摺動部の潤滑
油

3 新品と同等である
潤滑油はあるが、
新品同等とはいえ
ない

潤滑油切れ、固化あり

⑤スプリング部の
変形、摩耗、発錆
の程度

3 新品と同等である
腐食、摩耗、損傷
はないが新品同等
とはいえない

腐食、摩耗、損傷あり

⑥インターロック
機構に不具合

5 新品と同等である
インターロック機構の動
きがスムーズでない

インターロックに
不具合あり

①配線接続部の
腐食

3 新品と同等である 軽微な腐食あり 腐食あり

②制御器具の湿
潤、腐食、発錆

3 新品と同等である
軽微な湿潤,腐食,
発錆あり

湿潤,腐食,発錆あり

③補助継電器な
どの接触不良、
動作不良

5 新品と同等である
軽微な接点の荒れ
あり

接点の荒れあり
シーケンス試験が正常
に終了しない

④制御回路部品
の亀裂、破損、変
形等の損傷

3 新品と同等である
軽微な亀裂、破
損、変形等の損傷
あり

亀裂、破損、変形等の
損傷あり

⑤制御配線の変
質、劣化

7 新品と同等である
軽微な変質または
芯線の腐食あり

変質または芯線の腐食
あり

固化、ひび割れ等の変
質あり

機能に影響する変質
または腐食が認めら
れる

⑥銀移行の発生 5 新品と同等である
銀移行の発生が認めら
れる

①ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝによる
開閉器の開放

7 確実に開放する 開放せず

②ﾀｰｹﾞｯﾄの表示 3 正しく表示
軽微な変質または
芯線の腐食あり

変質または芯線の腐食
あり

主回路と対地間 9

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にあり

判定基準内であるが、
トレンドから、判定基準
を外れる恐れあり

100MΩ以下

制御回路と対地
間

5

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にあり

2MΩ以下

7
判定基準値以内
（増加傾向なし）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基
準値の89％以下）

判定基準値以内
（増加傾向あり、判定基
準値の90％以上）

判定基準値を超え
ている

5
判定基準値以内
（前回と変化なし）

判定基準値以内（前回
より特性変化（遅れ）が
見られる

判定基準値以内（前回
と大幅に変化している）

３）支持
絶縁物

４）機構
部

５）制御
部

６）地絡
継電器

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

②主回路抵抗測定

③開閉動作試験

７

No.

２

5

③塵埃付着

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

６

①代替品有無

稼働
状況

②異臭

①異音

劣化
現象

１)外箱部

表2.2.12-B 　高圧気中開閉器（PAS)劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録

評価項目
配
分
点

①経過年数

①塩害レベル

②腐食性ガス
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍｇ

/cm
2
以下）

重汚損地区（０．０６超過

～０．１２ｍｇ/cm2以下）

超重汚損地区（０．１２

ｍｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスに
よる著しい変色が認め
られる（銀メッキの剥
離、変色、接点の黒化
など）

3

年次点検で塵埃
の清掃が確実に
実施され、軽微の
塵埃

年次点検で塵埃の清
掃が実施されている
が、塵埃付着多い

2 故障、事故歴なし 事故歴、修理歴あり

5 修理交換記録なし
故障・事故による修理・
交換の履歴あり（主回
路）

４
生産
中止
品

5

生産中止製品なし
又は、改造なしで
代替品に交換可
能

代替品なし、又は代替
品はあるが交換に改造
を伴う

5 異音なし
軽微なビビリ音、うなり
音などの発生あり

ビビリ音、うなり音など
の発生あり

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損しているような臭
気

①ﾌﾚｰﾑのメッキ剥
離､塗装剥離､発
錆､腐食

3 新品と同等である
メッキ剥離､塗装剥
離､発錆､腐食あり

②ﾌﾚｰﾑの破損 5 新品と同等である
破損はないが新
品同等とはいえな
い

破損あり

２）主回
路・接続
部

①端子部の変色 3 新品と同等である
変色はないが新
品同等とはいえな
い

過熱変色あり

①碍子部の損傷 7 新品と同等である
亀裂､破損､変形
はないが新品同
等とはいえない

軽微な亀裂､破損､変
形あり

亀裂､破損､変形あり
絶縁性能に影響
する亀裂､破損､
変形あり

②碍子部のコロナ
放電痕、トラッキン
グ痕

7 新品と同等である

放電痕,トラッキン
グ痕はないが新
品同等とはいえな
い

軽微なコロナ放電痕,ト
ラッキング痕あり

コロナ放電痕,トラッキ
ング痕あり

絶縁性能に影響
するコロナ放電
痕,トラッキング痕
あり

７
性能
試験

①絶縁
抵抗測
定

主回路と対地間 (9)

判定基準内であ
り、測定値のトレン
ドも低下傾向にな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低
下傾向にあり

判定基準内であるが、
トレンドから、判定基準
を外れる恐れあり

100MΩ以下

表2.2.13－Ｂ　避雷器劣化診断評価点基準

３

評価点

環境
条件

保全
記録

評価項目
配
分
点

①経過年数

No.

６

①代替品有無

３）支持
絶縁物

②異臭

①異音

劣化
現象

1)外箱部

２

5

③塵埃付着

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

稼働
状況

②腐食性ガス

①塩害レベル
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2.2.3 機器毎の評価 

 

 

 

 

解 説 

１．換算評価点 

機器毎の評価点合計は機器により大きく異なるため、評価判断を容易にする目的で， 

１００点法に換算する。換算評価点は表 2.2.18「劣化診断評価表の採点方法」の考え方に

より行い、具体的には劣化診断評価表により算出する。 

表 2.2.18 劣化診断評価表の採点方法 

 

劣化診断項目 

評価 

配分点 

Ａ 

評価点 

Ｂ 

重み付け 

Ｃ 

換算評価点 

Ｄ＝Ｂ／Ａ×Ｃ 

１．経過年数 A1 B1 C1＝10 D1=B1／A1×C1 

２．環境条件 A2 B2 C2＝5 D2=B2／A2×C2 

３．保全記録 A3 B3 C3＝5 D3=B3／A3×C3 

４．生産中止製品対応 A4 B4 C4＝10 D4=B4／A4×C4 

５．稼動状況 A5 B5 C5＝10 D5=B5／A5×C5 

６．劣化現象 A6 B6 C6＝50 D6=B6／A6×C6 

７．性能試験 A7 B7 C7＝10 D7=B7／A7×C7 

 換算評価点合計 ΣD1～D7 

機器毎の劣化度合いは 100 点法とし、「2.2.1 分類と重み付け」に定めた重み付けを

考慮した評価項目毎の採点の合計で表現する。機器毎の評価は、しきい値を定めて判

断する。 
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２．評価区分 

劣化診断は、機器単位の換算評価点合計により、表 2.2.19 のとおり評価する。 

表 2.2.19 機器の劣化診断評価区分 

診断種別 評価点 処 置 （例） 

３０点以上 
劣化がかなり進んでいるため早急な機器、

部品の交換 一次診断 

（又は簡易診断） 
３０点未満 

計画的な機器、部品の機能維持対策と交換

 

３０点以上 
劣化がかなり進行しているため余寿命が少

なく、早急な更新 
二次診断 

３０点未満 
劣化が進行しており計画的更新 
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第３章 発電設備 

3.1 劣化診断の基本事項 

 

 

解 説 

１．一次（又は簡易）、二次診断の構成 

一次(又は簡易）、二次診断の構成は第１章 図 1.1「設備維持管理の基本的考え方」

による。 

 

２．劣化診断の概要 

（１）機器の診断 

一次診断 ： 劣化診断の知識を有する専門技術者が、定期保全データの活用と目視･

試験測定等により、機器の劣化状況を把握し、機能維持を目的とする

診断である。 

簡易診断は５０kＶＡ未満の小規模発電設備に適用し、試験測定を実施

せずに行う。５０ｋＶＡ未満の発電設備とした技術的根拠は、表 1.2

「簡易診断の技術的根拠」のとおりである。 

簡易診断の範囲を逸脱した場合は、適切な劣化診断が不可能であるた

め、維持管理上問題となる。従って、上記範囲を的確に運用した診断

を行うことが重要である。 

 

二次診断 ： 劣化診断の知識を有する専門技術者が、一次診断のデータをもとに目

視等により、機器の劣化状況を把握し、余寿命の判断を目的とする診

断である。 

 

（２）実施時期 

     発電設備は、正常な稼動を確保する目的で、定期保全が実施されている。 

劣化診断は、定期保全と深く関連するもので、その実施時期は、定期保全が実施さ

れていることを前提に、下記を目途に実施する。 

ア．一次(又は簡易)診断は偶発故障期の末期（概ね２０年）又は、定期保全で

劣化の兆候が顕著に現れた時期。 

イ．二次診断は期待寿命（概ね２５年）又は、定期保全で劣化の兆候が顕著に

現れた時期。 

 

劣化診断は、機器の劣化状況を把握し機能維持を目的とした一次診断（50kVA 未満の

場合は簡易診断）と、余寿命の判断を目的とした二次診断で構成する。 
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（３）診断内容 

発電設備を構成している機器の各部材には、始動・停止の繰り返し、軽負荷運転等

により各種ストレスがかかっている。そのストレスにより、各部材，部位の機能が低

下し、ストレスが許容範囲を超えると劣化現象として表れ、更に進展し、故障･事故に

至しめる。故障、事故という現象を起こす前に状況を把握し、対策を行うことが重要

である。機器別の劣化メカニズムを表 3.1.1～4 及び表 2.1.10「主要劣化部位・劣化

パターンと診断時の確認事項」(注１)に示す。 

 

表 3.1.1    発電機の主要劣化部位・劣化パタ－ンと診断時の確認事項 

表 3.1.2(1)～(4)ディ－ゼル機関の主要劣化部位・劣化パタ－ンと診断時の確認事項 

表 3.1.3(1)～(3)ガスタ－ビン機関の主要劣化部位・劣化パタ－ンと診断時の確認事項 

表 3.1.4(1)～(4)補機付属装置の主要劣化部位・劣化パタ－ンと診断時の確認事項 

表 2.1.10    配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項(注１) 

 

劣化診断項目は、これらを参考にして、定期保全データの活用により診断を行う内

容と目視や試験により劣化状況を判断する内容の構成とした。 

なお、診断における機器別診断項目と試験、計測項目についての例を表 3.1.5 に示

す。 

 

(注１)日本電機工業会(JEMA)平成 11 年 1 月「長期使用受変電設備の信頼性の考察」 



部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

巻線 胴帯 通電 環境 地絡 非修理 2 絶縁抵抗値・汚損

銅線 吸湿 層間短絡 電流値

絶縁テープ 汚損

鉄心 鋼板 磁気回路形成 振動 非修理 2 異常振動音

固定子枠 鋼板 支持固定 環境 発錆 非修理 2 ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞの変化を測定

巻線 胴帯 通電 環境 地絡 非修理 2 絶縁抵抗値・汚損

銅線 吸湿 層間短絡 電流値

絶縁シート 汚損

ポール 鋼板 磁気回路形成 過速度 折損 非修理 2 変形・折損の目視確認

シャフト 丸鋼 支持 据付 折損 非修理 2 折損・亀裂の目視確認

ファン 鋼板 通風 過速度 折損 非修理 2 変形・折損の目視確認

グリース 潤滑油 潤滑 環境 酸化 修理 1 色調・粘度

補給量不足 油膜切れ

軸受 軸受鋼 回転軸保持 潤滑 焼損 修理 2 異常磨耗・過熱変色

異常音 異常音・異常振動

振動 原動機からの振動

据付 据付の精度

ブラケット 鋳鉄 軸受保持 振動 異常音 修理 2 ハウジング寸法の測定

回転整流器 ﾓｰﾙﾄﾞ樹脂 整流 環境 腐食 修理 1 変形・破損

励磁機 銅線 通電 環境 地絡 非修理 2 絶縁抵抗値・汚損

鋼板 電流値

AVR ｺﾝﾃﾞﾝｻ・抵抗 通電 環境 短絡焼損 非修理 3 不動作、変形、破損

制御部・電源 通電 環境、振動

絶縁材 環境、振動 地絡

支持物 絶縁材 支持 振動 ゆるみ 修理 2 変形・破損

表3．１．1　発電機の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

励
磁
機

出
力
端
子

回
転
子

締付部、ｸｻﾋﾞの
緩み

固
定
子

軸
受

励
磁
装
置

変質の進行 腐食の進行

汚染物の付着

過熱 地絡

冷却風量の低下

締付部、ｸｻﾋﾞの緩み 異常振動

過速度 遠心力大 支え棒変形 支え棒折損

据付の精度 応力集中 機械的強度の低下 亀裂 折損

過速度 遠心力大
力大

変形 折損

粘度増加 グリースの硬 グリースの寿命 潤滑不良

潤滑部分の磨耗 グリースの黒化 磨耗粉混入

金属接触 磨耗 過熱 焼損

変質の進行 腐食の進行 接触不良 動作不良

変質の進行 腐食の進行

汚染物の付着

過熱 地絡

冷却風量の低下

支持部の緩み 端子振動

吸湿 絶縁抵抗（メグ）の低下

変質の進行 腐食の進行

汚染物の付着

過熱 地絡

冷却風量の低下

吸湿 絶縁抵抗（メグ）の低下

層間絶縁耐力の低下 層間短絡

水分の付着 取付脚座面の発錆

異常音

原動機からの振動 磨耗

吸湿 特性変化、機能停止、地絡

経年劣化 特性変化、短絡 焼損、機能停止

振動

腐食の進行、容量抜け

3
－
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部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

台板 鋳鉄 ｸﾗﾝｸ軸 環境 腐食 過冷の繰り返し　　     結露水の発生　　        発錆　　       腐食 交換 2 油漏れ（外観）

ﾌﾞﾛｯｸ保持 使用年数 錆（クランクケース）

ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ 鋳鉄 運動部保持 使用年数 腐食・孔食 長期の冷却　  　     　 発錆の進行　   　        腐食　        孔食 交換 2 水漏れ・水圧テスト

ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ 発停繰り返し　　        冷却水流変化　　   　  キャビテーションの発生　          孔食 目視点検

ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅ 鋳鉄 運動部保持 使用年数 摩耗 長期間の冷却　  　     発錆の進行　   　       腐食　   　     孔食 交換 2 ﾗｲﾅｽｶｰﾄ部目視点検

ﾋﾟｽﾄﾝの冷却 ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ 腐食 発停繰り返し　   　      燃料希釈での潤滑油不足　           潤滑油切れ　        摩耗 目視点検

Oﾘﾝｸﾞ ｺﾞﾑ 漏れ防止 使用年数 劣化 変質の進行　　  　　　   ｼｰﾙ性低下　　   　　   水漏れ 交換 1 潤滑油分析（水分）

ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ 鋳鉄 気密 使用年数 腐食 長期間の冷却　  　    　発錆の進行　   　       腐食　    　   孔食 清掃 2 水漏れ・水圧テスト

噴射弁・動弁系の保持 孔食・汚れ 無負荷運転継続　  　    燃焼不良　  　          ｶｰﾎﾞﾝの堆積　   　      汚れ（腐蝕） 交換（孔食） 目視点検

ｶﾞｽｹｯﾄ 銅 漏れ防止 異常燃焼に 吹き抜け 冷態始動　   　   異常燃焼　　     ﾉｯｷﾝｸﾞの発生　   　  過大荷重　  　  ﾎﾞﾙﾄ伸び　   　吹き抜け 交換 1 異音・ガス漏れ確認

ﾊﾟｯｷﾝ よる過大圧力

ﾋﾟｽﾄﾝ ｱﾙﾐ（鋳鉄） 圧縮 使用年数 汚れ・疲労 無負荷運転継続 　　    燃焼不良　　　   ｶｰﾎﾞﾝの堆積　　  冷却不足　     過熱　  　   疲労・亀裂 清掃 2 ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟによる目視点検

での亀裂 無負荷運転継続　 　   燃焼不良　　    ｶｰﾎﾞﾝの堆積　　      滑油汚れ　 　     摩耗 亀裂（交換） （組立時）・カラーチェック

ﾋﾟｽﾄﾝﾋﾟﾝ

ﾋﾟｽﾄﾝﾘﾝｸﾞ 特殊鋳鉄 気密 油切れ 摩耗 発停繰り返し　　    燃料希釈での潤滑油不足　　   潤滑油切れ　  　  摩耗 交換 2 ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟによる目視点検

不純物 ﾗｲﾅ表面目視点検（組立時）

歯車 鋳鋼 ｶﾑ軸駆動 振動 摩耗 発停繰り返し　　    ねじり振動域通過多  　     タダカレ増大　　        摩耗 交換 1 歯面目視点検

使用年数 長期間停止　　      注油不足　  　     発錆 ｶﾗｰﾁｪｯｸ

ｶﾑ軸 持殊鋼 吸・排気弁 使用年数 摩耗 発停繰り返し　　    注油不足　　      潤滑油切れ　  　   摩耗 交換 1 ｶﾑ面目視点検

（吸・排気） 駆動回転 硬度計測

ｶﾑ軸受 黄銅 ｶﾑ軸保持 使用年数 摩耗 発停繰り返し　  　   注油不足　  　   潤滑油切れ　  　    摩耗 交換 2 目視点検・寸法計測

ﾀﾍﾟｯﾄﾛｰﾗ 鋳鉄 吸・排気弁 使用年数 摩耗 発停繰り返し   　    注油不足　　      潤滑油切れ　  　   摩耗 交換 2 摺動部目視点検

鋼 上下運動

弁押棒 鋼 吸・排気弁 使用年数 摩耗 発停繰り返し　   　   注油不足　　      潤滑油切れ　  　   摩耗 交換 2 接触部（両端部）目視点検

上下運動

弁腕 鋳鉄 吸・排気弁押え 使用年数 摩耗 発停繰り返し  　　    注油不足　  　     潤滑油切れ　  　   摩耗 修理 1 接触部目視点検

吸・排気弁ｶﾞｲﾄﾞ 鋳鉄 吸・排気弁保持 汚れ 傷（異物噛込み） 無負荷運転継続　   　  燃焼不良　  　  ｶｰﾎﾞﾝの堆積　   　  弁ｶﾞｲﾄﾞ内に噛込み 清掃 1 目視点検

吸・排気弁 特殊鋼 気密・清掃 汚れ 傷（異物噛込み） 無負荷運転継続　  　   燃焼不良　  　  ｶｰﾎﾞﾝの堆積　       ｼｰﾄ面にカーボン噛込み 摺合せ 2 ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟによるｼｰﾄ面点検

（組立時）・目視点検

吸・排気弁 ﾊﾞﾈ鋼 吸・排気弁 湿気 錆・腐食 過冷の繰り返し　  　     結露水の発生　  　     発錆　  　      腐食 交換 2 目視点検

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 上動作

吸・排気弁 維持鋼 吸・排気弁 湿気 錆・摩耗 過冷の繰り返し　  　    注油不足　  　    潤滑油切れ　  　    摩耗 交換 2 目視点検

ﾛｰﾃｰﾀ 回転 油切れ 　　　　　　　　　　　　　   結露水の発生　　　   発錆　　　　      腐蝕

摩耗：異常摩耗を表す。

表3．１．2(１）　ディーゼル機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

部　分

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ

発
生
装
置

動
弁
装
置

機
関
本
体

回転装置に順ずる
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部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

ﾊｽﾞﾐ車 鋳鋼 回転ｴﾈﾙｷﾞ蓄積 環境 腐食 長期間の使用　  　     湿気　  　     腐食の進行　  　     腐食 清掃 2 目視点検

ｸﾗﾝｸ軸 鋼 回転 使用年数 摩耗 発停繰り返し　　      注油不足   　   潤滑油切れ　   　    摩耗 交換 2 ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾋﾟﾝ寸法計測

ｸﾗﾝｸ軸受 ｱﾙﾐ・黄銅 ｸﾗﾝｸ軸 油切れ 摩耗 発停繰り返し　　      注油不足　   　  潤滑油切れ　   　   摩耗 交換 2 目視点検

連接棒保持 環境 　　　　　　　　　　　　  潤滑油汚れ

連接棒 鋳鋼 ﾋﾟｽﾄﾝ・ｸﾗﾝｸ軸連結 使用年数 ﾀｵﾚ 冷態始動　   　      異常燃焼　   　    ﾉｯｷﾝｸﾞの発生   　　  過大荷重　  　    ﾀｵﾚ 交換 2 大端・小端部の平行度ﾁｪｯｸ

同軸受 黄銅 ﾋﾟｽﾄﾝﾋﾟﾝ保持 油切れ 摩耗 発停繰り返し　　     注油不足　   　   潤滑油切れ　   　     摩耗 交換 2 目視点検・寸法計測

ケルメット・アルミ 　　　　　　　　　　　　 潤滑油汚れ

同ﾎﾞﾙﾄ 鋼 軸受保持 使用時間 伸び 長時間運転（20,000Hr）　   　   伸び 交換 2 無条件

ﾋﾟｽﾄﾝﾋﾟﾝ 鋳鋼 ﾋﾟｽﾄﾝ保持 使用年数 摩耗 発停繰り返し　   　  注油不足　   　   潤滑油切れ　   　     摩耗 交換 2 軸受目視点検

ﾋﾟｽﾄﾝﾘﾝｸﾞ

ﾋﾟｽﾄﾝ

歯車 鋳鋼 ｶﾞﾊﾞﾅ軸駆動 振動 摩耗 長期間停止　　      注油不足　      潤滑油油切れ　　       発錆　   　   摩耗 交換 2 目視点検・ｶﾗｰﾁｪｯｸ

使用年数

ｶﾞﾊﾞﾅｳｴｲﾄ 鋼 開閉 油切れ 発錆 長期間停止　　      注油不足　　          湿気　   　      発錆 清掃 2 目視点検

環境

ｶﾞﾊﾞﾅｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾊﾞﾈ鋼 伸縮 油切れ 発錆 長期間停止　   　    注油不足　　         湿気　   　      発錆 交換 2 目視点検

上・下運動 環境 折損

ﾘﾝｸﾚﾊﾞｰ 鉄 ﾎﾟﾝﾌﾟ・ｶﾞﾊﾞﾅ 油切れ 発錆 長期間停止　　       注油不足　   　       湿気　   　     発錆 清掃 2 目視点検

連結 環境

ｺｼ器 ﾍﾟｰﾊﾟ 清浄 不純物 詰り 不純物の発生・浸入　   　   付着　   　    増大　   　    目詰り 交換（ペーパ） 1 目視点検

金網 （ｺﾞﾐ・水分） 清掃

ｶﾑ軸 特殊鋼 燃料噴射 使用年数 摩耗 発停繰り返し   　　   注油不足   　　    潤滑油切れ　   　   摩耗 交換 2 目視点検

（燃料） 回転

ﾀﾍﾟｯﾄ 鋳鋼 燃料噴射 使用年数 摩耗 発停繰り返し　   　    注油不足　   　   潤滑油切れ　   　   摩耗 交換 2 目視点検

ﾛｰﾗ 鋼 上・下運動

噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ 鋼 燃料高圧 不純物 摩耗・傷 燃料長期保存　   　  不純物混入　　     吸入　   　  発停繰り返し　   　  発傷　   　  摩耗 ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ 1 目視点検

鋳鋼 送油 （ｺﾞﾐ・水分） 送油量減 吐出弁交換

高圧管 鋼管 燃料高圧 不純物 亀裂 燃料長期保存　　      発停繰り返し　　   不純物混入　   　  発傷の進行　   　   亀裂 交換 2 目視点検

送油 （ｺﾞﾐ・水分）

噴射弁 特殊鋼 燃料高圧 不純物 異物噛込み 燃料長期保存　　    不純物混入　　   吸入　   　発停繰り返し   　 異物噛込み　   　  摩耗 交換 1 噴霧テスト

噴射 （ｺﾞﾐ・水分） 噴霧不良

摩耗：異常摩耗を表す。

表3．１．2 (2）ディーゼル機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部　分

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

回
転
装
置

調
速
装
置

燃
料
供
給
装
置

ｴﾈﾙｷﾞ発生装置に順ずる

ｴﾈﾙｷﾞ発生装置に順ずる

機
関
本
体
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部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

歯車

ﾎﾟﾝﾌﾟ軸 鋼 潤滑油 振動 摩耗 発停繰り返し　   　   注油不足   　　    潤滑油切れ　   　     摩耗 摩耗 2 目視点検

（駆動） 送油 使用年数 　　　　　　　　　　　　　   振動

ﾎﾟﾝﾌﾟ軸 鋼 潤滑油 振動 摩耗 発停繰り返し　   　   注油不足　   　    潤滑油油切れ　   　  摩耗 摩耗 2 目視点検

（非駆動） 送油 使用年数 　　　　　　　　　　　　　   振動

軸受 黄銅 回転軸保持 潤滑 摩耗 発停繰り返し   　　   注油不足　   　    潤滑油切れ　   　     摩耗 摩耗 2 目視点検

安全弁 ﾊﾞﾈ鋼 均圧 疲労 折損 長時間使用　   　    繰り返し荷重　   　    疲労　   　    折損 摩耗 2 目視点検

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 上・下運動

圧力調整弁 目視点検

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

潤滑油 鋳鋼 冷却胴保持 使用年数 腐食 長期間の冷却　   　  発錆の進行　　       腐食　   　      孔食 交換 2 目視点検・水圧ﾃｽﾄ

冷却器本体 孔食 　　　　　　　　　　　　    水質不良

冷却胴 黄銅 潤滑油冷却 環境 腐食 長期間の冷却　　     発錆の進行　　       腐食　   　      孔食 交換 2 目視点検・水圧ﾃｽﾄ

使用年数 孔食 　　　　　　　　　　　　   水質不良

ｺｼ器 ﾍﾟｰﾊﾟ& 潤滑油 不純物 目詰 摩耗粉、残渣物増加　   　     不純物堆積　   　    通過面積減少　   　    目詰 清掃 1 目視点検

ｴﾚﾒﾝﾄ 金網 清浄 （ｺﾞﾐ・水分） 交換（ペーパ）

Oﾘﾝｸﾞ ｺﾞﾑ・紙 漏れ防止 使用年数 劣化 変質の進行　   　      ｼｰﾙ性低下　   　    油漏れ 交換 1 目視点検

ﾊﾟｯｷﾝ

圧力計 黄銅 計測 使用年数 金属疲労 長期間の使用　   　   繰り返し荷重　   　   疲労 交換 1 圧力値「0」を目視点検

ｲﾝﾀｸｰﾗ 鉄 冷却管保持 使用年数 腐食 長期間の冷却　   　   発錆の進行　   　    腐食　   　     孔食 交換 2 水漏れ確認・水圧ﾃｽﾄ

側板 孔食

冷却管 銅 空気冷却 使用年数 腐食 長期間の冷却　　      発停繰り返し　　      ｻﾎﾟｰﾄ緩み　   　   振動大　   　   亀裂 交換 2 水漏れ確認・水圧ﾃｽﾄ

振動 亀裂 　　　　　　　　　　　　　  発錆の進行　　        腐食　    　    亀裂

吸気 鋳鉄 空気通路 湿気 発錆 過冷　　       水滴発生　    　    発錆 清掃 2 内部目視点検

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ

排気 鋼管 排ｶﾞｽ通路 熱 亀裂 発停繰り返し　　　　　  熱変動（伸縮繰り返し）　    　     亀裂 交換 2 ｶﾞｽ漏れ確認・目視確認

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ 振動 　　　　　　　　　　　　　    振動

伸縮継手 ｽﾃﾝﾚｽ 伸縮吸収 熱 亀裂 発停繰り返し　　　　　  熱変動（伸縮繰り返し）　    　     亀裂 交換 1 ｶﾞｽ漏れ確認

振動 　　　　　　　　　　　　　    振動

吸気系 ｶﾞｽｹｯﾄ 漏れ防止 使用年数 劣化 変質の進行　    　      ｼｰﾙ性低下　        　空気漏れ 交換 1 空気漏れ確認

ﾊﾟｯｷﾝ ｺﾙｸ

排気系 ｶﾞｽｹｯﾄ 漏れ防止 使用年数 劣化 変質の進行　    　      ｼｰﾙ性低下　    　    ｶﾞｽ漏れ 交換 1 ｶﾞｽ漏れ確認

ﾊﾟｯｷﾝ ﾋｰﾊﾟｰ

摩耗：異常摩耗を表す。

部　分

劣化進行速度　　　　１：比較的はくや進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

潤
滑
油
装
置

給
排
気
装
置

機
関
本
体

表3．１．2 (3）ディーゼル機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

調速動弁装置に順ずる

　　　　　　　　安全弁ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞに順ずる
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部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

本体 鉄 冷却ｺｱ保持 使用年数 発錆 長期間の湿気　    　    塗装ﾊｶﾞﾚ　    　    発錆 防錆 2 目視点検

環境 処理

ｺｱｰ 銅 冷却 使用年数 亀裂 長期間の冷却　    　防錆効果少　    　 発錆の進行　    　    腐食　   　      亀裂 交換 2 水・油漏れ確認

環境 油・水漏 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      機関振動

振動

ﾌｧﾝ 鉄ｏｒ 冷却 使用年数 発錆 塗装の劣化　　      異物の衝突　    　  塗装ﾊｶﾞﾚ　    　   湿度　    　   発錆 防錆 2 目視点検

プラスティック 環境 処理

ｺﾞﾑ継手 ｺﾞﾑ 気密 使用年数 亀裂 変質の進行　    　    劣化　    　   振動　    　   亀裂 交換 1 目視点検・水漏れ確認

ﾌﾞﾛﾜｰ翼 特殊合金 空気圧縮 汚れ・異物 変形・欠損 不純物堆積　         ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ　　       異常振動　   　   変形　       欠損 洗浄 1 異音・目視点検

ﾀｰﾋﾞﾝ翼 特殊合金 熱一回転 汚れ・異物 変形・欠損 不純物堆積　     　  ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ　    　   異常振動　    　  変形　    　  欠損 洗浄 1 異音・目視点検

軸受 玉軸受 軸保持 環境 摩耗 経年　　      ﾗﾋﾞﾘンｽｼｰﾙ不良　　      ｶﾞｽ浸入　　       潤滑油劣化　    　  摩耗 交換 1 触手・手動回転

（ﾀｰﾋﾞﾝ側） 経年

玉軸受 軸保持 環境 摩耗 経年　　      ﾗﾋﾞﾘンｽｼｰﾙ不良　    　  ｶﾞｽ浸入　        潤滑油劣化　       　摩耗 交換 1 触手・手動回転

（ﾌﾞﾛﾜｰ側） 経年

摩耗：異常摩耗を表す。

過
給
機

機
関
付
属
品

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

表3．１．2 (4）ディーゼル機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部　分

ﾗ
ｼ
ﾞ
ｴｰ

ﾀ
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部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

翼 ｽﾃﾝﾚｽ鋳鋼 空気圧縮 環境 折損 汚損物質付着　　　　　腐食の進行　　　　　折損 非修理 2 ﾎﾞｱｽｺｰﾌﾟによる目視確認

汚損

翼 耐熱合金 出力発生 環境、燃料 腐食、折損 ｺﾛｰｼﾞｮﾝ･ｴﾛｰｼﾞｮﾝ　　　　　　　　　磨耗　　　　　　折損 非修理 2 ﾎﾞｱｽｺｰﾌﾟによる目視確認

ﾀｰﾋﾞﾝﾉｽﾞﾙ 耐熱合金 空気の膨張 環境、燃料 腐食、損傷 ｺﾛｰｼﾞｮﾝ･ｴﾛｰｼﾞｮﾝ腐食　　　　　　磨耗　　　　　　折損 非修理 2 　　　　　同上

ﾗﾋﾞﾘﾝｽｼｰﾙ 溶射材 ｼｰﾙ 環境 磨耗 酸化　　　　　磨耗　　　　　　　　　気密不良　性能低下 非修理 2 手回しでｽﾑｰｽに回転可否

ﾗｲﾅｰ 耐熱合金 燃焼 熱疲労 亀裂、損傷 熱疲労　　　　　　亀裂　　　　　　　損傷 非修理 目視確認

燃料 溶損 噴霧不良　　　　　燃焼不良　　　　　　損傷

ｽｸﾛｰﾙ 耐熱合金 燃焼空気通路 熱疲労 変形、損傷 熱疲労　　　　　　変形　　　　　　　損傷 非修理 目視確認

燃料 溶損 噴霧不良　　　　　燃焼不良　　　　　　損傷

燃料ﾉｽﾞﾙ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 燃料噴霧 ｶｰﾎﾞﾝ堆積 噴霧不良 未燃燃料残留　　　　　　　炭化　　　　　　噴霧不良　　　　　　出力性能低下　不着火 非修理 噴霧角の測定

点火栓 電極、碍子 燃料点火 ｶｰﾎﾞﾝ付着、 不着火 未燃燃料残留　　　　　　　炭化　　　　　　不着火 スパーク回数の確認

損傷

エキサイター ｺﾝﾃﾞﾝｻ・抵抗 燃料点火 環境 不着火 吸湿　　　　　容量抜け　　　　　　特性変化、機能低下　　　　　　不着火 非修理 スパーク回数の確認

制御機器 　　　　　　　　　　　　　断線　通電不良　　　　　　　　不着火

ｹｰﾌﾞﾙ 通電 高温 焼損 被覆劣化　　　　　　　絶縁低下

ｷｬｯﾌﾟ 通電 高温 発錆、焼損 被覆劣化　固定金具性能低下　　　　　　抜け落ち　　　　　不着火

潤滑油 合成基油 潤滑 環境 潤滑油性能低下 汚損物質混入　　　　潤滑油性状変化　　　　　潤滑油性能低下　　　潤滑不良　防錆不良、冷却不良 非修理 1 性状分析

経年

大気、燃焼ガス接触　　　酸化

補給量不足 油膜切れ 　　　　　　蒸発　　　　　　　潤滑油量減　　　　　　供給量減

軸受 軸受鋼 回転軸保持 潤滑 焼損 金属接触　　　　　　磨耗　　　　　過熱　　　　　　焼損 非修理 2 異常音・異常振動

異常音

振動 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ軸振動　　　　　　　　　　

保持器 鉄、銅合金 軸受保持 振動 異常音 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ軸振動　　　　　　　　　　　

磨耗　焼付

燃料制御装置 ｶﾞﾊﾞﾅｰｱｸﾁｭｴｰﾀ 燃料制御 経年、振動 出力低下 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油 修理 2 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝが規定時間内に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抵抗値変化　内部汚損　　　　　　制御不能 又は 立上ること。各部の動きが

CDPｱｸﾁｭｴｰﾀ 排気温度高 非修理 円滑であることを確認。

ﾌｭｴﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ 回転数低

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ ｺﾞﾑ 経年、振動 空気漏れ 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　空気漏れ

Oﾘﾝｸﾞ ｺﾞﾑ 経年 漏油 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油

圧力調整弁 ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ 圧力調整 経年 燃圧低下 非修理 2

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 　変質の進行　　　　　　　スプリングのへたり　　　　　　燃圧低下 非修理 2

                                                                                         *更新推奨時期1000Hrは等価運転時間である。また、15年経過と早い方を採用する。

表3．１．3(１)ガスタービン機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存
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部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

燃料ﾌｲﾙﾀｰ ろ紙 SECC 不純物除去 燃料成分 燃料詰り 　不純物進入　　　　　　　ろ紙詰まり　　　　　　　　送油不足　　　　　出力低下　始動渋滞 非修理 1 ろ紙付着物　付着量確認

　　　　　　　　　　　　　　金属劣化による変形　　　　　性能低下　　　　不純物通過　　　　機器磨耗　燃料ノズルの詰まり　　

主燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ 鋳物 燃料供給 環境 漏油 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油 非修理 2 漏油の確認

　〃ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ Oﾘﾝｸﾞ 擦動部磨耗 磨耗 　　　　　　　　　磨耗　　　　　　　吐出量低下　　　　　　出力低下　加速不良

始動用ﾎﾟﾝﾌﾟ 鋳物 始動時 環境 漏油 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油 非修理 2 漏油の確認

Oﾘﾝｸﾞ 擦動部磨耗 磨耗 　　　　　　　　金属磨耗　　　　　　　吐出量低下　　　　　　　　着火不良　加速不良

各種電磁弁 黄銅 燃料供給　遮断 環境、不純物 断線 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油 非修理 2 コイル抵抗測定

アルミ 通電 漏油 　　　　　　　　　腐食の進行　　　　　過熱　　　　　断線　　　　動作不良 作動確認

Oﾘﾝｸﾞ 擦動部磨耗 磨耗 漏油の確認

テープヒータ ﾆｯｹﾙﾒｯｷ銅 燃料加温 環境 加温不良 　吸湿　　　　　　絶縁劣化　　　　　　加温不良 非修理 2 絶縁抵抗測定

より線、発熱体 加温状況確認

絶縁材

潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ アルミ 潤滑油供給 環境 潤滑油漏れ 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油

Ｏリング 擦動部磨耗 磨耗 　　　　　　　　　　磨耗　　　　　　　吐出量低下　　　　　　　　他機器過熱　磨耗　焼き付き 非修理

潤滑油ﾌｲﾙﾀｰ ろ紙 SPC 不純物除去 金属紛 目詰り 　不純物進入　　　　　　　ろ紙詰まり　　　　　送油不足　　　圧力低下　機器磨耗　過熱焼損 2

潤滑油スラッジ 圧力低下

　　　　　　　　　　　　金属劣化による変形　　　　　性能低下　　　　不純物通過　　　　機器磨耗　　　

圧力調整弁 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 圧力調整 張力低下 圧力不良 　変質の進行　　　　　　　スプリングのへたり　　　　　　油圧低下

非修理 3

圧力ｽｲｯﾁ マイクロスイッチ 圧力監視 環境　接触不良 誤動作 接点磨耗　接点腐食　　　　　　接触不良　　　　　　　 2

スプリング 張力低下 　変質の進行　　　　　　　スプリングのへたり　　　　　　誤動作による制御動作不良

ダイヤフラム 変形　亀裂 　変質の進行　　　　　　　ダイヤフラム亀裂　変形 非修理

温度調整弁 Ｏリング 温度調整 環境 温度制御不能 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油

スプリング 張力低下 　　　　　　　　　　　　　　　　スプリングのへたり　　　　　　　　潤滑油温度制御不能

バイメタル 伸縮性能低下 　　　　　　　　　　　　　　　　バイメタル性能変化 2

測温抵抗体 白金　コネクター 温度監視 環境　振動 誤動作 熱収縮、振動　　　　　　　断線　　　　　　　　誤計測による運転不能 1 抵抗測定

熱収縮

ｶﾞﾊﾞﾅｰ用ﾎﾟﾝﾌﾟ アルミ鋳物 潤滑油供給 環境 回転制御不能 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油 2

Ｏリング 擦動部磨耗 　　　　　　　　磨耗　　　吐出量低下　　　ガバナーアクチェータ動作不良　　　回転制御不能

歯車 減速 振動 始動不能 摩擦　　　　　　　磨耗　　　　　　　折損 修理 3 目視及びﾎﾞｱｽｺｰﾌﾟ点検

オイルシール ゴム シール 環境 漏油 　変質の進行　　　　　　　シール性劣化　　　　　　　漏油 非修理

ｴｱｽﾀｰﾀ（ギヤ式） アルミ鋳物 始動用 環境 始動不能 ギヤ、ベアリング磨耗　　　　　　　トルク伝達不良　　　　　　起動不能 2

その他合金 擦動部磨耗

グリース潤滑材の変質

ｴｱｽﾀｰﾀ（タービン式） アルミ鋳物 始動用 環境 始動不能 ギヤ、ベアリング磨耗　　　　　　　トルク伝達不良　　　　　　起動不能 3

その他合金 擦動部磨耗 　　　　　　　　　タービン翼疲労　　　　　破損

潤滑油の変質

                                                                                         *更新推奨時期1000Hrは等価運転時間である。また、15年経過と早い方を採用する。

表3．１．3(2)ガスタービン機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存
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部
位

部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

電気ｽﾀｰﾀ 鉄　銅　他 始動用 環境 始動不能 　　　　　　　　　　　　　　　コンミテ－ターの汚損

磨耗 　変質の進行　　　　　　腐食の進行　　　　　　過熱　　　　　地絡　焼損　 　　起動不能

汚損 　　　　　　　　　　　　　　　ブラシの磨耗　　　　　　　　　トルク伝達不良

ﾀｰﾆﾝｸﾞﾓｰﾀ アルミ ターニング 環境 回転不良 　　　　　　　　　　　　　　　コンミテ－ターの汚損 3

鉄　その他合金 磨耗 　変質の進行　　　　　　腐食の進行　　　　　　過熱　　　　　地絡　焼損　　　回転不能

汚損 　　　　　　　　　　　　　　　ブラシの磨耗　　　　　　　　　トルク伝達不良

回転数検出器 ｺｲﾙ、SUS筒 回転制御 熱収縮、振動 断線 　熱収縮　　　　　　半断線　　　　　　断線　　　　　　誤計測による運転不能 非修理 1 抵抗測定

ﾓｰﾙﾄﾞ樹脂 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転制御不能

　振動

EGTｾﾝｻｰ 熱電対、 排気温度測定 環境 絶縁抵抗低下 　吸湿　　　　　　絶縁劣化　　　　　　地絡　ノイズ進入　　　異常温度計測 非修理 1 絶縁抵抗測定

絶縁材 熱伸縮　振動 断線 　熱収縮　　　　　　半断線　　　　　　断線　　　　　　

DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀ ﾄﾗﾝｽ ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ 環境 短絡　焼損 　吸湿　　　　　変質の進行　　　　　　容量抜け　　　　　出力変動、出力断 非修理 2

コンデンサー 熱　 容量低下 　経年劣化　　　　　　　　特性変化　　　　　　　短絡　焼損

エンジン 集積回路 制御　監視 特性不良 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤計測、誤出力 非修理 2

コントロール箱 補助リレー 出力不良

接触不良 　　　　　　　接点腐食　接点磨耗　　　　　入出力不良　　　　　　　誤動作による制御動作不良

動作不良

接点不良

パッケージ 鋼板、塗料 防音 環境 破損、変形 　変質の進行 修理 2 目視点検

吸音材 防音性能劣化 　塗装劣化　　　　　　　　　　　　　　腐食の進行　　　　　　　塗装剥離

　水分の付着

　汚損物の付着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錆発生　　　　　　　　破損、変形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防音性能劣化

排気消音器 鋼板、耐熱塗料 消音 環境、燃料 破損、変形 　変質の進行 非修理 2 目視点検

吸音材 消音性能劣化 　塗装劣化　　　　　　　　　　　　　　腐食の進行　　　　　　　塗装剥離

運転不能 　水分の付着

　汚損物の付着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錆発生　　　　　　　　破損、変形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消音材飛散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排気口閉塞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *更新推奨時期1000Hrは等価運転時間である。また、15年経過と早い方を採用する。            

表3．１．3(3)ガスタービン機関の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存
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部
位

構成部位 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ アルミ 通電 電圧 動作不良 容量抜け

電圧均等化 熱 特性不良 液漏れ

液（油）漏れ

静電容量変化

補助継電器 銅・銅合金・銀 通電 環境 動作不良 接点部の目視確認

樹脂 電気制御 電流開閉 給電支障

耐弧接点 通電 制御不良 動作確認

腐食・接触不良

破損・動作不能

接点消耗・荒れ

操作開閉器 銅・銅合金・銀 通電 環境 給電支障 接点部・機構部の目視確認

樹脂 電気制御 電流開閉 腐食・接触不良

耐弧接点 破損・動作不能

動作確認

配線類端子台等 銅 電気制御 振動 絶縁低下 目視確認

樹脂 環境 緩み

漏電

保護ﾋｭｰｽﾞ 特殊合金 通電 環境 給電支障 目視確認

電気制御 通電熱 動作不良

腐食・断線

正極板 鉛-ｶﾙｼｳﾑ合金・活物容量 使用年数 容量低下

環境温度

負極板 放電率

放電回数

電槽・フタ ＡＢＳ樹脂 収納 変形・破損 変形・破損の目視確認

タンク 鋼材 気密 不純物、環境 腐食 修理 2 損傷、ドレン抜き等の

目視確認

圧力スイッチ 機械的動作 不純物、環境 汚損、腐食 非修理 1 接点位置での導電確認

安全弁 黄銅 機械的動作 不純物 汚損、目詰まり 非修理 2 損傷目視確認

充気弁 機械的動作 不純物 汚損、目詰まり 非修理 2 損傷目視確認

吐出弁 機械的動作 不純物 汚損、目詰まり 非修理 2 損傷目視確認

ドレン弁 機械的動作 不純物 汚損、目詰まり 非修理 2 損傷目視確認

圧力計 計測 不純物、環境 目詰まり、腐食 非修理 2 損傷及び目視による動作確認

金属疲労

電動機 通電 環境、不純物 腐食、焼損、 修理 2 異常音、異常振動

過熱、短絡、

断線、振動

ベルト 伝達 環境 疲労、摩耗 非修理 1 損傷目視確認

電磁弁 通電 環境、不純物 目詰まり、断線 非修理 2 導通及び目詰まり目視確認

圧縮機
クランク軸軸受（ﾎﾞｰﾙﾍﾞ
ｱﾘﾝｸﾞ） 鋼材 機械的動作 環境、油切れ 汚損、腐食、 修理 2 異常音、異常振動

クランク軸 球状黒鉛鋳鉄 機械的動作 不純物、疲労 疲労、摩耗、 油漏れ損傷確認

シリンダー ねずみ鋳鉄 機械的動作 振動

連接棒 球状黒煙鋳鉄 機械的動作

クランクピン軸受 ホワイトメタル 機械的動作

ピストンピン軸受 青銅鋳物 機械的動作

ピストン ねずみ鋳鉄 機械的動作

ピストンリング 特殊鋳鉄 機械的動作

低圧吸、吐出弁 鋼材他 機械的動作

高圧吸、吐出弁 鋼材他 機械的動作

表3．１．4(１)　補機付属装置の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存
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気
　
槽

空
　
気
　
圧
　
縮
　
機

始
　
　
動
　
　
系

2

3

電圧・内部抵抗の測定

（電圧内部抵抗の異常）

整
　
流
　
装
　
置

蓄
　
電
　
池

交換

非修理

3

2

2

２（３）

空気槽

安全弁

圧力ｽｲｯﾁ

充気弁

吐出弁

ﾄﾞﾚﾝ弁

圧力計

電磁弁

温度変化 水分生成 腐食の進行

板厚減少 破損

スラッジ生成

断線

指定以外の設定圧力

スラッジ噛込

動作不良

エア漏れ

目詰まり

空気圧縮機からの圧縮空気

ベルト

クランク軸軸受

クランク軸

シリンダ

連接棒

クランクピン軸受

ピストンピン軸受

ピストン

ピストンリング

低圧吸・吐弁

高圧吸・吐弁

　
運
転
停
止
の
繰
り
返
し

熱分解 硬化・磨耗

締付け部の緩み

潤滑不足

回転擦動部の磨
耗

腐食性ガス及び湿気 温度変化

潤滑油汚れ

潤滑油白濁

腐食 スラッジ生成

大気（紫外線・オゾン等）

本体異常振動・騒音

擦動部異常磨耗

潤滑油粘度低下

破損

スラッジの噛込及び固着

バネ疲労
バネ折損 シリンダｰ内噛込

エアー漏れ

熱・過電圧作用 静電容量変化 容量抜け・液漏れ 動作不良・性能不良

電圧出力不能

　故　障

汚損・吸湿の進行 絶縁性能低下 動作不良

破損・断線

腐食の進行 制御回路混触 機器異常動作

締付部の緩み

接点損耗の進行 接触不良 制御動作不能

疲労の進行

腐食の進行 接触不良 　断　線 動作不良

組織の変質

正極格子の腐食 格子のやせ・折損 導電性能低下 内部抵抗上昇 容量低下

　　寿　　命

格子の伸び 活物質と格子の汚損

電槽・ふたの破れ

構成部品の劣化 外部からの酸素吸入 負極板の酸化

充電電流の増加 水分減少

比重上昇3
－

1
1



部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事度

タンク本体 鋼板、塗料 油密 環境 腐食、破損、汚損 非修理 2 破損、塗装ハガレ等の

　目視確認

気密検査による確認

配管継手 鋼材、塗料 油密 環境 腐食、破損、汚損

油量計 鋼板、塗料 指示 環境 腐食、汚損 非修理 2 容量に対する動作確認

鋼材、塗料 支持 環境 腐食、破損、汚損 非修理 2 破損、塗装ハガレ等の

　目視確認

端子部 アルミ 通電 環境 汚損、腐食 非修理 1 接点位置での導通確認

フロート部 ステンレス 機械的動作 不純物 汚損、腐食、摩耗

接点疲労

電動機 密封形玉軸受 軸受 環境、経年 摩耗、腐食 非修理 2 音、振動、過熱の確認

巻線 通電 環境 断線 非修理 2 絶縁抵抗値

短絡

主軸 回転軸 運転時間 破損、欠損 非修理 2 音の確認

環境

ローターセット 鉄＋焼結金属 内接歯車 運転時間 磨耗 非修理 1 圧力計の確認

環境 腐食 運転音の確認

本体 鋳物 本体 運転時間 磨耗 非修理 2 運転音の確認

環境 腐食 停止時の手動回転確認

オイルシール ゴム 漏れ防止 運転時間 磨耗 非修理 1 油漏れの目視確認

環境 劣化

Ｏリング・パッキン ゴム 漏れ防止 運転時間 劣化 非修理 1 油漏れの目視確認

軸 鉄 回転軸 運転時間 磨耗 非修理 2 油漏れの目視確認

ベアリング 玉軸受 軸受 運転時間 劣化 非修理 2 運転音の確認

停止時の手動回転確認

磨耗

ステンレス 給油 環境 腐食 非修理 2 破損、扉開閉状況、

施錠の状態

地下タンク 鋼板、塗料 油密 環境 腐食、破損、汚損 2

配管継手 鋼材、塗料 油密 環境 腐食、破損、汚損 2

油量計 鋼板、塗料 指示 環境 腐食、汚損 1 容量に対する動作確認

検知管 アルミ、塗料 漏洩確認 環境 腐食 2

マンホール 鋼材、塗料 閉鎮 環境 腐食 2

計量尺 アルミ、塗料 計量 環境 腐食 2

　　架　　台

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

 
燃
　
　
料
　
　
糟

表3．１．4(２)　補機付属装置の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部　分

 
レ
ベ
ル
ス
イ

ッ
チ

　
地
　
下
　
燃
　
料
　
槽

非
修
理

気密検査による確認

　　給　油　口　箱　　　

破損・塗料ハガレ等の目視確認

 
 
 
 
 

燃
　
　
料
　
　
系

　
　
　
燃
　
料
　
ポ
　
ン
　
プ

変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離

錆び発生

腐食の進行

破損穿孔タンク内面の汚損

配管内の汚損

燃料の汚濁

計測不能

送油異常

送油停止ﾌｨﾙﾀの目詰り エンジン停止

脱落

外観の悪化

施錠の不備

扉開閉の障害

油漏れ

計測部固着

強度不足、接続部
の破損、変形

変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離

錆び発生

腐食の進行

強度不足、接続部
の破損、変形

放電通電変質の進行
水分の付着
汚損物の付着

接触抵抗の増加 過熱（変色）腐食の進行

締付け部の緩み

地絡、短絡

接触面の溶着

フロート
動作不良

変質の進行

汚損物の付着

接触不良腐食の進行

稼動部の摩耗 接点疲労動作回数

水分の浸入
変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

腐食の進行

機能不全

破損

巻線間短絡

腐食の進行

主軸の焼付動作部の固着グリースの変質、固化 負荷抵抗の増加

導体の過熱

断線巻線の変形・移動大電流の侵入 電磁力の作用

電気的特性の変化

温度上昇

地絡、短絡

運転停止電気系統損傷回転部の摩耗 固着、焼付

機械的損傷

変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離

錆び発生

腐食の進行

破損穿孔タンク内面の汚損

配管内の汚損

燃料の汚濁

計測不能

送油異常

送油停止ﾌｨﾙﾀの目詰り エンジン停止

油漏れ

計測部固着

強度不足、接続部
の破損、変形

油漏れ変質の進行 シールリップ接触部摩耗の進行

グリースの変質、固化

鋼球の摩耗不純物の混入

固着、焼付 破損

変質の進行

変質の進行 油漏れシール性低下

変質の進行 摩耗の進行 能力（流量・圧力）の低下

変質の進行

腐食の進行油中の水分

摩耗の進行

腐食の進行

能力（流量・圧力）の低下

油中の水分

リップ部摩耗

不純物の混入

シール性低 油漏れ

作動停止

作動停止

不純物の混入

不純物の混入

負荷抵抗の増加

不純物の混入

潤滑性能の低下

鋼球の摩耗

3
－
1
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部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

タンク 鋼板、塗料 油密 環境 腐食、破損、汚損 非修理 2 破損、塗装ハガレ等の

　目視確認

配管継手 鋼材、塗料 油密 環境 腐食 気密検査による確認

水面計 鋼板、塗料 指示 環境 腐食 非修理 1 容量に対する動作確認

ボールタップ
銅 水量調整 不純物 目詰まり、疲労 非修理 1 容量に対する動作確認

鋼材、塗料 支持 環境 腐食 非修理 2 破損、塗装ハガレ等の

目視確認

端子部 アルミ 通電 環境 汚損、腐食 非修理 1 接点位置での導通確認

フロート部 ステンレス 機械的動作 不純物 汚損、腐食、摩耗

接点疲労

電動機 密封形玉軸受 軸受 環境、経年 摩耗、腐食 非修理 2 音、振動、過熱の確認

巻線 通電 環境 断線 非修理 2 絶縁抵抗値

短絡

主軸 回転軸 運転時間 破損 非修理 2 音の確認

環境

メカニカルシール セラミック×カーボン シール 運転時間 磨耗 非修理 1 漏水の目視確認

弁体付パッキン ゴム（ＮＲ） 逆止機能 環境 非修理 1 漏水の目視確認

運転時間 劣化

水質

インペラ ＢＣ６又は 回転羽根車 運転時間 磨耗

FC150 腐食 非修理 2 運転音、性能低下の確認

劣化

ケーシング ＦＣ１５０ 圧力器 環境 腐食 非修理 2 腐食、漏水の目視確認

電動機 密封形玉軸受 軸受 環境、経年 摩耗、腐食 非修理 2 音、振動、過熱の確認

巻線 通電 環境 断線 非修理 2 絶縁抵抗値

短絡

主軸 回転軸 運転時間 欠損 非修理 2 音の確認

環境

ファン アルミ 冷却 運転時間 摩耗 非修理 2 破損の目視確認

水分配装置 合成樹脂 散布 環境、不純物 目詰まり、汚損 非修理 2 目視確認（均一分布）

（鋼材） 腐食

架台 鋼材 支持 環境 腐食

非修理 2 破損の目視確認

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

　
　
冷
　
　
却
　
　
塔

　
　
　
冷
却
水
　
ポ
　
ン
　
プ

表3．１．4(３) 補機付属装置の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

部　分

　
　
　
　
水
　
　
槽

 
レ
ベ
ル
ス
イ

ッ
チ

　
　
　
冷
　
却
　
水
　
系

　架　　台

変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離

錆び発生

腐食の進行

破損穿孔タンク内面の汚損

配管内の汚損

冷却水の汚濁

計測不能

送水異常

送水停止配管の目詰り エンジン停止

脱落

水漏れ

強度不足、接続部
の破損、変形

変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離

錆び発生

腐食の進行

強度不足、接続部
の破損、変形

放電通電変質の進行
水分の付着
汚損物の付着

接触抵抗の増加 過熱（変色）腐食の進行

締付け部の緩み

地絡、短絡

接触面の溶着

制御不能変質の進行

汚損物の付着

導通不良腐食の進行

巻線間短絡

腐食の進行

主軸の焼付動作部の固着グリースの変質、固化 負荷抵抗の増加

導体の過熱

断線巻線の変形・移動大電流の侵入 電磁力の作用

電気的特性の変化

温度上昇

地絡、短絡

運転停止電気系統損傷回転部の摩耗 固着、焼付

機械的損傷

破損変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離 錆び発生腐食の進行 強度不足

締付け部の緩み

漏水変質の進行 永久変形弾性低下

変質の進行

汚損物の付
着

回転部の過熱

腐食の進行

振動発生

固着、焼付 破損

巻線間短絡

腐食の進行

主軸の焼付動作部の固着グリースの変質、固化 負荷抵抗の増加

導体の過熱

断線巻線の変形・移動大電流の侵入 電磁力の作用

電気的特性の変化

温度上昇

地絡、短絡

運転停止電気系統損傷回転部の摩耗 固着、焼付

機械的損傷

電気系統損傷回転部の摩耗 固着、焼付

据付機能不全

変質の進行
塗膜劣化
水分の付着
汚損物の付着

塗装剥離

錆び発生

腐食の進行

強度不足、接続部
の破損、変形

汚損の進行 配管内の汚損 冷却能力低下配管の目詰り エンジン停止

放電通電変質の進行
水分の付着
汚損物の付着

接触抵抗の増加 過熱（変色）腐食の進行

締付け部の緩み

地絡、短絡

接触面の溶着

フロート
動作不良

変質の進行

汚損物の付着

接触不良腐食の進行

稼動部の摩耗 接点疲労動作回数

変質の進行
汚損物の付着

動作回数 稼働部破損稼働部の摩耗 送水異常

水面計の汚損

変質の進行
汚損物の付着
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部
位

使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態 劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象
現実の

修復対応
劣化

進行速度
設備診断時の確認事項

電動機 密封形玉軸受 軸受 環境 摩耗 非修理 2 音、振動、過熱の確認

巻線 通電 環境 断線 非修理 2 絶縁抵抗値

短絡

主軸 回転軸 運転時間 欠損 非修理 2 音の確認

環境

ファン アルミ 冷却 運転時間 摩耗 非修理 2 破損の目視確認

外皮 鋼材 通風 環境 破損、腐食、変形 非修理 2 破損の目視確認

パンチング 鋼材 固定 環境 変形、破損 非修理 2 破損の目視確認

プレート

吸音材 グラスウール 吸音 環境 汚損、吸湿 非修理 2 汚損、破損の目視確認

経年

表3．１．4(４)　補機付属装置の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

劣化進行速度　　　　１：比較的速く進行　　　２：緩慢と進行　　　３：電流・動作回数に依存

部　分

消
音
ダ
ク
ト

　
　
吸
換
気
フ
ァ
ン

吸
　
　
換
　
　
気
　
　
系

腐食の進行 外板の錆・破損変形 騒音値の上昇
周囲温度の上昇

目詰の進行

破損の進行

騒音減衰量の減少 騒音値の上昇
圧力損失の上昇

巻線間短絡

腐食の進行

主軸の焼付動作部の固着グリースの変質、固化 負荷抵抗の増加

導体の過熱

断線巻線の変形・移動大電流の侵入 電磁力の作用

電気的特性の変化

温度上昇

地絡、短絡

運転停止電気系統損傷回転部の摩耗 固着、焼付

機械的損傷

電気系統損傷回転部の摩耗 固着、焼付

3
－

1
4



部
位 部　分 使用材料 機能区分 主劣化要因 劣化形態

現実の
修復対応

劣化
進行速度

設備診断時の確認事項

基礎部材 鋼板 機器収納・固定 環境 腐食・破損 非修理 2 腐食、腐食層剥離、穿孔

メッキ皮膜 防塵・防水・保護 変形、破損
塗料 結露、雨漏り

外箱・扉・隔壁 非修理 2 塗膜の劣化状況、剥離

扉ハンドル 非鉄金属
ケーブル貫通部 フェノール・塩化ビニール等の樹脂 熱 弾性低下・変質 非修理 2 変形、破損

ゴム、コンパウンド 環境 変形・破損
扉パッキン 合成ゴム・樹脂 修理 1 変質、破損

導体とその接続部 銅・アルミニウム 通電 環境 過熱 非修理 2 汚損、腐食、溶損、損傷

接触部・断路部 メッキ皮膜 腐食 過熱変色、温度、接触抵抗値

締付け部の緩み 締付け部の緩み
異音、異臭

絶縁支持物とカバー類 フェノール樹脂 絶縁 環境 汚損、吸湿、絶縁低下 非修理 2 配電盤内温度
塩化ビニール樹脂 変色、変質、変形
エポキシ樹脂 亀裂、剥離、破損
ポリアミド樹脂 トラッキング・炭化
ポリエステル樹脂 放電痕跡
合成ゴム 熱 熱分解 異音、異臭

汚損、絶縁抵抗値
碍子・碍管 磁器・エポキシ樹脂 放電音、部分放電

機械的外力 破損

冷却装置 フィルター 徐塵 環境 目詰まり 修理 1 目詰まり、運転時間、

冷却ファン 冷却 運転時間 磨耗 修理 1 運転音
保護継電器 樹脂絶縁物 電気的操作制御 熱 熱分解 非修理 2 亀裂、柔軟性
操作・制御開閉器 ビニル被覆 汚損、変色、損傷
補助継電器・接触器 絶縁抵抗値
リミットスイッチ 環境 汚損・吸湿・絶縁低下

端子台 鉄・銅合金等の動作部品 腐食 3 汚損、消耗、荒れ、腐食

配線 破損・動作不能 過熱変色、温度、接触不良

配線接続部(端子) 経過年 誤差増大・特性不良 動作状況、動作特性不良

銅・銅合金・ 電流開閉 接点の荒れ・消耗
銀・耐弧接点 接触不良
銅・銅合金 振動 断線 2 汚損、腐食、断線

締付け部の緩み 破損、脱落
締付け部の緩み、

環境 腐食 1.3 接触不良
接触不良・混触

保護ヒューズ 鉛 保護 環境 腐食 修理 1 腐食、損傷、やせ
通電熱 断線 3 経過年

表示灯 表示 通電熱 断芯・破損 修理 1 経過年
表示器・警報器 非修理 2 汚損、腐食、破損
指示・記録計器 指示・記録 経過年 誤差増大 非修理 2 動作状況、表示・記録値

通電熱 破損
変換器 信号伝送 環境 腐食・破損 非修理 2
電圧検出装置 検出 環境 腐食・破損 非修理 2

劣化進行速度 1:比較的早く進行 2:緩慢と進行 3:電流・動作回数に依存

表2．１．10　配電盤の主要劣化部位・劣化パターンと診断時の確認事項

表
示
・
記
録
部

劣 化 パ タ ー ン と 障 害 現 象

筐
体
部

主
回
路
部

補
機

制
御
部

腐食の進行

腐食の進行

熱分解の進行

機械的強度低下

塗膜の劣化

防塵・防水・保護能力低下

破損

運転停止固着

地絡・短絡

接触抵抗増加

熱分解の促進

温度上昇

吸湿性増大
汚損と吸湿の進行

締付け部の緩み

腐食の進行

塵埃のかみ込み

腐食層の剥離・穿孔

盤内への汚損物・水分の侵入

過熱(変色) 溶損 気中放電

電気系統焼損

沿面閃絡

回転軸の磨耗

絶縁性能低下

支持機能不全

熱分解の進行 亀裂の発生

操作・制御機器の異常動作

絶縁抵抗低下 トラッキング発生 部分放電

操作制御回路の混触

保護継電器不要動作断線組織の変質・やせ

雨漏り 据付け機能不全

虫・小動物等の侵入

水分の付着
汚損物付着

造巣 感電

グリースの変質・異物化
締付け部の緩み

接触不安定

汚損の進行
吸湿の進行

吸湿性の増大 炭化物の生成

機械的強度の低下
熱分解の促進

送風量の減少

ビニル硬化 亀裂発生

操作・制御回路の地絡
腐食の進行 動作部の引っかかり
破損・断線

動作不良 動作特性の狂い
接点消耗の進行 溶着 操作制御動作不能
腐食の進行 接触不良
疲労の進行 断線

接触不良腐食の進行
腐食生成物の成長

遮断器開放 全停
表示・警報不能

指示・記録不良
指示・記録不能
信号伝送不能
検出不良・不能

3
－
1
5
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表 3.1.5 機器別診断項目と試験、計測項目(例) 

配電盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○    

発電機 ○ ○ ○ ○ ○ ○    

ディ－ゼル機関 ○ ○ ○ ○ ○     原動機 

ガスタ－ビン機関 ○ ○ ○ ○ ○     

始動系 ○ ○ ○ ○ ○     

燃料系 ○ ○ ○ ○ ○     

冷却水系 ○ ○ ○ ○ ○     

給排気系 ○ ○ ○ ○ ○     

補機  

          

 

     試験、計測項目 

           

 

診断項目 

試
験
始
動
運
転 

模
擬
負
荷
運
転 

総
合
性
能
試
験 

保
護
連
動
動
作
試
験 

保
護
装
置
特
性
試
験 

絶
縁
診
断 

   

発電設備始動性能 ○ ○ ○ ○ ○     

負荷運転性能  ○ ○       

温度特性 ○ ○ ○       

振動・騒音 ○ ○ ○       

冷却性能 ○ ○ ○       

吸換気性能 ○ ○ ○       

磨耗・劣化 ○ ○ ○  ○ ○    

制御・保護性能 ○ ○ ○ ○ ○     

          

注）○印は該当項目を示す。 
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３．診断機器数 

発電設備における診断対象機器数は、基本的に全数とするが、同一機器が複数台設

置されている場合には、１台のサンプリングを可とする。 

 またサンプリングする場合の基準は、日常の保全記録等から劣化の進んでいると思わ 

れる機器より選定する。 

調査にあたっては、以下を考慮して選定する。  

ア．経過年数の長いもの 

イ．始動回数の多いもの 

ウ．運転時間の長いもの 

 

４．小容量機器の扱い 

下記の小容量変圧器及びコンデンサは劣化診断対象外としてもよい。 

ア．５０ｋＶＡ未満の変圧器。 

イ．１５ｋｖａｒ未満のコンデンサ。 
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3.2 劣化診断の手法 

3.2.1 分類と重み付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説 

劣化診断は、過去の「定期保全データ」と現在の「目視・試験等」により、行うこと

になる。 

過去の「定期保全データ」は、使用期間把握の為に「経過年数」、置かれた環境の経

歴把握の為に「環境条件」、故障、修理等の経歴把握の為に「保全記録」、万一の故障に

備えた「生産中止製品対応」に分類される。 

現在の「目視・試験等」は、異音・異臭等の「稼働状況」、腐食・損傷・動作不良等

の「劣化現象」、絶縁抵抗測定等の「性能試験」に分類される。 

重み付けは、過去の定期保全データを基本とし、現在の稼働状況、劣化現象、性能試

験に重点を置く配分となっている。 

その中でも、劣化現象は、劣化傾向を示す大きな指標であることから、重み付けが高

くなっている。 

機器毎の劣化度合いは、「3.2.2 評価項目」、「3.2.3 機器毎の評価」に示すように、こ

の分類と重み付けを考慮し表現することにした。 

 

劣化診断は対象機器毎に行い、分類と重み付けは次による。 

劣化診断 

（100%） 

定期保全データによる

診断（30％） 

目視及び試験等による

診断(70%) 

経過年数         (10%) 

環境条件         ( 5%) 

保全記録         ( 5%) 

生産中止製品対応 (10%) 

稼動状況         (10%) 

劣化現象         (50%) 

性能試験         (10%) 
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3.2.2 評価項目 

 

 

 

解 説 

１．劣化診断評価表、劣化診断手引き書、劣化診断評価点基準 

（１）劣化診断評価表 

「3.2.1 分類と重み付け」の分類毎に評価項目を定め、評価項目毎の劣化度合い

を採点するために、劣化診断評価表を作成した。 

a．一次（又は簡易）診断 

一次診断は、機器単位に下記の評価表により行う。 

表 3.2.1 ディーゼル機関劣化診断評価表 

表 3.2.2 ガスタービン機関劣化診断評価表 

表 3.2.3 発電機劣化診断評価表 

表 3.2.4 発電設備補機劣化診断評価表 

表 3.2.5 発電機盤劣化診断評価表 

一次診断は機器別で行なうが、発電設備は機器の集合体であるため、表 3.2.6「発

電設備総括表（一次診断）」に診断結果をまとめ、設備全体の劣化状況を把握出来る

ようにした。 

簡易診断は、対象設備が小規模発電設備のみであり以下の評価表により実施する。

表 3.2.9 ディーゼル機関劣化診断(簡易)評価表 

表 3.2.10  発電機劣化診断(簡易)評価表 

表 3.2.11  発電機盤劣化診断(簡易)評価表 

表 3.2.12 発電設備総括表(簡易診断） 

 

b．二次診断 

二次診断は、劣化がかなり進行していることが予想され、設備としての余寿命を判断

することを考慮すると、発電機を主体に行うのが適切であり、表 3.2.7「発電設備劣

化診断（二次）評価表」により行い、診断結果を表 3.2.8「発電設備総括表（二次診

断）」にまとめる。 

 

（２）劣化診断手引き書 

 劣化診断の実施方法及び評価レベルの診断実施者による乖離を少なくするため、

以下の手引き書により、診断を行うものとする。 

表 3.2.1-A ディーゼル機関劣化診断手引き書 

表 3.2.2-A ガスタービン機関劣化診手引き書 

表 3.2.3-A 発電機劣化診断手引き書 

表 3.2.4-A 発電設備補機劣化診断手引き書 

表 3.2.5-A 発電機盤劣化診断手引き書 

「3.2.1 分類と重み付け」の分類毎に評価項目を定め、評価項目毎の劣化度合いは

10 点法で採点する。 



 

 3-20

（３）劣化診断評価点基準 

評価点の付け方は、下記の評価点基準によるものとする。 

表 3.2.1-B ディーゼル機関劣化診断評価点基準 

表 3.2.2-B ガスタービン機関劣化診評価点基準 

表 3.2.3-B 発電機劣化診断評価点基準 

表 3.2.4-B 発電設備補機劣化診断評価点基準 

表 3.2.5-B 発電機盤劣化診断評価点基準 

 

２．評価配分点の考え方 

評価配分点は重大な現象を７点以上とし、以下の考え方で劣化の重要度に応じて

１０点法で設定した。 

（１）経過年数 

経過年数は２５年以上を５点に設定した。 

（２）環境条件 

機器の寿命に影響をおよぼす環境条件を抽出し、それぞれ３点に設定した。 

（３）保全記録 

故障・事故及び過去の修理履歴などを抽出し、性能・絶縁等に関連した修理・交換

の記録を５点に設定した。原動機については実負荷・模擬負荷運転状況も同様に５

点に設定した。 

（４）生産中止製品対応 

機器の廃型やモデルチェンジによる生産中止製品は、交換部品の入手が困難となり、

定期保全上問題を生ずる恐れがあるため、５点に設定した。 

（５）稼動状況 

異音や異臭等の状況であり、定期保全で検知されないレベルであるため７点に設

定した。 

（６）劣化現象 

機器の劣化進行中に生じる現象を部位別に抽出し、劣化現象が重大な性能低下に結

びつくものは、７点に設定した。 

（７）性能試験 

測定値が基準値をはずれ性能低下に結びつくものは、９点に設定した。 



天　候

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

① 3

4

5

(小計) 5

① 3

② 3

③ 3

④ 地盤沈下等による据付レベルの変化状況 3

(小計) 12

① 2

② 5

③ 運転時間 3

④ 5

(小計) 15

(小計) 5

① 振動の状態 5

② 爆発音、回転のバラツキ状態 5

③ 回転速度の状態 5

④ 始動時多量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態 5

⑤ 負荷運転の状態 7

⑥ 運転時、警報の発報状態 5

⑦ 機関の立ち上がり時間が年々長くなっている状態 5

⑧ 5

(小計) 42

20≦K1＜25

5

評　価　日 診断実施者

　℃ 　％

湿　度

① 5
代替品なし又は代替品において機能の確保はできるが改造を必要
とする

故障・事故の履歴がある

過去に性能・機能等に関連した修理・交換の状況

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

形　　　式

項　　　目

１．経過年数

５．稼動状況

４．生産中止
製品対応

３．保全記録

２．環境条件

用　　　途

製造者名

製造年月

製造番号

一次

10

始動操作で３回以上始動できること

表3.2.1　ディーゼル機関劣化診断評価表（１／２）　

設置場所

設備名称 定　　　格

評　　価　　項　　目Ｎｏ．

25≦K1

実負荷、又は、模疑負荷運転状況

腐食性ガス状況(ＮＯＸ、ＳＯＸ、Ｈ２Ｓ､ＮＨ３など)

塩害レベル

塵埃の付着状況

温　度

評　価　結　果
評価

配分点
Ａ

10
7点の場合、
Ｄ欄は30点

10

5

仕　　　様

運転時間
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 5

③ 配管接続部、ﾌﾚｷ接続部の緩みや亀裂状態 3

④ シリンダライナ摺動面の傷、腐食状態 7

⑤ 潤滑油量の状態 5

⑥ 防振ゴムの変形の状態、デフレクションの状態 5

① 給気連絡管の損傷、ひび割れ状態 7

② 吸気マニフォールドの損傷、ひび割れ状態 7

③ 空気冷却器ドレン抜きから水が出る状態 7

３)燃料・潤
滑油系統

① 各ﾎﾟﾝﾌﾟ類に異音、振動、油漏れの状態 5

① 機付冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟのﾍﾞﾙﾄのゆるみ、ひび割れ等の状態 7

② 冷却水ﾋｰﾀｰの断線、短絡、地絡・ゴムホース類の亀裂の状態 3

③ ﾗｼﾞｴｰﾀ内部の発錆・ｺｱの目詰まり状態 3

① 塞止弁、始動弁、停止弁、電磁弁、配管から空気が漏れている状態 5

② エアーモータ・セルモータ用ピニオンの出の状態 7

③ 7

④ マグネットコンタクタの接点が荒れている状態 7

① 5

② 排気管貫通部の遮熱保護部の変形、損傷、脱落、亀裂状態 5

③ 排気消音器の亀裂、ガス漏れ状態 7

④ 室外露出部の発錆、防鳥網の損傷状態 3

(小計) 117

① 機関性能試験 7

② 始動試験 7

③ 振動試験 7

④ 騒音試験 7

⑤ 7

⑥ 7

⑦ 7

⑧ 5

(小計) 54

注記１：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Aの小計はそれを除いたものとする。

注記２：上記評価項目については、ディーゼル機関メーカにより固有の項目があるので必要に応じて表現などを修正する。

注記３：台床上に設置される機関付属補機はラジェータ、燃料フィードポンプ、潤滑油ポンプ、冷却水ポンプ等で

　　　　　原動機により駆動されるもので原動機の付属品とし、一括して診断する。

注記４：消音器については、機関の延長上として考える。

設置場所

６)排気系
統

４)冷却水
系統

項　　　　目

１)機関本
体

５)始動系
統

２)吸気系
統

６
．
劣
化
現
象

50

ﾍｯﾄﾞ・ピストン上面にｶｰﾎﾞﾝの付着の状態

過給機、'排気伸縮管、排気管、断熱覆い、支持金具等に変形、損傷、亀
裂、ガス漏れの状態

(１００点換算評価)換算評価点合計

評
価
ま
と
め

保護連動試験

潤滑油酸化試験

７．性能試験

水圧試験　

各歯車背隙点検の状態（ファイバースコープ等による）

バッテリ用スイッチの絶縁抵抗劣化、接触抵抗増大、開閉操作不良の状態

機関全体の変形、汚損、脱落、漏れ、腐食、破損状態

№

10

評　価　結　果

7点の場合、
Ｄ欄は50点

7点の場合、
Ｄ欄は30点

表3,2,1　ディーゼル機関劣化診断評価表（２／２）

評価
配分点

Ａ
評　　価　　項　　目
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天　候 温　度

　℃

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

④ 3

（小計） 12

① 3

② 5

③ 5

④ 5

（小計） 18

（小計） 5

① 5

② 5

③ 5

④ 5

⑤ 7

⑥ 5

⑦ 5

⑧ 5

（小計） 12

性能・機能等に関連した修理・交換の状況

地盤沈下等による据付レベルの変化の状況

塵埃の付着状況

腐食性ガス状況（NOX、SOX、H2S、NH３など）

負荷の状況

点検整備の状況

経過年数　(K1)

Ｋ１＜１５

1５≦Ｋ１＜２０

２０≦Ｋ１＜２５

設備名称

製造年月

代替品なし、又は代替品において機能の確保は出来るが改
造を必要とする

5

表3.2.2　ガスタービン機関劣化診断評価表（１／２）
設置場所

２．環境条件

評　価　項　目

形　　　式

製造番号

用途

製造者名

評　価　日

定格

湿　度

10

評価
配分点

Ａ

5

10

評　価　結　果

診断実施者

塩害レベル

5

　％

等価運転時間（運転時間＋始動回数）

２５≦Ｋ１

３．保全記録

始動時大量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態

負荷運転ができない状態

機関の立ち上がり時間の状態

運転中の振動の状態

燃焼音、回転音の状態

４．生産中止製
品対応

５．稼働状況

一次

項　　　目 Ｎo.

１．経過年数

①

①

10

機関の停止時間の状態

着火性や加速が悪く、２回で始動出来ない

回転速度の状態

仕様

始動回数 回 運転時間 Ｈ

７点の
場合Ｄ
欄は30

点
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評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 7

③ ラビリンスシールとケーシングとの接触の状態 7

④ 燃焼器の焼損・割れの状態 5

① 振動の状況 7

② 出力軸からの潤滑油の漏れの状況 3

① 潤滑油圧力の状況 5

② 3

① 燃料ノズルの噴霧状態 5

② 燃料系からの漏れの状況 3

① バッテリ用スイッチの絶縁抵抗、接触抵抗、開閉操作状況 3

② マグネットコンタクタの接点の状態 5

① 回転系、排気系等の出力の模擬入力に対する状況 3

② DC/DCコンバータの出力等制御電源の状況 3

① 塗装の剥離、発錆の状態 2

② カップリングの損傷、変形の状態 4

③ パッケージ内配線接続部の状況 3

④ パッケージ内配線、ケーブルの変色、変形状況 2

① 排気消音器の防音材の状態（屋外型） 7

② 2

（小計） 86

① 総合性能試験 7

② 機関保護装置試験 7

③ 発電機保護装置試験 7

④ 自動始動試験 7

⑤ 調速機試験 7

⑥ 連続負荷試験 7

⑦ 振動測定 7

⑧ 騒音測定 4

（小計） 53

注記１：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

注記２：台床上に設置される機関付属機器は減速機付燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ、潤滑油ポンプおよび燃料制御装置、

オイルクーラである。原動機の付属品とし、一括して診断する。

評
価
ま
と
め

表3.2.2　ガスタービン機関劣化診断評価表（２／２）

潤滑油系からの漏れの状況

圧縮機翼のクラックの有無や、錆の状態

４）燃料系
統

タービン翼、ノズルの腐食、割れの状態

項　　　目
評価

配分点
Ａ

（１００点換算評価）

10

Ｎo.

１）機関本体

設置場所

３）潤滑油
　系統

６
．
劣
化
現
象

７）ﾊﾟｯｹｰ
ｼﾞ

換算評価点合計

７．性能試験

５）始動系
統

８）排気系
統

室外露出部の発錆、防鳥網の損傷状態

評　価　項　目

２）減速機

６）制御系
統

用　　途

７点の
場合Ｄ
欄は50

点

７点の
場合Ｄ
欄は30

点

評　価　結　果

50
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形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

④ 3

（小計） 12

① 3

② 3

③ 5

④ 3

（小計） 14

（小計） 5

① 5

② 7

③ 7

④ 5

⑤ 5

（小計） 29

４．生産中止
　製品対応

①

７点の場合、
Ｄ欄は30点

振動の状態

項　　　目

表3.2.3　発電機劣化診断評価表（１／２）

設置場所

設備名称

製造者名
仕　　　　様

塵埃の付着状況

25≦K1

３．保全記録

地盤沈下等による据付レベルの変化の状況

負荷の状況

塩害レベル

２．環境条件

運転電圧の状況

過去に外部短絡、地絡事故の記録

経過年数　（K1）

15≦K1＜20

20≦K1＜25

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

10

一次

１．経過年数
①

K1＜15

評　価　結　果

5

用　　　途

診断実施者評　価　日

製造年月

製造番号

評　　価　　項　　目Ｎｏ．
評価

配分点
Ａ

音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など）

電圧の状態（無負荷、負荷運転時）

温度上昇の状態

５．稼動状況

5

10

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする

5

臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油焼け臭など）
10
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用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 2

③ 2

④ 3

① 5

② 7

③ 5

④ 5

⑤ 3

① 5

② 5

③ 5

④ 5

② 7

③ 5

④ 3

① 3

② 3

（小計） 85

② 直流吸収試験　（３ｋV以上発電機） 9

③ 誘電正接測定　（３ｋV以上発電機） 7

④ 部分放電測定  （３ｋV以上発電機） 9

（小計） 46

注記１：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

ブラシ無し：回転整流器部の汚損、変色、変形、破損の状態
ブラシ有り：ブラシ、ブラシホルダーの摩耗、変形、過熱の状態
ブラシ有り：スリップリング磨耗、変形、過熱の状態

①

締付部に緩みの状態

塵埃、油等付着の状態

5

オイルリングの状態

くさびに枯れ、ずれ、緩み、飛出し、脱落の状態

付属品の外観状態、又は機能状況

口出し線、端子部に劣化、汚損、損傷の状態

項　　　目 Ｎｏ．
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

評　　価　　項　　目

評
価
ま
と
め

表3.2.3　発電機劣化診断評価表（２／２）
設置場所

６
．
劣
化
現
象

３）軸受部

潤滑油漏れ、又はグリスの液化の状態

音の状態（打音、サッカ音等）

振動の状態

締付部、バインド等緩みの状態

巻線、絶縁物に変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

巻線、絶縁物に変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

１）外箱部
(外皮）

塗装剥離、発錆,腐食の状態

５）付属品
その他

50

２）鉄心、
巻線部
（固定子部）

噴煙した形跡の状態

塵埃、油等付着の状態

鉄心に変色、過熱、錆、緩みの状態

変形、破損の状態

４）励磁機部
(回転子部）

締付部、バインド等緩みの状態、

７．性能試験

①

（１００点換算評価）

10

9

低圧　：1MΩ以上
3ｋV級：5MΩ以上
6ｋV級：8MΩ以上

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以
下)

9

3

1MΩ以上

７点の場合、Ｄ欄
は50点

７点以上の場
合、Ｄ欄は30点

換算評価点合計

固定子と対地間
(500/1000Vﾒｶﾞｰ使用)

励磁機界磁回路と対地間
（500Ｖメガー使用）

1MΩ以上

回転子と対地間
（500Ｖメガー使用）

 3－26



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

④ 3

（小計） 12

① 2

② 3

③ 運転時間 3

（小計） 8

（小計） 5

① 5

② 7

③ 7

④ 5

（小計） 24

設備名称

表3.2.4　発電設備補機劣化診断評価表（１／２）
設置場所

用　　　途

仕様
製造者名

製造年月

製造番号

評　価　日 診断実施者

一次

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

評　価　結　果

１．経過年数
①

10

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25

25≦K1

２．環境条件

塩害レベル

5

３．保全記録

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

腐食性ガス状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

地盤沈下等による据付レベルの変化状況

５．稼動状況

振動の状態

10

４．生産中止
　製品対応

①
代替品なし又は代替品において機能の確保はで
きるが改造を必要とする 10

5

7点の場合Ｄ欄
は30点

音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など）

臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油焼け臭など）

温度上昇の状態

5
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用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 電気機器に噴煙した形跡の状態 7

② 塗装剥離、発錆の状態 3

③ 腐食の状態 3

④ 変形,破損の状態 3

⑤ 締付部の緩み状態 3

⑥ 絶縁物の過熱変色,トラッキングの状態 5

⑦ 絶縁物のクラックや硬化の状態 5

⑧ 配線、接地線接続部緩みや断線の状態 5

① 5

② 5

③ 5

① 圧力計、温度計、レベル計等の指示の異常状態 3

② レベル、圧力等のスイッチ動作状態 3

③ 配線、接続部の緩み、断線の状態 5

④ 異音の状態 5

⑤ 振動の状況 5

⑥ 冷却装置の目詰まり状態 3

⑦ 防振ゴムの亀裂・変形状態 5

（小計） 83

① 絶縁抵抗測定 1MΩ以上 7

小計 7

注記１：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

7点の場合Ｄ欄
は50点

評　価　結　果

３）付属品,その他

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

音の状態（打音、サッカ音等）

ファン等の回転の状態

潤滑油漏れ、又はグリスの液化状態

６
．
劣
化
現
象

１)外観

注記1：本評価表での発電補機類とは燃料タンク、冷却水タンク、冷却塔、給排気ファン等機関に直結していない補機をいう。

7点の場合Ｄ欄
は30点

（１００点換算評価）

７.性能試験

低圧電圧回路
（500Vﾒｶﾞｰ使用）

10

２)軸受部

評
価
ま
と
め

換算評価点合計

50

評価
配分点

Ａ

表3.2.4　発電設備補機劣化診断評価表（２／２）

設置場所
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形　　式

定　　格

運転時間

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

10

15≦K1＜20

評　価　結　果

診断実施者

10

評価
配分点

Ａ

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

表3.2.5　発電機盤劣化診断評価表（１／２）

①４．生産中止
　製品対応

①

故障・事故の履歴がある

20≦K1＜25

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

一次

１．経過年数

３．保全記録

２．環境条件

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

塩害レベル

製造番号

評　価　日

製造者名

用　　途

製造年月

設置場所

設備名称

５．稼動状況

5
腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

5

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭などの臭気の状態

仕　　様

5

10

代替品なし、又は代替品において機能の確保ができる改造
を必要とする
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用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

② 3

③ 3

① 5

② 7

③ 5

① 7

② 7

① 5

① 3

② 3

③ 5

④ 3

⑤ 7

⑦ 5

① 3

② 3

（小計） 91

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

② 9

③ 7

（小計） 30

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

注記2：箱体等の診断は劣化が進んでいると思われる盤より５面を選び評価点の平均を求める。

注記3：選んだ箱体内の収納部品より劣化が進んでいると思われるもの3～5個を選んで診断をする。

評価
配分点

Ａ

②

⑥

制御器具が湿潤、発錆および腐食の状態

補助継電器、電磁接触器、補助開閉器、スイツチ類に接触
状態または動作の状態（発電機運転時の計測器指示の状
態も含む）

5

主回路導体支持物等に亀裂、破損、変形などの損傷の状態

扉、ハンドルがスムーズに動作しない

制御回路部品に亀裂、破損、変形等の損傷の状態

絶縁物、碍子などにコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

（１００点換算評価）

制御回路と対地間
5

（500Ｖメガー使用）

サーモメータによる測定での過熱状態

10

9

換算評価点合計

７．性能試験

配線接続部の腐食の状態

表3.2.5　発電機盤劣化診断評価表（２／２）

①
（1000Ｖメガー使用）

６）付属品

亀裂、破損、変形などの損傷の状態

主回路部と対地間

切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している

冷却装置に異常音、振動の状態

接触部、断路部に腐食皮膜の生成の状態

主回路断路部、シャツタおよび引出機構（遮断器，PT，LA）
などに磨耗、損傷、または動作の状態

機関制御装置、ＡＶＲ装置の機能の状態,又は装置内器具に
変色、発錆、過熱、塵埃付着等の状態

評
価
ま
と
め

１）外箱部

６
．
劣
化
現
象

４）引出機
構・接続部

３）支持
　絶縁物

２）主回路
・接続部

項　　　目

設備名称

５）制御部

錆などによる欠落状態、腐食の状態

点検窓などのパッキン類の損傷の状態

制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣
化の状態

5

冷却装置に目詰まりの状態

部分放電測定

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以下)

過熱変色の状態

評　　価　　項　　目

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態

Ｎｏ．

評　価　結　果

７点以上の場合､
Ｄ欄は30点

７点の場合､
Ｄ欄は50点

50
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原動機 形式 PS・kW rpm・m-1 製造者

発電機 形式 相 線式 kVA V Hz 製造者

発電機盤 　相　線式 V Hz 製造者

① 名称 仕様 製造者

② 名称 仕様 製造者

③ 名称 仕様 製造者

平均

発
電
機
盤
収
納
機
器

計器用変成器

保護継電器

原動機

発電機盤

遮断器

断路器

8 補機

その他9

4

5

6

7

総合評価コメント

診断実施者   　　　年   月   日

表3.2.6 発電設備　総括表（一次診断）

設置場所

設備名称

設備概要

一次診断日

補機

発　電　機

備　考

診断コメント

構
　
成
　
機
　
器

1

2

3

評　価
発電機１ 発電機２ 発電機３

評　価　点

3
－

3
1



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

備　　考

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

評価点

1

3

4

5

（小計） 5 5

① 3 3

② 3 3

③ 3 3

④ 3 3

（小計） 12 12

① 3 3

② 3 3

③ 5 5

④ 3 3

⑤ 5

（小計） 14 19

（小計） 5 5

① 5 5

② 7 7

③ 7 7

④ 5 5

⑤ 5 5

（小計） 29 29

① 7 7

② 2 2

③ 2 2

④ 3 3

① 5 5

② 7 7

③ 5 5

④ 5 5

⑤ 3 3

① 5 5

② 5 5

③ 5 5

④ 5 5

② 7 7

③ 5 5

④ 3 3

① 3 3

② 3 3

（小計） 85 85

② 9

③ 7

④ 9

46

50

5
10

10 10

塗装剥離、発錆,腐食の状態

巻線、絶縁物に変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

締付部、バインド等緩みの状態、

付属品の外観状態、又は機能状況

5 5

評　価　結　果

１．経過年数

塩害レベル

腐食性ガス状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

評価
配分点

Ａ

項　　　目

10 10

５）付属品その他

塵埃、油等付着の状態

5

４）励磁機部　(回
転子部）

ブラシ無し：回転整流器部の汚損、変色、変形、破損の状態
ブラシ有り：ブラシ、ブラシホルダーの摩耗、変形、過熱の状態
ブラシ有り：スリップリング磨耗、変形、過熱の状態

締付部、バインド等緩みの状態、

１）外箱部　(外
皮） 変形、破損の状態

締付部に緩みの状態

仕　　　　様

評　価　日

二次診断結果

診断実施者

製造番号

一次診断結果

一次診断後の
処置内容

表3.2.7　発電設備劣化診断（二次）評価表（１／３）

設置場所

設備名称

用　　　途

発電設備の総合評価

製造者名

製造年月

50

二次

評　　価　　項　　目Ｎｏ． 評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

６
．
劣
化
現
象

振動の状態

音の状態（打音、サッカ音等）

オイルリングの状態

潤滑油漏れ、又はグリスの液化の状態

鉄心に変色、過熱、錆、緩みの状態

巻線、絶縁物に変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

塵埃、油等付着の状態

①

5

口出し線、端子部に劣化、汚損、損傷の状態

３）軸受部

5

5
10

２）鉄心、　巻線
部　　　　（固定
子部）

噴煙した形跡の状態

臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油焼け臭など）

定期点検データに問題あり（二次診断）

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改造を
必要とする

振動の状態

音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など）

４．生産中止
　製品対応

５．稼動状況

くさびに枯れ、ずれ、緩み、飛出し、脱落の状態

２．環境条件

３．保全記録

過負荷で運転することがある

過電圧で運転することがある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の記録

電圧の状態（無負荷、負荷運転時）

温度上昇の状態

①

5

25≦K1

20≦K1＜25

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

①

地盤沈下等による据付レベルの変化状況

過去に外部短絡、地絡事故の記録

（小計）

1MΩ以下 3

直流吸収試験　（３ｋV以上発電機）

誘電正接測定　（３ｋV以上発電機）

部分放電測定  （３ｋV以上発電機）

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%
以下)

固定子と対地間
(500/1000Vﾒｶﾞｰ使用)

回転子と対地間
（500Ｖメガー使用）

励磁機界磁回路と対地
間（500Ｖメガー使用）

低圧　：1MΩ以下
3ｋV級：5MΩ以下
6ｋV級：8MΩ以下

７．性能試験 10

1
.

発
　
　
電
　
　
機

9

①
1MΩ以下 9

　換算評価点合計 （１００点換算評価）

 3－32



備　　考

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

2 原動機 1

3 発電機盤 1

4 補　機 1

（小計） 3

注記1：評価項目に該当しない項目または機器がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いた評価点とする。

注記2：項目｢８．構成機器｣の評価は、下記による。

　　　　　・評価配分点Ａは、該当項目に１点

　　　　　・評価点Ｂは、一次診断時よりも劣化が進行している場合に１点

① 運転中の振動の状態 5

② 燃焼音、回転音の状態 5

③ 回転速度の状態 5

④ 始動時大量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態 5

⑤ 負荷運転が出来ない状態 7

⑥ 機関の立ち上がり時間の状態 5

⑦ 機関の停止時間の状態 5

⑧ 着火性や加速が悪く、２回で始動できない 5

（小計） 42

① 7

② 7

③ 7

④ 5

２）減速機 ① 7

３）潤滑油
系統

① 5

４）燃料系
統

① 5

５）始動系
統

① 5

６）排気系
統

① 7

（小計） 55

① 振動の状態 5

② 爆発音、回転のバラツキ状態 5

③ 回転速度の状態 5

④ 始動時大量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態 5

⑤ 負荷運転の状態 7

⑥ 運転時、警報の発報状態 5

⑦ 機関の立ち上がり時間が年々長くなっている状態 5

⑧ 始動操作で３回以上始動できること 5

（小計） 42

① 7

② 5

③ 7

④ 5

⑤ 5

① 7

② 7

③ 7

３）燃料潤
滑油系統

① 5

４）冷却水
系統

① 7

① 5

② 7

③ 7

④ 7

① 5

② 5

③ 7

（小計） 105

評
価
ま
と
め

５）始動系
統

マグネットコンタクタの接点が荒れている状態

６）排気系
統

過給機、排気伸縮管、排気管、断熱覆い、指示金具等に変形、損傷、亀裂、ガス漏れの状況

排気管貫通部の遮熱保護部の変形、損傷、脱落、亀裂状態

排気消音器の亀裂、ガス漏れ状態

塞止弁、始動弁、停止弁、電磁弁、配管から空気が漏れている状態

エアーモータ・セルモータ用ピニオンの出の状態

バッテリ用スイッチの絶縁抵抗劣化、接触抵抗増大、開閉操作不良の状態

ラビリンスシールとケーシングとの接触の状態

燃料ノズルの噴霧状態

シリンダライナ摺動面の傷、腐食状態

防震ゴムの変形の状態、デフレクションの状態

排気消音器の防音材の状態（屋外型）

吸気マニホールドの損傷、ひび割れ状態

空気冷却器ドレン抜きから水が出る状態

１．稼働状況

燃焼器の焼損・割れの状態

振動の状態

潤滑油圧力の状態

１）機関本
体

圧縮機翼のクラックの有無や、錆の状態

タービン翼、ノズルの腐食、割れの状態

マグネットコンタクタの接点の状態

１．稼働状況

潤滑油量の状態

各ポンプ類に異音、振動、油漏れの状態

機付き冷却水ポンプのベルトのゆるみ、ひび割れ等の状態

機関全体の変形、汚損、脱落、漏れ、腐食、破損状態

ヘッド、ピストン上面にカーボンの付着の状態

１）機関本
体

２
．
劣
化
現
象

２）吸気系
統

給気連結管の損傷、ひび割れ状態

（１００点換算評価）

2
.

原
動
機

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

一次診断結果

用　途

一次診断後の
処置内容

構
成
機
器

No. 評　　価　　項　　目

表3.2.7　発電設備劣化診断（二次）評価表（２／３）
設置場所

二次診断

10

評価
配分点

Ａ

評価点
Ｂ

項　　　目 備　　考

構　成　機　器　評　価（１／２）

No. 評　　価　　項　　目

一次診断結果

一次診断後の
処置内容

二次
診断
評価
点Ｂ

２
．
劣
化
現
象

デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関

ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
機
関
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① 5

② 5

（小計） 10

１）外箱部 ① 7

① 5

② 7

③ 亀裂、破損、変形などの損傷の状態 5

① 7

② 7

① 5

④ 5

（小計） 60

① 振動の状態 5

② 音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など） 7

③ 臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油やけ臭など） 7

④ 温度上昇の状態 5

① 電気機器に噴煙した形跡の状態 7

② 絶縁物の過熱変色、トラッキングの状態 5

③ 絶縁物のクラックや硬化の状態 5

④ 配線、接地線、接続部緩みや断線の状態 5

① 音の状態（打音、サッカ音など） 5

② ファン等の回転の状態 5

③ 潤滑油漏れ、又はグリスの液化状態 5

① 配線、接続部の緩み、断線の状態 5

② 異音の状態 5

③ 振動の状態 5

④ 防振ゴムの亀裂、変形状態 5

① 絶縁抵抗測定 　　　　　低圧電圧回路（１ＭΩ以上） 7

（小計） 88

評　　価　　項　　目

③

①

接触部、断路部に腐食皮膜の生成の状態

②
主回路断路部、シャッタ及び引出機構（遮断器、ＰＴ、ＬＡ、）など
に摩耗、損傷、または動作の状態

錆などによる欠落状態、腐食の状態

導体の塗装、メッキの変色、腐食または剥離の状態

過熱変色の状態

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭などの臭気の状態

機関制御装置、ＡＶＲ装置の機能の状態又は装置内器具に変
色、発錆、過熱、塵埃付着等の状態

切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している

５）制御部

制御配線に被覆変質、芯線の腐食、素線切れ、絶縁物の劣化の
状態

３）支持絶
縁物

主回路導体支持物等に亀裂、破損、変形などの損傷の状態

２）主回
路・接続部

絶縁物、碍子などにコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

４）引出機
構・接続部 5

補助継電器、電磁接触器、補助開閉器、スイッチ類に接触状態
または動作の状態（発電機運転時の計測器指示の状態も含む）

②

4
.

補
機

１）稼働状況

２）外観

３）軸受け部

４）付属品、その
他

５）性能試験

3
.

発
電
機
盤

１．稼働状況

一次診断後の
処置内容

一次診断結果 二次
診断
評価
点Ｂ

項　　　目 No. 備　　考

構　成　機　器　評　価（２／２）

評価点
Ｂ

評価
配分点

Ａ

5

7

5

２
．
劣
化
現
象

表3.2.7　発電設備劣化診断（二次）評価表（３／３）
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1 形式 　 相 線式 kVA V Hz 製造者

2 形式 PS・kW rpm・m-1 製造者

3 　相　線式 V Hz 製造者

① 名称 仕様 製造者

② 名称 仕様 製造者

③ 名称 仕様 製造者

発電機

発電機２ 発電機３ 平均二次診断

4

原動機

発電機盤

補機

(発電設備の総合評価)

評価点

発電機１

一次/簡易診断実施日

表3.2.8 発電設備　総括表（二次診断）

二次診断実施日    　年   月   日 診断実施者

   　年   月   日 診断実施者

構
成
機
器
概
要

総合評価コメント設置場所

設備名称

3
－
3
5



天　候

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

① 3

4

5

(小計) 5

① 3

② 3

③ 3

④ 地盤沈下等による据付レベルの変化状況 3

(小計) 12

① 2

② 5

③ 運転時間 3

④ 5

(小計) 15

(小計) 5

① 振動の状態 5

② 爆発音、回転のバラツキ状態 5

③ 回転速度の状態 5

④ 始動時多量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態 5

⑤ 負荷運転の状態 7

⑥ 運転時、警報の発報状態 5

⑦ 機関の立ち上がり時間が年々長くなっている状態 5

⑧ 5

(小計) 42

代替品なし又は代替品において機能の確保はできるが改造を必要
とする

評　　価　　項　　目

5

25≦K1

20≦K1＜25

評価
配分点

Ａ

実負荷ｏｒ模疑負荷運転状況

腐食性ガス状況(ＮＯX、ＳＯX、Ｈ２Ｓ､ＮＨ３など)

塩害レベル

5
10

評価結果

5

診断実施者

　％

湿　度評　価　日

塵埃の付着状況

３．保全記録

２．環境条件

形　　　式

設備名称 定　　　格

10

始動操作で３回以上始動できること

表3.2.9　ディーゼル機関劣化診断(簡易)評価表（１／２）　

設置場所

用　　　途

製造者名

製造年月

製造番号

Ｎｏ．

簡易

項　　　目

１．経過年数

５．稼動状況

４．生産中止
製品対応

①

10

故障・事故の履歴がある

過去に性能・機能等に関連した修理・交換の状況

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

温　度

　℃

仕　　　様

運転時間

7点の場合Ｄ
欄は30点
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用途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① シリンダライナ摺動面の傷の状態 7

② 防振ゴムの変形の状態、デフレクションの状態 5

２)吸気系統 ① 吸気マニフォールドの損傷、ひび割れ状態 7

３)燃料・潤滑
油系統

① 各ﾎﾟﾝﾌﾟ類に異音、振動、油漏れの状態 5

４)冷却水系
統

① 機付冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟのﾍﾞﾙﾄのゆるみ、ひび割れ等の状態 7

① 7

② マグネットコンタクタの接点が荒れている状態 7

① 5

② 排気管貫通部の遮熱保護部の変形、損傷、脱落、亀裂状態 5

③ 排気消音器の亀裂、ガス漏れ状態 7

(小計) 62

① 機関性能試験 7

② 始動試験 7

(小計) 14

① 7

② 5

③ 5

③ 7

⑤ 7

(小計)

注記１：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Aの小計はそれを除いたものとする。

注記２：上記評価項目については、ディーゼル機関メーカにより固有の項目があるので必要に応じて表現等を修正する。

注記３：台床上に設置される機関付属補機はラジェータ、燃料フィードポンプ、潤滑油ポンプ、冷却水ポンプ等で

　　　　　原動機により駆動されるもので原動機の付属品とし、一括して診断する。

注記４：消音器については、機関の延長上として考える。

注記５：簡易診断としての評価表であり、発電設備補機の評価を含むものとする。

5

評価
配分点

Ａ

評価結果

7点の場合Ｄ
欄は30点

７．性能試験

１)機関本
体

５)始動系統
バッテリ用スイッチの絶縁抵抗劣化、接触抵抗増大、開閉操作不良の状態

評　　価　　項　　目

(１００点換算評価)換算評価点合計

評
価
ま
と
め

50

排気伸縮管、排気管、断熱覆い、支持金具等に変形、損傷、亀裂、ガス漏れの状態

６
．
劣
化
現
象

６)排気系
統

項　　　　目

表3.2.9　ディーゼル機関劣化診断(簡易)評価表（２／２）　

58．発電設備補
機

運転中の異音(打刻音、サッカ音、うなり音等)の状況

振動の状況(防振ゴムの変形の状態)

潤滑油、グリスの漏れ状態

絶縁物の過熱、変色、クラックや硬化の状態

絶縁抵抗値が１ＭΩ以下

設置場所

7点の場合Ｄ
欄は50点

№

7点の場合Ｄ
欄は30点
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形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

④ 3

（小計） 12

① 3

② 3

③ 5

④ 3

（小計） 14

（小計） 5

① 5

② 7

③ 7

④ 5

⑤ 5

（小計） 29

４．生産中止
　製品対応

①

５．稼動状況

音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など）

振動の状態

電圧の状態（無負荷、負荷運転時）
10

温度上昇の状態

７点の場合、
Ｄ欄は30点

臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油焼け臭など）

項　　　目

表3.2.10　発電機劣化診断（簡易）評価表（１／２）

設置場所

設備名称

評価
配分点

Ａ

用　　　途

腐食性ガスの状況(NOx,SOx,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

25≦K1

３．保全記録

地盤沈下等による据付レベルの変化の状況

負荷の状況

塩害レベル

２．環境条件

運転電圧の状況

過去に外部短絡、地絡事故の記録

経過年数　（K1）

15≦K1＜20

20≦K1＜25
10

簡易

１．経過年数
①

K1＜15

評　価　結　果

診断実施者評　価　日

製造年月

製造番号

製造者名
仕　　　　様

評　　価　　項　　目Ｎｏ．

5

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする

5

5過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

10
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用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

① 5

② 7

③ 5

④ 5

① 5

② 5

③ 5

④ 5

② 7

③ 5

（小計） 66

（小計） 21

注記１：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれを除いたものとする。

７点の場合、Ｄ欄
は50点

７点以上の場合、
Ｄ欄は30点

換算評価点合計

ブラシ無し：回転整流器部の汚損、変色、変形、破損の状態
ブラシ有り：ブラシ、ブラシホルダーの摩耗、変形、過熱の状態
ブラシ有り：スリップリング磨耗、変形、過熱の状態

① 5

オイルリングの状態

くさびに枯れ、ずれ、緩み、飛出し、脱落の状態

巻線、絶縁物に汚損、変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

振動の状況

項　　　目 Ｎｏ．

設置場所

表3.2.10　発電機劣化診断（簡易）評価表（２／２）

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

評　　価　　項　　目

評
価
ま
と
め

７．性能試験
①

６
．
劣
化
現
象

３）軸受部

１）外箱部
(外皮）

低圧　：1MΩ以上
3ｋV級：5MΩ以上
6ｋV級：8MΩ以上

絶縁抵抗測定結
果　（保全記録を
確認）

締付部、バインド等緩みの状態、

固定子と対地間
(500/1000Vﾒｶﾞｰ使用)

励磁機界磁回路と対地間
（500Ｖメガー使用）

1MΩ以上

回転子と対地間
（500Ｖメガー使用）

1MΩ以上

50

２）鉄心、
巻線部
（固定子部）

噴煙した形跡の状態

鉄心に変色、過熱、錆、緩みの状態

４）励磁機部
(回転子部）

潤滑油漏れ、又はグリスの液化の状態

音の状況（打音、サッカ音等）

巻線、絶縁物に汚損、変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

締付部、バインド等緩みの状態

（１００点換算評価）

109

3

9
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形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3

② 3

③ 3

（小計） 9

① 2

② 5

（小計） 7

（小計） 5

① 5

② 5

（小計） 10

評　価　結　果

簡易

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭などの臭気の状態

5
10

10

評価
配分点

Ａ

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

表3.2.11　発電機盤劣化診断（簡易）評価表（１／２）

①

１．経過年数

３．保全記録

２．環境条件

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

４．生産中止
　製品対応

15≦K1＜20

製造者名

用　　途

①

製造年月

製造番号

評　価　日

設置場所

設備名称

仕　　様

診断実施者

5

５．稼動状況

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

塩害レベル

20≦K1＜25

腐食性ガスの状況(NOx,SOx,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

故障・事故の履歴がある

代替品なし、又は代替品において機能の確保ができる改
造を必要とする

5

10

3－40



用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7

① 5

② 7

③ 5

① 7

② 7

① 5

① 5

② 7

④ 5

① 5

② 5

③ 5

（小計） 85

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

（小計） 14

注記1：評価項目に該当しない項目がある場合、評価配分点Ａの小計はそれをものとする。

注記2：選んだ箱体内の収納部品より劣化が進んでいると思われるもの3～5個を選んで診断をする。

注記3：評価項目に該当しない項目がある場合、評価点Ａの小計はそれを除いた評価点とする。

評価
配分点

Ａ

７点以上の場合､
Ｄ欄は30点

換算評価点合計

７点の場合､
Ｄ欄は50点

変成器の発錆、腐食の状態

5

③

補助継電器、電磁接触器、補助開閉器、スイツチ類に接
触状態または動作の状態（発電機運転時の計測器指示
の状態も含む）

（１００点換算評価）

制御回路と対地間

錆などによる欠落状態、腐食の状態

評　　価　　項　　目

表3.2.11　発電機盤劣化診断（簡易）評価表（２／２）
設備名称

②

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態

過熱変色の状態

主回路断路部、シャツタおよび引出機構（遮断器，PT，
LA）などに磨耗、損傷、または動作の状態

絶縁物、碍子などにコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態

接触部、断路部に腐食皮膜の生成の状態

主回路導体支持物等に亀裂、破損、変形などの損傷の状態

（500Ｖメガー使用）

10

9
（1000Ｖメガー使用）

７．性能試験

５）制御部

亀裂、破損、変形などの損傷の状態

主回路部と対地間

切替スイッチ、電磁接触器などに銀移行が発生している

断路器、遮断器の発錆、腐食、動作（保全記録確認）の状態

①

６）収納機器
・付属品

評
価
ま
と
め

項　　　目 Ｎｏ．

１）外箱部

６
．
劣
化
現
象

４）引出機構
・接続部

３）支持
　絶縁物

２）主回路
・接続部

制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物
の劣化の状態

5

絶縁抵抗測定結果
（保全記録を確認）

保護継電器の発錆、腐食、動作（保全記録確認）の状態

機関制御装置、ＡＶＲ装置の機能の状態,又は装置内器
具に変色、発錆、過熱、塵埃付着等の状態

50

5

評　価　結　果
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形式 PS・kW rpm・m-1 製造者

形式 相 線式 kVA V Hz 製造者

　相　線式 V Hz 製造者

① 名称 仕様 製造者

② 名称 仕様 製造者

③ 名称 仕様 製造者

名称 仕様 製造者

平均

備　考

診断コメント

発電機盤

設置場所

設備名称

設備概要

補機

その他

構
　
成
　
機
　
器

1

2

3

簡易診断日 診断実施者   　　　年   月   日

評　価
発電機１ 発電機２ 発電機３

ディーゼル機関

評　価　点

発電機盤

総合評価コメント

表3.2.12 発電設備　総括表（簡易診断）

ディーゼル機関

発電機

発電機盤

3
－

4
2



天　候

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

① 3 点検記録 完成図書、機器銘盤等により確認する 評価表

4

5

(小計) 5

① 3 調査 海岸からの距離、電力会社の資料等から判断する 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 発電機室内、機関の汚れ状態を目視で確認する 写真

④ 地盤沈下等による据付レベルの変化状況 3 目視・点検記録 機関共通台床の変形、コンクリートの亀裂等状態を点検する 写真

(小計) 12

① 2 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

② 5 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

③ 運転時間 3 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

④ 5 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

(小計) 15

(小計) 5

① 振動の状態 5 目視、触手 運転（無負荷、実負荷、模擬負荷等）し異常な振動の有無を確認する 評価表

② 爆発音、回転のバラツキ状態 5 聴音、目視 上記の運転条件で音、回転変動の異常有無の確認をする 評価表

③ 回転速度の状態 5 目視 運転中に計器盤、発電機盤の周波数計により針の振れを確認する 評価表

④ 始動時多量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態 5 目視 始動時､運転時に排気管出口の煙の色を確認する 写真

⑤ 負荷運転の状態 7 点検記録・目視 過去の点検記録を確認する。機関に実負荷、模擬負荷等をかけて運転状態の確認をする 評価表

⑥ 運転時、警報の発報状態 5 目視 運転（無負荷、実負荷、模擬負荷等）して保護装置の動作状況を確認する 評価表

⑦ 機関の立ち上がり時間が年々長くなっている状態 5 計測・点検記録 過去の点検記録、メーカ基準値と比較する 評価表

⑧ 5 目視 自動始動試験を繰り返し３回以上実施し状態の確認をする 計測・データ

(小計) 42

仕　　　様

運転時間

5

評価
配分点

Ａ

10

5

表3.2.1ーA　ディーゼル機関劣化診断手引き書(１／２）　

報
　
　
告
　
　
内
　
　
容

診
　
　
断
　
　
手
　
　
段

　　　　実　　施　　方　　法
診断実施者

評　　価　　項　　目

一次 　℃

10

始動操作で３回以上始動できること

３．保全記録

実負荷、又は、模疑負荷運転状況

過去に性能・機能等に関連した修理・交換の状況

５．稼動状況

４．生産中止
製品対応

15≦K1＜20

20≦K1＜25

故障・事故の履歴がある

塵埃の付着状況

25≦K1

10

１．経過年数

経過年数　（K1）

K1＜15

周囲の交通量，環境等について確認する。建屋の換気、排気口の周りの状態、機関の吸気フィル
タの汚れ等を点検する

項　　　目

２．環境条件

　％

製造番号

温　度評　価　日

腐食性ガス状況(ＮＯX、ＳＯX、Ｈ２Ｓ､ＮＨ３など)

塩害レベル

製造年月

設置場所 形　　　式

設備名称 定　　　格

用　　　途

調査
代替品なし又は代替品において機能の確保はできるが改造を必要と
する

5

湿　度

評　価　結　果

Ｎｏ．

①

製造者名

評価表製造メーカに機関の形式、製造番号、製造年を連絡し確認する

7点の場
合Ｄ欄は

30点

3
－

4
3



用途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

① 7 目視 写真

② 5 目視 写真

③ 配管接続部、ﾌﾚｷ接続部の緩みや亀裂状態 3 目視 写真

④ シリンダライナ摺動面の傷、腐食状態 7 目視 写真

⑤ 潤滑油量の状態 5 目視、測定 写真

⑥ 防振ゴムの変形の状態、デフレクションの状態 5 目視、測定 写真、評価表

① 給気連絡管の損傷、ひび割れ状態 7 目視 写真

② 吸気マニフォールドの損傷、ひび割れ状態 7 目視 写真

③ 空気冷却器ドレン抜きから水が出る状態 7 目視 写真

３)燃料・潤
滑油系統

① 各ﾎﾟﾝﾌﾟ類に異音、振動、油漏れの状態 5 目視、聴音 写真

① 機付冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟのﾍﾞﾙﾄのゆるみ、ひび割れ等の状態 7 目視、触手 写真

② 冷却水ﾋｰﾀｰの断線、短絡、地絡・ゴムホース類の亀裂の状態 3 計測、目視 写真・評価表

③ ﾗｼﾞｴｰﾀ内部の発錆・ｺｱの目詰まり状態 3 目視 写真

① 塞止弁、始動弁、停止弁、電磁弁、配管から空気が漏れている状態 5 目視、触手 写真

② エアーモータ・セルモータ用ピニオンの出の状態 7 目視 評価表

③ 7 目視、計測 写真、評価表

④ マグネットコンタクタの接点が荒れている状態 7 目視 評価表

① 5 目視 写真

② 排気管貫通部の遮熱保護部の変形、損傷、脱落、亀裂状態 5 目視 写真

③ 排気消音器の亀裂、ガス漏れ状態 7 目視 写真

④ 室外露出部の発錆、防鳥網の損傷状態 3 目視 写真

(小計) 117

① 機関性能試験 7 計測 データ

② 始動試験 7 計測 データ

③ 振動試験 7 計測 データ

④ 騒音試験 7 計測 データ

⑤ 7 計測 データ

⑥ 7 計測 写真・データ

⑦ 7 目視 写真

⑧ 5 計測 データ

(小計) 54

実　　　　　　　施　　　　　　　方　　　　　　　法　　　　　　

報
告
内
容

設置場所

診
断
手
段№

評価
配分点

Ａ
項　　　　目 評　　価　　項　　目

7点の場
合Ｄ欄は

50点

過給機、'排気伸縮管、排気管、断熱覆い、支持金具等に変形、損傷、亀裂、ガス漏れの状態

バッテリ用スイッチの絶縁抵抗劣化、接触抵抗増大、開閉操作不良の状態

ﾍｯﾄﾞ・ピストン上面にｶｰﾎﾞﾝの付着の状態

６
．
劣
化
現
象

５)始動系
統

２)吸気系
統

６)排気系
統

４)冷却水
系統

備考

各歯車背隙点検の状態（ファイバースコープ等による）

(１００点換算評価)換算評価点合計

評
価
ま
と
め

10保護連動試験

潤滑油酸化試験

７．性能試験

水圧試験　

機関を始動させて始動状態の確認を行う

ラジェータキャップを開放して冷却水の状態から発錆の有無を確認する。コアの外観目視で詰ま
り、汚れ、腐食の有無を確認をする

停止状態での目視点検、運転しての状態確認をする

過去の点検記録も調査をする。機関側蓋を解放し、シリンダライナの内・外面を点検する

機関運転前に検油棒にて量が基準内にあることを確認をする

ゴムの変形・劣化(ひび割れ、亀裂)・潤滑油の付着状態を確認する。要すれば高さを計測する。デ
フレクションの計測をし基準値と比較する

冷却水の温度を確認してヒータが規定値内で動作していることを確認する。ゴムホース類の点検を
する

50

配管接続部、ﾌﾚｷ接続部の緩みや亀裂状態を確認する

機関全体の変形、汚損、脱落、漏れ、腐食、破損状態を確認する

燃料噴射弁等を取り外してファイバースコープ等をシリンダ内に挿入し状態を確認する（特定１気
筒）か排気管出口の汚れ状態から判断する

表3.2.1ーA  ディーゼル機関劣化診断手引き書(２／２）　

１)機関本
体

機関全体の変形、汚損、脱落、漏れ、腐食、破損状態

評　価　結　果

給気連絡管の損傷、ひび割れ状態を確認する

吸気マニフォールドの損傷、ひび割れ状態を確認する

負荷(５０％以上)運転時にドレンコックを解放し確認する

運転して異音、振動、油洩れの有無を確認をする

各保護装置の動作が正常動作するか確認する

一方法として機関入口を閉止し、機関出口からピストンポンプにより加圧して３０分静止し圧力低下
のないことを確認する。試験圧力は常用圧力の１．３倍とする。ラジェータ付はキャップテスターによ
る

自動、手動操作による機関の立ち上がり、停止状態を計測する。記録あれば傾向を見る

負荷運転中に機関（発電機含む）の振動を計測する。社内あるいは内燃力発電設備協会の基準
等による

負荷運転中に機関（発電機含む）の周囲を計測する

過去の点検記録を調査をする。機関に模擬負荷、実負荷等をかけて１時間以上の機関の性能試
験をする（各温度、各圧力、回転速度などメーカの計測項目を満足すること）

7点の場
合Ｄ欄は

30点

室外露出部の発錆、防鳥網の損傷状態を確認する

スポットテストによる劣化状態の確認をする

石鹸水等を継手部分に塗布し、漏れの確認を行う

ギヤケースの点検窓等からファイバースコープあるいは目視で、歯面の当たり状態を確認する

排気管貫通部の遮熱保護部の変形、損傷、脱落、亀裂状態を確認する

カラー鉄板(外装)の汚れの確認をしてガス漏れ等の状態を判断する

スイッチ部分の目視点検、絶縁抵抗計測等により状態の確認を行う

過去の点検記録と現状の目視点検する

過給機、'排気伸縮管、排気管、断熱覆い、支持金具等に変形、損傷、亀裂、ガス漏れの状態を確
認する

3
－

4
4



運転時間

天　候 温　度

　℃

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

経過年数　(K1) 　　　評価点

Ｋ１＜１５ 1

1５≦Ｋ１＜２０ 3

２０≦Ｋ１＜２５ 4

２５≦Ｋ１ 5

（小計） 5

① 3 調査 海岸からの距離、電力会社の資料等から判断する 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 発電機室内、機関の汚れ状態を目視で確認する 写真

④ 3 目視 コンクリート基礎の状態やレベルを目視で確認する

（小計） 12

① 3 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

② 5 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

③ 5 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

④ 5 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

（小計） 18

（小計） 5

① 5 目視、触手 運転（無負荷、実負荷、擬似負荷等）し異常な振動の有無を確認する 評価表

② 5 聴音、目視 上記の運転条件で音、回転変動の異常有無の確認をする 評価表

③ 5 目視 運転中に計器盤、発電機盤の周波数計により針の振れを確認する 評価表

④ 5 目視 始動時、運転時に排気管出口の煙の色を確認する 写真

⑤ 7 計測・点検記録 運転（無負荷、実負荷、擬似負荷等）して保護装置の動作状況を確認する 評価表

⑥ 5 計測・点検記録 過去の点検記録、メーカ基準値と比較する 評価表

⑦ 5 計測・点検記録 過去の点検記録、メーカ基準値と比較する 評価表

⑧ 5 目視 自動始動試験を繰り返し３回以上実施し状態の確認をする 計測・データ

（小計） 42

表3.2.2-A　ガスタービン機関劣化診断手引き書（１／２）

報
　
告
　
内
　
容

聞き取り 評価表完成図書、機器銘盤等により確認する

　　　　実　　　　　　　施　　　　　　方　　　　　　　法

製造メーカに機関の形式、製造番号、製造年を連絡し確認する。次に生産中止品がある場合、交換に
改造伴うか否か確認する

評価表

5

設置場所

２．環境条件

評　価　項　目

周囲の交通量，環境等について確認する。建屋の換気、排気口の周りの状態、機関の吸気口周りの
汚れ等を点検する

診
　
断
　
手
　
段

形　　　式

　％

回

湿　度

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

定格

診断実施者

仕様

　　Ｈ始動回数

用途

製造者名

塩害レベル

腐食性ガス状況（NOX、SOX、H2S、NH３など）

評　価　日

製造年月

製造番号

設備名称

１．経過年数

一次

項　　　目

①

Ｎo.

３．保全記録

始動時大量の有色排気が発生し、排気色が消えない状態

負荷運転が出来ない状態

機関の立ち上がり時間の状態

10

４．生産中止製
品対応

５．稼働状況

①

代替品なし、又は代替品において機能の確保は出来るが改
造を必要とする 5

機関の停止時間の状態

燃焼音、回転音の状態

回転速度の状態

5

10

運転中の振動の状態

塵埃の付着状況

10

着火性や加速が悪く、２回で始動出来ない

地盤沈下等による据付レベルの変化の状況

性能・機能等に関連した修理・交換の状況

等価運転時間（運転時間＋始動回数）

負荷の状況

点検整備の状況

７点の
場合Ｄ
欄は30

点

調査

3
－

4
5



評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7 目視 写真

② 7 目視 写真

④ ラビリンスシールとケーシングとの接触の状態 7 目視 写真

④ 燃焼器の焼損・割れの状態 5 目視 評価表

① 振動の状況 7 目視、測定 計測・データ

② 出力軸からの潤滑油の漏れの状況 3 目視、測定 写真、評価表

① 潤滑油圧力の状況 5 目視 写真

② 3 目視 写真

① 燃料ノズルの噴霧状態 5 目視 計測・データ

② 燃料系からの漏れの状況 3 目視 写真

① バッテリ用スイッチの絶縁抵抗、接触抵抗、開閉操作状況 3 計測、目視 写真

② マグネットコンタクタの接点の状態 5 計測、目視 写真・評価表

① 回転系、排気系等の出力の模擬入力に対する状況 3 計測・データ 評価表

② DC/DCコンバータの出力等制御電源の状況 3 計測・データ 評価表

① 塗装の剥離、発錆の状態 2 目視、触手 写真

② カップリングの損傷、変形の状態 4 目視 写真、評価表

③ パッケージ内配線接続部の状況 3 目視、計測 写真、評価表

④ パッケージ内配線、ケーブルの変色、変形状況 2 目視 写真、評価表

① 排気消音器の防音材の状態（屋外型） 7 目視 写真

② 2 目視、触手 写真

（小計） 86

① 総合性能試験 7 計測 データ

② 機関保護装置試験 7 計測 データ

③ 発電機保護装置試験 7 計測 データ

④ 自動始動試験 7 計測 データ

⑤ 調速機試験 7 計測 データ
⑥ 連続負荷試験 7 計測 模擬負荷又は実負荷にて運転し、各種計測パラメータがメーカーの管理値を満足すること データ

⑦ 振動測定 7 計測 データ

⑧ 騒音測定 4 計測 データ

（小計） 53

目視点検により状態の確認を行う

回転系、排気系等の出力の模擬入力に対する状況を確認する

DC/DCコンバータの出力等制御電源の状況を確認する
6).制御系統

50

潤滑油系からの漏れの状況

目視点検、絶縁抵抗計測等により状態の確認を行う

塗装の剥離、発錆の状態を確認する

周波数ﾄﾞﾙｰﾌﾟ及び瞬時周波数変動率を計測し、メーカの管理値を満足すること

各保護装置の動作が正常動作するか確認する

過去の点検記録を調査をする

運転して状態の確認をする

過去の点検記録を調査をする。機関に擬似負荷、実負荷を掛けて機関の性能試験をする（各温度、各
圧力、回転速度などメーカの管理項目を満足すること）

実　　　　　　　施　　　　　　　方　　　　　　　法

室外露出部の発錆、防鳥網の損傷状態を確認する

過去の点検記録を調査をする。燃焼器を開放してファイバースコープを当該部に挿入し状態を確認す
る

圧縮機翼のクラックの有無や、錆の状態を確認する

カップリングの損傷、変形の状態を確認する

潤滑油系からの漏れの状況を確認する

水を燃料ノズルから噴霧して噴霧の状況を調査する

燃料系からの漏れの状況を確認する

運転して状態の確認をする

過去の点検記録を調査をする。停止途中に異音の有無を確認する

ラビリンスシールとケーシングとの接触の状態を確認する

自動、手動操作による機関の立ち上がり、停止状態を計測する。記録あれば傾向を見る

運転中に機関（発電機含む）の振動を計測する。メーカーの管理基準等による

各保護装置の動作が正常動作するか確認する

運転中にパッケージの騒音を計測する。メーカーの管理基準による

10

評価
配分点

Ａ

換算評価点合計

圧縮機翼のクラックの有無や、錆の状態

タービン翼、ノズルの腐食、割れの状態

評　価　項　目

（１００点換算評価）

評
価
ま
と
め

項　　　目

5).始動系
統

７．性能試験

7).ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

1).機関本体

2).減速機

3).潤滑油
　系統

4).燃料系
統

8).排気系
統

６
．
劣
化
現
象

室外露出部の発錆、防鳥網の損傷状態

Ｎo.

用途設置場所

評　価　結　果

７点の
場合Ｄ
欄は50

点

７点の
場合Ｄ
欄は30

点

表3.2.2-A　ガスタービン機関劣化診断手引き書（２／２）

報
告
内
容

診
断
手
段

過去の点検記録と比較する

出力軸からの潤滑油の漏れの状況を確認する

機関運転前に潤滑油レベル計にて量が基準内にあることを確認をする

3
－

4
6



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

④ 3
目視・問診・
点検記録 評価表

（小計） 12

① 3 聞き取り 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 5 聞き取り 評価表

④ 3 聞き取り 評価表

（小計） 14

（小計） 5

① 5 計測、触手 評価表

② 7 聴覚 評価表

③ 7 臭覚 評価表

④ 5 視覚 評価表

⑤ 5 触手 評価表

（小計） 29

評価表

報
　
告
　
内
　
容

運転中（起動時、無負荷、実負荷、模擬負荷等）に発電機電圧状態を確認する。変動等は発電機に起因しない場合
（初励磁回路、ＡＶＲ不調等）があるので、原因も検討のこと

上記運転中、臭気を確認する（変則臭、過熱臭、ワニス臭等）

上記運転中、聴音棒等を使い聴覚により各部の音を確認する（雑音、変則音、異常音等）

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

仕　　　　様

実　施　方　法

10

診
　
断
　
手
　
段

診断実施者

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

４．生産中止
　製品対応

5

10
①

負荷の状況

運転電圧の状況

過去に外部短絡、地絡事故の記録

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改
造を必要とする

５．稼動状況

音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など）

臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油焼け臭など）

温度上昇の状態

振動の状態

調査5

電圧の状態（無負荷、負荷運転時）

製造者名

用　　　途

評　価　日

製造年月

製造番号

設置場所

設備名称

①

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25

一次

項　　　目 評　　価　　項　　目Ｎｏ．

１．経過年数

３．保全記録

２．環境条件

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、盤への影響を確認する

発電機内外の汚れ状態を目視で確認する

機場担当者に問診、過去の記録を調査する

5

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

運転中（無負荷、実負荷、模擬負荷等）に振動を計測、触手等で異常の有無を確認する。また、過去の記録と比較して
評価する

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する（5年程度）

表3.2.3-A　発電機劣化診断手引き書（１／２）

製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡して確認する。発電機では本機だけでなく、附属機器、部品についても
確認をする（スペースヒータ、タコダイ、軸受、ブラッシホルダー等）

運転中（無負荷、実負荷、模擬負荷等）に各部を触手、付属ダイアル温度計等により確認する。また過去の記録と比
較して評価する

備考

10
７点の場
合、Ｄ欄
は30点

塩害レベル

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

地盤沈下等による据付レベルの変化の状況

聞き取り 完成図書、機器銘盤等により調査する 評価表

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

3
－
4
7



用　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

① 7 目視 評価表・写真

② 2 目視 評価表・写真

③ 2 目視 評価表・写真

④ 3 目視・触手 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

③ 5 目視・触手 評価表・写真

④ 5 目視 評価表・写真

⑤ 3 目視 評価表・写真

① 5 計測、触手 評価表・写真

② 5 聴覚、目視 評価表・写真

③ 5 目視、触手 評価表・写真

④ 5 目視 評価表・写真

② 7 目視、触手 評価表・写真

③ 5 目視、触手 評価表・写真

④ 3 目視 評価表・写真

① 3 目視・動作 評価表・写真

② 3 目視・動作 評価表・写真

（小計） 85

② 直流吸収試験(３ｋV以上発電機) 9 計測 評価表・データ

③ 誘電正接測定(３ｋV以上発電機) 7 計測 評価表・データ

④ 部分放電測定(３ｋV以上発電機) 9 計測 評価表・データ

（小計） 46

評価表
・データ

実　施　方　法

評価表・写
真

評価表
・データ

ﾌﾞﾗｼ無し：回転整流器部（ダイオード、フィン等）の状態を確認する（汚損、変形、過熱、破損）

鉄心、巻線の塵埃、油等の付着の状態を確認する

スペースヒータ、軸受温度計、ＴＧ等の状態を確認する（動作不良、指示不良、出力変動等）

提
出
資
料

各締付部、バインドの状態を確認する（緩み、ずれ等）

評価表
・データ

運転中に聴音棒等により軸受部の音の状況を確認する（雑音、打音、サッカ音等）

発電機外皮の状態を確認する（変形、破損等）

目視、触手

固定子の鉄心部の状態を確認する（過熱、変色、錆等）

潤滑油、グリスの状態を確認する（給油状態、潤滑油漏れ、グリス液化滲み、漏れ、等）

巻線部、同固定部等の絶縁物の状態を確認する（過熱、変色、硬化、クラック、トラッキング等）

Ｎｏ． 評　　価　　項　　目項　　　目

６
．
劣
化
現
象

３）軸受部

２）鉄心、
巻線部
（固定子部）

１）外箱部
(外皮）

４）励磁機部
（回転子部）

５）付属品
その他

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

劣
化
診
断
手
法

評
価
ま
と
め

① 5

巻線、絶縁物に変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以下)

低圧　：1MΩ以上
3ｋV級：5MΩ以上
6ｋV級：8MΩ以上

固定子と対地間
(500/1000Vﾒｶﾞｰ使用)

励磁機界磁回路と対地
間（500Ｖメガー使用）

1MΩ以上７．性能試験

①

塵埃、油等付着の状態

振動の状態

巻線、絶縁物に変色、過熱、硬化、クラック、トラッキングの状態

音の状態（打音、サッカ音等）

オイルリングの状態

付属品の外観状態、又は機能状況

口出し線、端子部に劣化、汚損、損傷の状態

設備名称

9
回転子と対地間
（500Ｖメガー使用）

1MΩ以上

（１００点換算評価）

3 10

9

ﾌﾞﾗｯｼ無し発電機の励磁機界磁回路の絶縁抵抗を５００Ｖメガーにて測定する。界磁回路には電子部品機器（ＡＶＲ等）
があるので、回路を検討して、必要に応じて分離等の養生を行うこと

固定子の絶縁抵抗を５００Ｖメガ－（低圧）又は１０００Ｖ（高圧）メガ－にて測定する。測定はデータに異常が無い限り、
ケ-ブル外し等、絶縁処理、工具を用いての回路区分しない

回転子の絶縁抵抗を５００Ｖメガーにて測定する

鉄心部鉄心くさびの状態を確認する（枯れ、緩み、飛出し、脱落等）

鉄心、巻線の塵埃、油等の付着状態を確認する

運転中に軸受部の振動を触手等（場合によっては計測）により状況を確認する

ﾌﾞﾗｼ有り：ﾌﾞﾗｼ、ﾌﾞﾗシホルダー、ﾌﾞﾗｼﾘﾝｸﾞの状態を確認する（磨耗、変形、破損、条痕等）

口出し線、端子部の状態を確認する（劣化、汚損、損傷及び配線の素線切れ等）

各締付部、バインドの状態を確認する（緩み、ずれ等）

ｺｲﾙ端子と鉄心間に１０００Ｖメガーを10分間印加し各時間で絶縁抵抗値測定　１分値と比較（ＰＩ）を算出

ｺｲﾙ端子と鉄心間に交流電圧を印加、各電圧におけるを誘電正接（tanδ）測定しｔａｎδ0、Δｔａｎδを算出

ｺｲﾙ端子と鉄心間に交流電圧を印加、各電圧時の部分放電電荷量と累積頻度を測定

計測

計測

計測

７点以上
の場合、
Ｄ欄は30

点

50

発電機外皮の状態を確認する（塗装剥離、発錆、腐食、過熱変色等）

発電機外皮に内部のから噴煙した形跡を確認する

備考

基礎ﾎﾞﾙﾄ、取付ボルト等の状態を確認する（緩み等）

オイルリング回転状態を確認する（回転状態、油回り等）

巻線部、同固定部等の絶縁物の状態を確認する（過熱、変色、硬化、クラック、トラッキング等）

表3.2.3-A　発電機劣化診断手引き書（２／２）

７点の場
合、Ｄ欄
は50点

潤滑油漏れ、又はグリスの液化の状態

ブラシ無し：回転整流器部の汚損、変色、変形、破損の状態
ブラシ有り：ブラシ、ブラシホルダーの摩耗、変形、過熱の状態
ブラシ有り：スリップリング磨耗、変形、過熱の状態

締付部、バインド等緩みの状態、

塵埃、油等付着の状態

締付部、バインド等緩みの状態

くさびに枯れ、ずれ、緩み、飛出し、脱落の状態

噴煙した形跡の状態

塗装剥離、発錆,腐食の状態

締付部に緩みの状態

変形、破損の状態

鉄心に変色、過熱、錆、緩みの状態

換算評価点合計

3
－
4
8



形　　　式

定　　　格

天　候 温　度 湿　度

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3 点検記録 完成図書、機器銘盤等により確認する 評価表

4

5

（小計） 5

① 3 調査 海岸からの距離、電力会社の資料等から判断する 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 発電機室内、補機の汚れ状態を目視で確認する 写真

④ 3 目視・点検記録 機関共通台床の変形、コンクリートの亀裂等状態を点検する 写真

（小計） 12

① 2 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

② 3 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

③ 運転時間 3 保全、点検記録 過去の保全記録、点検記録等を調査をする(５年程度) 評価表

（小計） 8 評価表

（小計） 5

① 5 目視、触手 運転（無負荷、実負荷、擬似負荷等）し異常な振動の有無を確認する 評価表

② 7 聴音、目視 上記の運転条件で音、回転変動の異常有無の確認をする 評価表

③ 7 臭覚 上記運転中,臭気を確認する(変則臭,過熱臭、ワニス臭等) 評価表

④ 5 触手 運転中(無負荷、実負荷、模擬負荷等)に各部を触手しその状態を確認する 写真

（小計） 24

周囲の交通量，環境等について確認する。建屋の換気、排気口の周りの状態、機関の吸気フィルタの汚れ等を点検
する

調査 評価表製造メーカに機関の形式、製造番号、製造年を連絡し確認する10

５．稼動状況

振動の状態

10

5

表3.2.4ーA　発電設備補機劣化診断手引き書(１／２）　

報
　
　
告
　
　
内
　
　
容

診
　
　
断
　
　
手
　
　
段

　　　　実　　施　　方　　法

一次

評　価　日

仕様

設置場所

設備名称

製造者名

用　　　途

製造番号

診断実施者

製造年月

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

２．環境条件

塩害レベル

１．経過年数
①

10

腐食性ガス状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

塵埃の付着状況

地盤沈下等による据付レベルの変化状況

20≦K1＜25

25≦K1

３．保全記録

故障・事故の履歴がある

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

４．生産中止
　製品対応

①
代替品なし又は代替品において機能の確保はできるが
改造を必要とする

7点の場
合Ｄ欄は

30点

音の状態（打刻音、サッカ音、うなり音など）

臭気の状態（過熱臭、ワニス臭、油焼け臭など）

温度上昇の状態

5

5

3
－

4
9



評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 電気機器に噴煙した形跡の状態 7 目視 写真

② 塗装剥離,発錆の状態 3 目視 写真

③ 腐食の状態 3 目視 写真

④ 変形,破損の状態 3 目視、測定 写真

⑤ 締付部の緩み状態 3 目視
写真、評価
表

⑥ 絶縁物の過熱変色,トラッキングの状態 5 目視 写真

⑦ 絶縁物のクラックや硬化の状態 5 目視 写真

⑧ 配線、接地線接続部緩みや断線の状態 5 目視 写真

① 5 目視、触手 写真

② 5 目視
写真・評価
表

③ 5 目視 写真

① 圧力計、温度計、レベル計等の指示の異常状態 3 目視、計測 写真

② レベル、圧力等のスイッチ動作状態 3 目視、計測 評価表

③ 配線、接続部の緩み、断線の状態 5 目視、触手
写真、評価
表

④ 異音の状態 5 聴音 評価表

⑤ 振動の状況 5 目視 写真

⑥ 冷却装置の目詰まり状態 3 目視 写真

⑦ 防振ゴムの亀裂・変形状態 5 目視、計測 写真

（小計） 83

① 絶縁抵抗測定
1MΩ
以上

7 計測 データ

7

環境に合った指示値か確認する

巻線部、固定部等の絶縁物の状態を確認する

絶縁物のクラックや硬化の状態を確認する

配線、接地線接続部緩みや断線の状態を確認する

冷却装置の目詰まり状態を確認する

変形が見られた場合は、程度を計測する

各締付け部の状態を確認する(緩み、ずれ等)

運転中の状況を確認する

モータ等の絶縁抵抗を測定する

外観状態を確認する

各締付け部の状態を確認する(緩み、ずれ等)

振動の状況を確認する

接点メイク等で確認する

上記の運転条件で音、回転変動の異常有無の確認をする

フレ、音の発生状況を確認する

潤滑油の漏れ有無確認、有れば状況判断する

７.性能試験

内部からの噴煙した形跡があるか確認する

報
告
内
容

診
断
手
段

実　　　　　　　施　　　　　　　方　　　　　　　法　　　　　　

塗装剥離,発錆の状態を確認する

内外部の錆の状態を確認する

評　価　結　果

表3.2.4ーA　発電設備補機劣化診断手引き書(２／２）　

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目
評価

配分点
Ａ

３）付属品,その他

１)外観

50２)軸受部

音の状態（打音、サッカ音等）

ファン等の回転の状態

潤滑油漏れ、又はグリスの液化状態

7点の場
合Ｄ欄は

50点

低圧電圧回路
（500Vﾒｶﾞｰ使用）

（小計）

10
7点の場
合Ｄ欄は

30点

換算評価点合計 （１００点換算評価）

評
価
ま
と
め

3
－

5
0



形　　式

定　　格

天　候 温　度 湿　度

℃ ％

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

評価点

1

3

4

5

（小計） 5

① 3 調査 評価表

② 3 聞き取り 評価表

③ 3 目視 写真

（小計） 9

① 2 聞き取り 評価表

② 5 聞き取り 評価表

（小計） 7

（小計） 5

① 5 聴覚 評価表

② 5 臭覚 評価表

（小計） 10

過去の保全記録、点検記録等を調査する。（5年程度）

過去の保全記録、点検記録等を調査する。（5年程度）

評価表
製造メーカに形式、製造番号、製造年等を連絡し、生産中止品の有無確認する。次に補助リレー等、
主回路機器及び保護継電器に生産中止品が有る場合、交換に改造を伴うか否か確認する

　　　　実　施　方　法

報
　
告
　
内
　
容

完成図書、機器銘盤等により調査する 評価表

評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

診
　
断
　
手
　
段

過去に性能・絶縁等に関連した修理・交換の状況

調査

仕　　様

製造番号

表3.2.5-A　発電機盤劣化診断手引き書（１／２）

製造年月

用　　途

製造者名

設置場所

設備名称

評　価　日 診断実施者

一次

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

１．経過年数
①

25≦K1

経過年数　（K1）

K1＜15

15≦K1＜20

20≦K1＜25
10

周囲の交通量、環境等について確認する。建屋の換気、排気口付近の状態、盤への影響を確認する

塵埃の付着状況 配電盤内の汚れ状態を目視で確認する

腐食性ガスの状況(NOX,SOX,H2S,NH3など）

海岸からの距離、電力会社の資料の調査等から判断する

２．環境条件

塩害レベル

5

３．保全記録

４．生産中止
　製品対応

10

故障・事故の履歴がある

5

代替品なし、又は代替品において機能の確保はできるが改造
を必要とする

5①

聴覚により、ビビリ音、うなり音、コロナ音などの変則音の有無を確認する

過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異臭の状態 扉を開放し、盤内部に過熱臭、オゾン臭、ワニス臭など異常臭気ないことを確認する５．稼働状況

ビビリ音、うなり音、コロナ音などの異音の状態

10

聞き取り

3
－

5
1



用　　途

評価点
Ｂ

重み付
けＣ

換算
評価点

Ｄ
（Ｂ/Ａ×Ｃ）

備考

① 7 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 3 目視 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

③ 5 目視 評価表・写真

① 7 目視 評価表・写真

② 7 目視 評価表・写真

① 5 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表・写真

② 3 目視 評価表・写真

③ 5 動作・目視 評価表・写真

⑤ 7 目視・触手 評価表・写真

⑥ 5 動作・目視 評価表・写真

⑦ 5 目視 評価表・写真

① 3 目視 評価表

② 3 目視 評価表

（小計） 91

1面あたり

５ＭΩ以上

1面あたり

１MΩ以上

② 9 計測 データ・評価表

③ 7 計測 データ・写真

（小計） 30

報
告
内
容

表3.2.5-A　発電機盤劣化診断作手引き書（２／２）
設置場所

項　　　目 Ｎｏ． 評　　価　　項　　目

評価表・写真④ 制御回路部品に亀裂、破損、変形等の損傷 3 目視
制御回路部品に亀裂、破損、変形等の損傷の状態を確認する。又、制御回路端子台、ヒューズ、抵
抗等に破損、腐食、過熱変色の状態を確認する　使用期限の過ぎたヒューズ使用してないか確認す
る

診
断
手
段

６
．
劣
化
現
象

１）外箱部

錆などによる欠落状態、腐食の状態

50

２）主回路
導体部
（内部）

導体の塗装、メｯキの変色、腐食または剥離の状態

扉、ハンドルがスムーズに動作しない

点検窓などのパッキン類の損傷の状態

破損、変形などの損傷、腐食の状態

３）支持
　絶縁物

導体の塗装、メッキに変色または剥離の状態を確認する

実　施　方　法評価
配分点

Ａ

評　価　結　果

盤外周に錆の発生ないか、錆びによる欠落（穴が開く）がないかを確認する

扉・ハンドルの開閉を行い、スムースに動作するか確認する

点検窓、ドア等のパッキンに損傷・亀裂等の有無確認する。雨水等の侵入の痕跡の状態を確認する

導体に過熱変色の状態を確認する。サーモラベル貼り付けが有る場合、その変色の状態も確認する

導体に破損、変形などの損傷、腐食の状態を確認する

主回路導体支持物等に亀裂、破損、変形などの損傷の状態を確認する

絶縁物、碍子などにコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態 主回路導体支持物にコロナ放電やトラッキングの痕跡の状態を確認する

引出機器の接触部、断路部に腐食皮膜の状態、磨耗・損傷の状態を確認する

評価表・写真
引出機器について、実際に引出、挿入を行い、断路部の状態確認、シャッタを含めた動作の円滑さ、
インターロックの良否を確認する

②
主回路断路部、シャツタおよび引出機構（遮断器，PT，LA）など
に磨耗、損傷、または動作の状態

5 動作・目視

運転時に周波数（機関制御装置）、発電機電圧（AVR制御）の変動、温度ドリフトの状態を確認する。
(原因が機関本体又は発電機本体の場合があるので区別する)、構成部品の破損、腐食、過熱変色
等の状態も確認する

４）引出機構
部

制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化
の状態

５）制御部

配線接続部の腐食の状態

冷却装置を手動で運転させ、異常音、振動の状態を確認を行う

冷却装置に目詰まりの状態 フィルタ等にめずまりの状態を確認する

配線及び配線接続部、端子台に腐食、汚損等の状態を確認する

制御器具の湿潤、発錆および腐食の状態

直流（Ｐ－Ｎ）の隣接している切替スイッチ、電磁接触器、端子台、絶縁物に銀移行の発生がないか確認する

機関制御装置、ＡＶＲ装置の機能状態,又は装置内器具に変
色、発錆、過熱、塵埃付着の状態

目視及び触手にて、制御配線に被覆変質、芯線の腐食・素線切れ、絶縁物の劣化の状態を確認する

制御器具に湿潤、腐食、損傷の状態を確認する

シーケンス試験を行い、補助開閉器、スイツチ類の接触不良または動作不良の有無確認する。また、
接触部、接点部を目視で確認し、荒れ等の状態を確認する

部分放電測定

６）付属品

冷却装置の異常音、振動の状態

データ
主回路の絶縁抵抗を、１０００Ｖメガーにて測定する。測定は、遮断器・断路器等によって区分し、測定
する（データに異常や疑義が無い限り、ケーブル外し等工具を用いての回路区分は行わない）

データ
７．性能試験

①
絶縁抵抗測定
(相対湿度80%以下)

主回路部と対地間

（1000Ｖメガー使用）

制御回路と対地間

（500Ｖメガー使用）

スーパホン、ウルトラホン等の部分放電測定器を用い、部分放電音の状態を確認する（対象盤全数実施）

サーモメータによる測定で過熱状態 サーモメータにより、過熱の状態を確認する

10
5 計測

制御回路の絶縁抵抗を、500Ｖメガーにて測定する。測定は、回路一括で行う（電子機器等、５００Ｖの
メガーで損傷するものがあるため、事前に回路検討と試験前の現品確認を十分行う）

換算評価点合計 （１００点換算評価）

評
価
ま
と
め

9

切替スイッチ、電磁接触器などの銀移行が発生している

過熱変色の状態

主回路導体支持物等に亀裂、破損、変形などの損傷の状態

接触部、断路部に腐食皮膜の生成の状態

補助継電器、電磁接触器、補助開閉器、スイツチ類に接触の
状態または動作の状態（発電機運転時に計測器指示の状態も
含む）

７点の場
合､Ｄ欄
は50点

計測

７点以上
の場合､
Ｄ欄は30

点

3
－

5
2



0 1 2 3 4 6 8 9

１
経過
年数

5 １５年未満 １５年以上２０年未満
２０年以上
２５年未満

3
軽汚損地区 (０．０３ｍｇ／ｃｍ
２
以下)

中汚損地区(０．０３超～

0.06ｍｇ／ｃｍ
２
以下)

重汚損地区(０．０６超～

0.１２ｍｇ／ｃｍ
２
以下)

超重汚損地区(０．１２ｍｇ／ｃｍ
２
超過)

3 標準使用の状態
機器に腐食性ガスによる著しい変色
あり

3
年次点検で塵埃の清掃が確
実に実施され軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃が実施されて
いるが塵埃付着多い

3
共通台床下面のコンクリート
基礎が正常

共通台床下面のコンク
リート基礎に亀裂あり

共通台床に亀裂・変形あり

2 故障、事故歴なし 事故歴，修理歴あり

5 修理交換記録なし
付属品の開放・交換履歴
若干あり

付属品の開放・交換履歴多数あり

3 ５００時間未満
５００以上～１０００時間未
満

1000時間以上

5
５０％以上の負荷運転が実施
されている

実施されているが５０％以下の低負荷
運転である

4
生産
中止
品

5
生産中止製品なし、又は、改
造なしで代替品に交換可能

代替部品での対応は可
能

代替部品での対応は可能だが大幅
な改造を要する

5 新品と同等て゜ある 軽微な振動あり 次回点検時には修理を要する

5 新品と同等である 時々発生する 破損に至らないが調整を要する

5 新品と同等である
無負荷､負荷変動微小時
に定格の±１．５％変動

無負荷､安定負荷時に定格の±２．
５％変動

5
始動時数秒間の黒鉛のみで
ある

白煙で20分程度で消煙
となる

7 新品と同等である
実負荷運転は可能だが性能に裕度
なし

5 新品と同等て゜ある 瞬時の発報あり

5 新品と同等て゜ある 立ち上がり時の回転が不調で遅い

5 新品と同等である
始動回数が３回がぎりぎりで、それ以
上の始動が出来ない

①機関本体に変形・脱落等 7 新品と同等である にじみあり
一部にわずかな油・水
漏れあり

軽微な燃料・潤滑油・冷却水の漏れ
による汚れあり

②ヘッド・ピストンカーボン付着 5 新品と同等である
湿ったカーボンの付着
が多い

乾いたカーボンの付着とピストン外周
面にアッシュ分の付着が多い

③配管・フレキの亀裂 3 新品と同等である
軽微なひび割れ、亀裂が
見られる

かなり長くて深い亀裂が多数見られ
修理を要する

④シリンダライナ傷・腐食 7 新品と同等である 傷・腐食の兆候あり 内面に軽微なたて傷が見られる

⑤潤滑油量 5 新品と同等である
検油棒の下限ぎりぎりで
ある

検油棒上限値を超えている

⑥防振ゴム変形､デフレクショ
ン計測

5 新品と同等である 油分で汚れている
全数の高さは平均的であるが、たわ
み量が大きい

①給気連絡管にひび割れ 7 新品と同等である 錆の兆候あり ひび割れは無いが錆が多い

②吸気マニフォールドのひび
割れ

7 新品と同等である 錆の兆候あり ひび割れは無いが錆が多い

③空気冷却器ドレン 7 新品と同等である 過冷が見られる

３)燃料潤
滑油系統

①各ポンプの異音等 5 新品と同等である 配管取付部からの漏れあり

①機付ポンプベルト状況 7 新品と同等である 変色等兆候あり
ベルトの張りが基準値(１０ｍｍ)以上
にへこむ

②ヒータの断線、ゴムホースの
亀裂

3 新品と同等である 結線部に変色あり
温度コントロールができていない、ゴ
ムホースに亀裂あり

③ラジェータ内・外部状況 3 新品と同等である 塗料の剥がれあり 目詰りの兆候あり
防錆剤の投入が無く機関からの錆を
もらっている，外部に目詰まりが酷い

①塞止弁・始動弁・停止弁 5 新品と同等である 取付部からの空気漏れあり

②エアーモータ・セルモータ用
ピニオン

7 新品と同等である
ピニオンの噛み合い部が異常な磨耗
をしている

③バッテリスイッチ 7 新品と同等である 肌荒れが見られる

④マグネットコンダクタ 7 新品と同等である 肌荒れが見られる

①過給機・排気伸縮管　　　　・
排気管変形

5 新品と同等である 兆候あり 錆の発生が著しい

②排気管貫通部の状況 5 新品と同等である 兆候あり 錆の発生が著しい

③排気消音器 7 新品と同等である 兆候あり 錆の発生が著しい

④室外露出部の状況 3 新品と同等である 兆候あり 錆が著しい
錆が酷く、防鳥網が侵食されて機能
がない

7
判定基準内であり、測定値の
トレンドも上昇傾向にない

一部のデータに調整個所あり

7
判定基準内であり、測定値の
トレンドも上昇・下降傾向にな
い

一部のデータに調整個所あり

7
判定基準内であり、測定値の
トレンドも上昇傾向にない

一部のデータに調整個所あり

7
判定基準内であり、測定値の
トレンドも上昇傾向にない

7
判定基準内であり、測定値の
トレンドも上昇・下降傾向にな
い

一部のデータに調整個所あり

7 漏れなし

7 異常なし
ピッチング、キャビテーションの兆候あ
り

5
判定基準内であり、測定値の
トレンドも上昇・下降傾向にな
い

判定基準値に近い

判定基準内であるが、測定値の
トレンドが上昇・下降傾向にある

キャビテーションあり

判定基準を外れている

判定基準内であるが、測定値の
トレンドが上昇傾向にある

判定基準内であるが、測定値の
トレンドが上昇・下降傾向にある

判定基準内であるが、測定値の
トレンドが上昇傾向にある

判定基準内であるが、測定値の
トレンドが上昇傾向にある

取付面の変形・亀裂等によるガ
ス漏れあり

変形がひどく運転中にかなり振
動する

取付面の変形・亀裂等による
ガス漏れで運転不能

機関が始動しない

取り付け部分からの空気漏れあ
り

放電した跡があり消耗が見られ
る

放電した跡があり消耗が見られ
る

取付面の変形・亀裂等によるガ
ス漏れあり

ピニオンが噛み合わずクラン
キングできない

スイッチ動作が重く機能を果
たさない

接点の機能がない

亀裂が側面・内面(駆動部)に多
く発生している

亀裂が深く継続運転が不能

乾燥期の負荷運転後の停止時
にドレン量が多い

運転中に不連続な音が発生し、
目視・触手による振動も著しい

無負荷運転中にもドレンが出
て運転が不能

たわみ量にばらつきがあり共通
台床が傾斜している、デフレク
ションが基準値を超えている

取付部の変形により給気が漏れ
ている

取付部の変形により給気が漏れ
ている

変形により亀裂が発生し、空
気漏れがあり運転が不能

変形により亀裂が発生し、空
気漏れがあり運転が不能

外周部分に水滴による発錆が
見られる

内面に深いたて傷・腐食が
見られる。外面に水漏れの跡
があり運転が不能

短時間で潤滑油の消費が多
い、または増量する

始動回数が３回未満である

配管・機関本体に腐食が見られ
る

堆積物が吸・排気弁とピストンで
干渉される程度である

青白煙が続く

性能が基準値を満足しない

発報を繰り返す

立ち上がり時間が２０秒以上と
長い

主要部品の供給が不能で保全
ができない

早期に対策を要する

次回点検時には修理を要する

無負荷､安定負荷時に定格の±
５％変動

過去に本体を開放した修理履
歴あり

無負荷運転の繰り返し

7

判断基準を外れている

ボルトの緩み・脱落、汚れ腐
食が著しいく性能が出ない

5

２５年以上

早々に判定基準を外れ運転
不能となる

早々に判定基準を外れ運転
不能となる

早々に判定基準を外れ運転
不能となる

判定基準を外れている

早々に判定基準を外れ運転
不能となる

早々に判定基準を外れ運転
不能となる

定格負荷運転が出来ない

評価項目
配
分
点

評価点

表３．２．１－B 　ディーゼル機関劣化診断評価点基準

Ｎｏ

経過年数

２
環境
条件

①塩害レベル

②腐食性ガス

③塵埃付着

④地盤沈下

3
保全
記録

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

③運転時間が多い

④実負荷・模擬負荷運転

①生産中止品

5
稼動
状況

①振動の状況

②運転中の爆発音・回転

③回転速度の不安定

④始動時の排気色

⑤負荷運転できない

⑥運転時、警報が発生

⑦機関の立ち上がり時間

⑧機関の始動が３回以上

6
劣化
現象

１)機関本
体

２)吸気系
統

４)冷却水
系統

５)始動系
統

6)排気系
統

7
性能
試験

①機関性能試験

②始動試験

③振動試験

④騒音試験

⑤保護連動試験

⑥水圧試験

⑦各歯車背隙点検

⑧潤滑油酸化試験
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 ① 経過年数　(K1) 5 １５年未満 １５年以上２０年未満
２０年以上２
５年未満

２５年以上

① 塩害レベル 3
軽汚損地区

(0.03mg/cm 2以下）

中汚損地区(0.03超～

0.06mg/cm 2以下）

重汚損地区(0.06

超～0.12mg/cm2以
下)

超重汚損地区(0.12mg/cm2超
過)

② 腐食性ガス 3 標準使用の状態
機器に腐食性ガスによる
著しい変色が見られる

③ 塵埃付着 3
年次点検で塵埃の清掃が確
実に実施され軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃が実施
されているが塵埃付着多い

④ 地盤沈下 3
共通台盤下面のコンク
リート基礎が正常である

共通台盤下面のコ
ンクリート基礎に
亀裂あり

共通台盤下面のコンク
リート基礎に亀裂があ
り、傾斜している

① 負荷の状況 3 過負荷運転履歴なし 過負荷運転履歴あり
排気温度高で停止した記録あ
り

② 点検整備の状況 5 定期点検が実施されている
実施されているが点検基準に
のっとっていない

実施されていない

③ 修理・交換の状況 5 修理交換記録なし 故障・事故履歴あり
故障・事故履歴あり過去に主
要部品交換した修理履歴あり

④ 等価運転時間 5 ２００時間未満
２００時間以上、５００時間
未満

５００時間以上

4 ① 生産中止品 5
生産中止製品なし、又は、改
造なしで代替品に交換可能

代替え品での対応可
能

代替え品での対応可能だが大
幅な改造が必要

主要部品の供給不可で保全不
能

① 振動の状況 5 新品と同等である 軽微である 次回点検時には修理を要する 次回点検時には修理を要する

② 燃焼音、回転音の状況 5 新品と同等である 破損に至らない程度である 修理を要する

③ 回転速度の状況 5 新品と同等である
整定速度変動率内にあるが変
動あり

整定速度変動率外にあり調整
を要する

④ 排気色の状況 5 着火時のみ有色排気が出る
白煙で２０分程度で消煙とな
る

青白煙が続く

⑤ 負荷運転ができない 7 異常なし
負荷運転は可能だが、性能に
余裕がない

性能が基準値を満足しない 定格負荷がかからない

⑥ 機関の立ち上がり時間 5 新品と同等である
電圧確立までの時間は４０秒
以内であるが、従来より数秒
延びた

電圧確立までの時間が４０秒
を越える

⑦ 機関の停止時間 5 新品と同等である 新品状態より数秒短い
新品状態よりも１０秒以上短
い

⑧ 着火性 5 異常なし 再始動をかけると始動可能 再始動でも始動不可

① 圧縮機翼の状態 7 新品と同等である 軽微である
機関の性能に影響せず、翼の
折損の恐れなし

翼が折損する恐れあり

② タービン翼、ノズルの状態 7 新品と同等である 軽微である
機関の性能に影響せず、翼の
折損の恐れなし

翼が折損する恐れあり

④ ラビリンスシールの接触の状態 7 異常なし 軽微である 停止時に接触音が発生
停止時に接触音が発生
し、機関の停止時間に影
響あり

④ 燃焼器の状態 5 新品と同等である 軽微である
機関の性能に影響せず、部品
の飛散の恐れなし

部品の飛散の恐れあり

① 振動の状況 7 新品と同等である 増加傾向を示している
増加傾向を示しているが基準
値以下

基準値を超える

② 出力軸からの潤滑油漏れ 3 異常なし 軽微である 基準値を超える

① 潤滑油圧力の状況 5 新品と同等である 警報にかからない程度である
警報にかかる恐れがあり、調
整を要する

② 潤滑油系からの漏れの状況 3 異常なし 軽微である 修理を要する

① 燃料ノズルの噴霧状態 5 新品と同等である
噴霧角度は問題ないが、噴霧
状況において筋がみられる

噴霧角度及び噴霧状況共に基
準値を外れる

② 燃料系からの漏れの状況 3 異常なし 軽微である 修理を要する

① バッテリースイッチの状況 3 新品と同等である 消耗が見られる

② マグネットコンタクタの接点 5 新品と同等である 肌荒れが見られる 消耗が見られる
放電した跡があり消耗が見ら
れる

① 回転系、排気系等の出力の状況 3 新品と同等である 軽微である 調整又は部品交換を要する

② DC/DCコンバータの出力の状態 3 新品と同等である 軽微である 調整又は部品交換を要する

① 塗装の状態 2 新品と同等である 軽微である 修理が必要

② カップリングの損傷、変形の状態 4 新品と同等である 軽微である 交換を要する

③ パッケージ内配線接続部の状況 3 新品と同等である 軽微な劣化あり 修理を要する

④ パッケージ内配線、ケーブルの状況 2 新品と同等である 軽微である 交換を要する

① 排気消音器の防音材の状態 7 新品と同等である 軽微な錆が発生 錆の発生が著しい
変形、亀裂等によりガス漏れ
あり

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙが損傷し防音
材が飛散する

② 室外露出部の損傷状態 2 新品と同等である 錆の発生が著しい
錆が酷く、防鳥網
が侵食されて機能
がない

① 総合性能試験 7
判定基準内であり、測定値
のトレンドも上昇傾向にな
い

一部のデータに調整が必要な
箇所がみられる

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇傾向にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

② 機関保護装置試験 7 新品と同等である
一部のデータに調整が必要な
箇所がみられる

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇・下降傾向
にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

③ 発電機保護装置試験 7 新品と同等である
一部のデータに調整が必要な
箇所がみられる

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇・下降傾向
にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

④ 自動始動試験 7
判定基準内であり、測定値
のトレンドも上昇・下降傾
向にない

一部のデータに調整が必要な
箇所がみられる

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇・下降傾向
にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

⑤ 調速機試験 7 新品と同等である
一部のデータに調整が必要な
箇所がみられる

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇・下降傾向
にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

⑥ 連続負荷試験 7 新品と同等である
一部のデータに調整が必要な
箇所がみられる

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇・下降傾向
にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

⑦ 振動測定 7
判定基準内であり、測定値
のトレンドも上昇傾向にな
い

判定基準内であるが、測定値
のトレンドが上昇傾向にある

判定基準内であるが、
早々に判定基準を外れる
恐れあり

⑧ 騒音測定 4
判定基準内であり、測定値
のトレンドも上昇傾向にな
い

判定基準値内であ
るが、測定値のト
レンドが上昇傾向
にある

判定基準値内で
あるが、早々に
判定基準を外れ
る恐れあり

稼動状況

7

7)パッ
ケージ

8)排気系
統

性能試験

表3.2.2-B　ガスタービン機関劣化診断評価点基準

保全記録

生産
中止品

経過年数

Ｎｏ

2

評価点

3

評 価 項 目
配
分
点

環境条件

6
劣化
現象

5

3)潤滑油
系統

4)燃料系
統

5)始動系
統

6)制御系
統

1)機関本
体

2)減速機

 3－54



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満
20年以上
25年未満

25年以上

3
軽汚損地区（０．０３

ｍｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０３
超過～０．０６ｍｇ

/cm
2
以下）

重汚損地区（０．
０６超過～０．１２

ｍｇ/cm
2
以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ

ｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態

機器に、腐食性ガスによる著し
い変色が認められる（銀メッキ
の剥離、変色、接点の黒化な
ど）

3
年次点検で塵埃の
清掃が確実に実施さ
れ、軽微の塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、塵
埃付着多い

3
台床下面のコンク
リート基礎が正常

台床下面のコンク
リート基礎に亀裂
あり

台床下面のコンクリート
基礎に亀裂大・変形あり

3
過負荷運転記録な
し

過負荷運転あり

3
過電圧運転記録な
し

過電圧運転あり

5 修理交換記録なし
軽微な事故歴、修
理歴あり

故障・事故の履歴あり
故障・事故の履歴あり
過去に性能・絶縁に関
連した修理履歴あり

3 外部短絡、地絡なし 外部短絡、地絡あり 　　　　　　ー

４
生産
中止
品

3
生産中止製品なし、
又は、改造なしで代
替品に交換可能

ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀ等の更
新改造程度

代替ＴＧ等で発電機エ
ンド側での改造程度

代替品無し、又は軸受
＋ＴＧの更新等ロター
引抜等の大幅改造を
伴う

5 新品と同等である 新品比較で大きい
記録比較で増大傾向、
次回点検時対策要

振動が大きい、早期対
策要

5 新品と同等である 新品比較で大きい
気になる異音を感じる、
次回点検時対策要

時折、うなり音、打刻音
等異音あり、早期対策
要

打刻音、サッカ音等の異
音が顕著である、対策急
務を要す

7 臭気正常 通常と違う臭気
臭気あり、過去の記録、
点検記録等にも記載あ
り

過熱臭あり、早期対策
要

ワニス、絶縁物の過熱
臭、コゲ臭あり、対策急
務を要す

5 変動なし
無負荷、負荷変動
微小時に定格の±
1.5%変動

無負荷、安定負荷時に
定格の±2.5%変動

無負荷又は安定負荷
時に定格の±5%変動

5 正常上昇 通常より高い
基準値以下だが通常よ
り高い又過去の記録比
較で上昇傾向

基準値に近い又は超
過

①噴煙した形跡 7 形跡なし 噴煙が疑わしい形跡
噴煙形跡が明確、臭気
あり、対策急務を要す

②塗装剥離、
錆、腐食

2 新品と同等である
新品比較で塗装に
変色あり

剥離、錆あり

③変形、破損 2 新品と同等である 変形、破損あり

④締付部に緩み 3 緩みなし 緩みあり

①鉄心の変色、
錆、緩み

5 新品と同等である
新品比較で錆が見
られる

各部に錆、変色あり
錆過大、変色、過熱
跡、緩み、変形

②絶縁物過熱、
変色、ｸﾗｯｸ

7 新品と同等である
新品比較で光沢が
落ちている

変色あり、枯れあり 過熱形跡、緩みあり
機能に影響があるクラッ
ク、トラッキングあり、対
策急務を要す

③締付部、バイ
ンドに緩み

5 変色、緩みなし
新品比較で変色あ
り

変形あり 緩みあり

④くさびに枯
れ、緩み、飛出
し、

5 新品と同等である
新品比較で変色あ
り

枯れが見られる 緩み、飛出し、脱落あり

⑤塵埃、油付着 3 新品と同等である
新品比較で塵埃付
着

塵埃、油が付着あり －

①振動 5 新品と同等である 新品比較で大きい
基準値内であるが、通
常地より高い、上昇傾
向

基準値に近い又は超
過

②音 5 新品と同等である 新品比較で大きい 雑音、徴候あり
打刻音、サッカ音等の
異音あり

③オイルリング 5 新品と同等である
新品比較で変色あ
り

リング回転不規則 変形、磨耗が大きい

④潤滑油漏れ 2 滲み、漏れなし 滲みあり 漏れあり

潤滑油漏れ、グリス液
化漏れ大　又は密閉軸
受グリス液化滲み、漏
れあり

①ﾌﾞﾗｼなし：整
流器部変形

新品と同等である
新品比較で汚損、
油付着あり

汚損大、過熱兆候あり 過熱、変形、破損あり

①ﾌﾞﾗｼあり：ﾌﾞﾗ
ｼの変形

新品と同等である
新品比較で汚損、
油付着あり

ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ磨耗、ﾌﾞﾗｼ異
常磨耗、汚損大

磨耗、変形、損傷あり

②絶縁物過熱
変色、硬貨、ｸﾗｯ
ｸ

5 過熱変色なし
新品比較で光沢が
落ちている

変色あり、枯れあり 過熱形跡、緩みあり
機能に影響があるクラッ
ク、トラッキングあり、対
策急務を要す

③締付部、バイ
ンドに緩み

5 緩みなし
新品比較で変色あ
り

変形、変色あり 緩みあり

⑤塵埃、油付着 3 新品と同等である
新品比較で塵埃付
着

塵埃、油が大幅付着

①付属品が異常
・機能していな
い

3 新品と同等である
新品比較で機能が
低下

異常又は機能基準を外
れ

口出線、端子部 3 新品と同等である
新品比較で汚損、
損傷あり

劣化、汚損、損傷、素線
切れあり

①固定子と対地
間

9
判定基準内であり、
測定値のトレンドも
低下傾向にない

判定基準内である
が、測定値のトレン
ドが低下傾向がな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

判定基準内であるが、ト
レンドから、判定基準を
外れる恐れあり

判定基準より低下し
ている

②回転子と対地
間

9
判定基準内であり、
測定値のトレンドも
低下傾向にない

判定基準内である
が、測定値のﾄﾚﾝﾄﾞ
が低下傾向がない

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

判定基準内であるが、ト
レンドから、判定基準を
外れる恐れあり

判定基準より低下し
ている

①励磁機界磁
回路と対地

5
判定基準内であり、
測定値のトレンドも
低下傾向にない

判定基準内である
が、測定値のトレン
ドが低下傾向がな
い

判定基準内であるが、
測定値のトレンドが低下
傾向にある

判定基準内であるが、
トレンドから、判定基準
を外れる恐れあり

9 異常なし
通常値より悪い、要注
意レベルに近い

要注意レベル 基準値：
当該製造者の確認

判定基準を超えて
いる　　基準値：当
該製造者の確認

7 異常なし
通常値より悪、要注意レ
ベルに近い

要注意レベル　　基準
値：当該製造者の確認

判定基準を超えている
基準値：当該製造者の
確認

－

9 異常なし
通常値より悪い、要注
意レベルに近い

要注意レベル　基準値：
当該製造者の確認

判定基準を超えて
いる　　基準値：当
該製造者の確認

２）鉄心、
巻線部

②音

７

劣化
現象

1)外箱部

４)励磁機
部

性
能
試
験

①絶縁抵
抗測定

②直流吸収試験
（３ｋＶ以上の発電機）

③誘電正接測定
（３ｋＶ以上の発電機）

④部分放電測定
（３ｋＶ以上の発電機）

５)付属品
その他

②過電圧運転

6

稼動
状況

①振動

⑤温度上昇

３）軸受部

③臭気

④電圧変動

５

3

表3.2.3-B　発電機劣化診断評価点基準

評価項目
配
分
点

①経過年数

③修理・交換記録

④外部短絡、地絡事故

No.

２

5

評価点

環境
条件

③塵埃付着

①塩害レベル

②腐食性ガス

④地盤沈下

①機能は確保できる改造を
必要

①過負荷運転

保全
記録
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

１
経過
年数

5 １５年未満 １５年以上２０年未満
２０年以上
２５年未満

２５年以上

3
軽汚損地区　(０．０３ｍｇ

／ｃｍ
２
以下)

中汚損地区(０．０３超

～0.06ｍｇ／ｃｍ
２
以

下)

重汚損地区(０．０６超

～0.１２ｍｇ／ｃｍ
２
以

下)

超汚損地区(０．１２ｍｇ／ｃｍ
２
超

過)

3 標準使用の状態
機器に腐食性ガスによる発錆あ
り

3
年次点検で塵埃の清掃
が確実に実施され軽微
の塵埃

年次点検で塵埃の清掃が実施
されているが塵埃付着多い

3
共通台床下面のコンク
リート基礎が正常である

共通台床下面のコン
クリート基礎に亀裂あ
り

共通台床に亀裂・変形あり

2 故障、事故歴なし 事故歴，修理歴あり

3 修理交換記録なし
付属品の開放・交換
履歴若干あり

付属品の開放・交換履歴多数あ
り

3 ５００時間未満
５００以上～１０００時
間未満

1000時間以上

4
生産
中止
品

5
生産中止製品なし、又
は、改造なしで代替品に
交換可能

代替部品での対応が
可能

代替部品での対応は可能だが
大幅な改造を要する

主要部品の供給が不能で保全が
できない

5 新品と同等である 軽微な振動あり 次回点検時には修理を要する 早期に対策を要する

7 新品と同等である 時々発生する 破損に至らないが調整を要する 次回点検時には修理を要する 運転が出来ない

7 新品と同等である 通常と違う臭気あり
臭気あり、過去の記録等にも記
録あり

過熱臭があり早期対策要する
ワニス,絶縁物の過熱臭等
あり早期対策要する

5 正常上昇 平常より高い
基準値以下だが平常時より高
い、過去と比較し上昇傾向であ
る

基準値を超えている

①電気機器に噴煙した形跡 7 形跡なし 噴煙が疑わしい形跡あり
噴煙形跡あり早期対策要す
る

②塗装剥離,発錆の状態 3 新品と同等である 剥離,錆あり 著しい剥離、錆あり

③腐食の状態 3 新品と同等である 腐食あり 著しい腐食あり

④変形、破損の状態 3 新品と同等である 変形、破損あり 著しい変形、破損あり

⑤締付け部の緩み状態 3 緩みなし 緩みあり

⑥絶縁物の過熱変色、トラッキ
ング

5 新品と同等である 光沢が落ちている 変色,枯れあり
機能に影響あり過熱、トラッキング
あり

⑦絶縁物のクラックや硬化 5 新品と同等である 兆候あり 軽い硬化あり クラックあり早急な対策を要する

⑧配線、接地線の緩みや断線 5 新品と同等である 緩みの兆候あり 著しい緩みあり 断線につながる状況にある

①音の状況 5 新品と同等である 低周波の不連続音がする
不連続な音が発生し、目視・触手
による振動も著しく対策を要する

②ファン等の回転の状態 5 新品と同等である 軸方向にフレあり フレながら異音がする

③潤滑油漏れ、グリスの液化 5 漏れなし にじみ傾向あり にじみから漏れになっている 多量の漏れあり、液化も見られる

①圧力計、温度計、レベル計
の指示

3 新品と同等である 0点くるい、フレ等あり 指示値が異常値である

②レベル、圧力等スイッチ動
作

3 新品と同等である 動作が遅い

③配線、接続部の緩み、断線 5 新品と同等である 緩みの兆候あり 著しい緩みあり 断線につながる状況にある

④音の状況 5 新品と同等である 低周波不連続音がする
不連続な音が発生し、目視・触手
による振動も著しく対策を要する

⑤振動の状況 5 新品と同等である 軽微な振動あり 次回点検時には修理を要する 早期に対策を要する

⑥冷却装置の目詰り 3 新品と同等である 汚れあり 汚れが酷く目詰り状態にある

⑦防振ゴムの亀裂、変形 5 新品と同等である 兆候あり 著しい亀裂あり 亀裂による変形あり

7
性能
試験

7 新品と同等である
判定基準値内であるが、測定値
のトレンドが上昇傾向にある

早々に判定基準を外れ運
転不能である

①絶縁抵抗測定

①生産中止品

①振動の状況

②音の状況(打刻音、サッカ音等)

③臭気の状況(過熱臭、ワニス臭等)

２)軸受部

３)付属
品、その

他

①塩害レベル

②腐食性ガス

6

3
保全
記録

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

③運転時間が多い

表3.2.4－B 　発電設備補機劣化診断評価点基準

Ｎｏ 評価項目
配
分
点

評価点

経過年数

２
環境
条件

劣化
現象

稼動
状況

④温度上昇

１)外観

③塵埃付着

④地盤沈下

5
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
経過
年数

5 15年未満 15年以上20年未満 20年以上　25年未満 25年以上

3
軽汚損地区（０．０

３ｍｇ/cm
2
以下）

中汚損地区（０．０
３超過～０．０６ｍ

ｇ/cm
2
以下）

重汚損地区
（０．０６超過～

０．１２ｍｇ/cm
2

以下）

超重汚損地区（０．１２ｍ

ｇ/cm
2
超過）

3 標準使用の状態
機器に、腐食性ガスによる著し
い変色が認められる（銀メッキの
剥離、変色、接点の黒化など）

3

年次点検で塵埃
の清掃が確実に
実施され、軽微の
塵埃

年次点検で塵埃の清掃
が実施されているが、塵
埃付着多い

2 故障、事故歴なし
事故歴、修
理歴あり

5
修理交換記録な
し

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（制御回
路）

故障・事故による修理・
交換の履歴あり（主回
路）

４
生産
中止
品

5

生産中止製品な
し、又は、改造無
しで代替品に交
換可能

補助リレー、タイ
マー等の代替で
軽度の改造で出
来る

保護リレー等
の代替で改
造難易度が
少し高い

補助リレー＋保護リレー
等の代替で多種且つ改
造難易度が少し高い

ＡＶＲ代替や遮断器
＋保護リレー等の代
替で多種且つ改造難
易度が高い

代替品なしor遮断器＋
保護リレー＋補助リレー
等多種代替で改造が多
岐煩雑難易度が高い

5 異音なし
ビビリ音、うなり音などの
発生

コロナ音の発生

5 異臭なし 軽微な異臭
焼損（コイル等）している
ような臭気

①錆などによる欠落・腐食 7 新品と同等である
新品比較で塗装
変色､錆あり

錆の発生あり補修塗装
がで必要

盤外周に大幅な錆発生
し全面補修塗装が必要

錆などによる外皮の欠損
の発生

②扉・ハンドル 3 新品と同等である
新品比較で作動
が悪い

スムースな開閉困難

③点検窓などのパッキン 3 新品と同等である
新品比較でパッ
キンに固化が　認
められる

雨水などの浸入が認め
られる

①導体の塗装・メッキ・損傷・
腐食

5 新品と同等である
新品比較で変色､
又は腐食が認め
られる

導体のメッキ黒化 導体のメッキの剥離

②導体の過熱変色 7 新品と同等である
新品比較で違い
が認められる

軽微な過熱変色あり
過熱の変色あり、又は
ｻｰﾓﾗﾍﾞﾙの変色あり

機能に影響する過熱変
色あり

③亀裂、破損、変形などの損
傷

5 新品と同等である
新品比較で変形
等が認められる

軽微な亀裂、破損、変形
などの損傷あり

亀裂、破損、変形などの
損傷あり

①導体支持物の損傷 7 新品と同等である
新品比較で変形
が認められる

軽微な亀裂、破損、変形
などの損傷あり

亀裂、破損、変形などの
損傷あり

②絶縁物、碍子のｺﾛﾅ放電
痕、ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ痕

7 新品と同等である
新品比較で光沢
がない

軽微なコロナ放電痕、ト
ラッキング痕あり

コロナ放電痕、トラッキン
グ痕あり

①接触部・断路部の腐食皮膜 5 新品と同等である
新品比較で変質
皮膜あり

軽微な腐食皮膜、磨耗
あり

通電性能に影響する腐
食皮膜、磨耗あり

②引出機構の磨耗、損傷、動
作

5 新品と同等である
スムースな引出が出来な
い

引き出しが困難又は出
来ない

①配線接続部の塵埃、腐食 3 新品と同等である
新品比較で塵埃､
腐食あり

腐食あり

②制御器具の湿潤、腐食、発
錆

3 新品と同等である
新品比較で湿潤
徴候あり

湿潤、腐食、発錆あり

③補助継電器などの接触、動
作状態

5 新品と同等である
新品比較で接点
部にあれあり

接触部、接点の荒れが
認められる、計測器不良

シーケンス試験が正常
に終了しない

④制御回路部品の亀裂、破
損、変形等の損傷

3 新品と同等である
新品比較で変形､
破損あり

亀裂、破損、変形等の
損傷あり

⑤制御配線の変質、劣化 7 新品と同等である
新品比較で変質
兆候あり

変質が認められる、又
は、芯線に腐食あり

固化、ひび割れ等の変
質あり

著しい固化、ひび割れ等の
変質あり

⑤機関制御装置、AVR装置の
機能､部品状態

5 新品と同等である

無負荷又は安定負
荷時にHz、Vが定
格の±1.5%以下変
動

無負荷又は安定負荷時に
Hz、Vが定格の±2.5%以上
変動、構成部品に腐食、過
熱変色等が認められる

無負荷又は安定負荷時に
Hz、Vが定格の±5%以上変
動、構成部品に腐食、過熱
変色等が著しい

⑥銀移行の発生 5 新品と同等である
銀移行の発生が認めら
れる

①冷却装置の異音・振動 3 新品と同等である
軽微な異音・振動
あり

異音・振動あり

②冷却装置の目つまり 3 新品と同等である
目つまりがあるが、
修理・メンテ対応が
可能

目つまりがあるが、修理・
メンテ対応が不可

①主回路と対地間 9

判定基準内であ
り、測定値のトレ
ンドも低下傾向に
ない

判定基準内であるが、測
定値のトレンドが低下傾
向にある

判定基準内であるが、ト
レンドから、判定基準を
外れる恐れあり

1面当たり高圧２０MΩ、
低圧５MΩ以下

1面当たり高圧５MΩ、
低圧１MΩ以下

①制御回路と対地 5

判定基準内であ
り、測定値のトレ
ンドも低下傾向に
ない

判定基準内であるが、測
定値のトレンドが低下傾
向にある

1面当たり１MΩ以下

9 異常なし
絶縁物からの
コロナ発生

絶縁物からの可聴音コロ
ナ発生

7 異常なし
通電負荷に対して温度
上昇が高く感じる

過熱あり 許容温度を超えている
（締付不良除く）

７
性能
試験

①絶縁抵
抗測定

②部分放電測定

④サーモメータによる
測定

６
劣化
現象

1)外箱部

２）主回
路・接続
部

３）支持絶
縁物

４）引出機
構部

５）制御部

６）付属品

①主回路機器及び保護継電器

5
稼働
状況

②異音

②異臭

３
保全
記録

①故障・事故履歴

②修理・交換記録

①経過年数

２
環境
条件

①塩害レベル

②腐食性ガス

③塵埃付着

表3.2.5-B　発電機盤劣化診断評価点基準

No. 評価項目
配
分
点

評価点
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3.2.3 機器毎の評価 

 

 

 

 

解 説 

１．換算評価点 

機器毎の評価点合計は機器により大きく異なるため、評価判断を容易にする目的で， 

１００点法に換算する。換算評価点は表 3.2.13「劣化診断評価表の採点方法」の考え方に

より行い、具体的には劣化診断評価表により算出する。 

表 3.2.13 劣化診断評価表の採点方法 

 

劣化診断項目 

評価 

配分点 

Ａ 

評価点 

Ｂ 

重み付け 

Ｃ 

換算評価点 

Ｄ＝Ｂ／Ａ×Ｃ 

１．経過年数 A1 B1 C1＝10 D1=B1／A1×C1 

２．環境条件 A2 B2 C2＝5 D2=B2／A2×C2 

３．保全記録 A3 B3 C3＝5 D3=B3／A3×C3 

４．生産中止製品対応 A4 B4 C4＝10 D4=B4／A4×C4 

５．稼動状況 A5 B5 C5＝10 D5=B5／A5×C5 

６．劣化現象 A6 B6 C6＝50 D6=B6／A6×C6 

７．性能試験 A7 B7 C7＝10 D7=B7／A7×C7 

 換算評価点合計 ΣD1～D7 

 

２．評価区分 

劣化診断は、機器単位の換算評価点合計により、表 3.2.14 のとおり評価する。 

表 3.2.14 機器の劣化診断評価区分 

診断種別 評価点 処 置 （例） 

３０点以上 
劣化がかなり進んでいるため早急な機器、

部品の交換 一次診断 

（又は簡易診断） 
３０点未満 

計画的な機器、部品の機能維持対策と交換

３０点以上 
劣化がかなり進行しているため余寿命が少

なく、早急な更新 
二次診断 

３０点未満 
劣化が進行しており計画的更新 

 

 

機器毎の劣化度合いは 100 点法とし、「3.2.1 分類と重み付け」に定めた重み付けを

考慮した評価項目毎の採点の合計で表現する。機器毎の評価は、しきい値を定めて判

断する。 




